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この 事 業 は,日 本 自転 車 振 興 会 の 機 械 工業振 興 資金 に よ る 「昭 和46

年 度 情 報処 理 に関 す る調査 研 究 補 助 事 業 の うち 「デー タ ・マ ネ ジ メ ン

ト ・シス テム の研究 」 の 一 部 と して実 施 した もの で あ ります 。
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大 規模 な情 報 サ ー ビスの シス テム を効 果 的 に運 用 す る ため に は,関 連 す る複 数

の デ ータ を ベ ー ス と した情 報 の 利 用 とか,利 用者 とコ ン ピ ュー タ ・シス テ ム間 の

イ ンタ ラ クテ ィブな情 報 の 交 換 とい った,新 しい 情報 処 理技 術 の確 立 が 必 要 で あ

り,デ ー タ間 の相 互 関 係 を考 慮 した,い わ ゆ るデ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト,情 報検 索

等 の技 術 開 発 が 内外 の メ ー カ,ユ ー ザ,研 究 機 関等 に おい て活 発 に行 なわ れ て お

ります。

当 財団 にお い て も,コ ン ピ ュー タに よるデ ー タ ・マ ネ ジメ ン トの ソフトウエア技

術 を確 立 す るた め,情 報 処理 提供 サ ー ビス とい う観点 か ら統 計 デ ー タ あ るい は記

事 情報 の マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムに 関す る研 究 を行 な ってお ります が,昭 和46年

度 には,そ の 一環 と して,内 外 の 主要 メ ー カが これ まで に開発 した各 種汎 用 デ ー

タ マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ムの 中 か ら代 表 的 と思 われ る もの をい くつ か 選 び 出 し,

当 財 団設 置 の コンピュータ を用 い て そ の処 理 能 力 と経 済 性,応 答 性 と安 定 性 とい っ

た相対 す る特 性 を実 験 的 に考 察 す る と と もに,記 事情 報 をで き るだ け理解 しや す

い 形 で提 供 す る手 段 の1っ として,漢 字 ・カ ナ文 字混 り日本語 文 の コ ン ピ ュー タ

の処 理 に関 す る技 術 的 問題 を と りあげ,複 数 の漢字 を専 門 分野 別 の 用 語 と して 扱

うとい う新 しい概 念 に基 づ く漢 字 ・カナ文 字 の変換 方 式 の 事例 研 究 を実施 しま し

た。 と くに,こ の漢 字 ・カ ナ文 字 変換 に関す る研究 の成 果 は,今 後,出 版 界 等 に

お い て,広 く利 用 され る もの と確 信 してお ります。

こ こに,今 年 度 の研 究 実 施 に ご尽 力 な らび に ご支 援 を賜 わった,島 野 滋 雄(ト ピー

工 業),杉 本太 郎(千 代 田化 工建 設),後 藤 榛 男(学 習 研 究 社),村 岡洋 右(三 菱 電機)

の各 氏 お よび 関係各 位 に心 か ら感 謝 の意 を表 します とともに,こ の 報 告 書が 各 方 面

に活 用 され,わ が 国情 報 処 理 産 業 の発 展 の 一助 として寄 与 で きれ ば幸 い に 存 じます。

昭和47年3月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾



じ

誓

ぞ
冴↑

、↑

、



譜

'

寮

't

ξ
■

1.総

1、1

1.2

論

記 事 情 報 検 索 のた め の デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト

目 次

研究の意義

報告書の要旨

2.記 事情 報 提 供 サ ー ビス の た めの検 索 シ ステ ム

2.1記 事情 報 提供 サ ー ビス の 必要性

2.2記 事情 報 検 索 シス テムの 在 り方

2.3記 事 情 報 検索 シ ステ ム の動 向

3.記 事 情 報 検 索 に お け る 汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 活 用 法 ・・

3.1

3.2

3.3

3.4

情報検索システムの問題点

記 事 情 報 検 索 と デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 現 状

汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テム の 活 用 法

4.デ ー タ 収 集 の 方 法

4.1記 事 情報 の収集 法

4.2記 事情 報 の 加 工法

4.3収 集 上の 問題 点

5.デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 方 法

5.1デ ー タ ・ リ ンケ ー ジ の 重 要 性

5.2デ ー タ ・ リ ンケ ー ジ の 作 成 法

5.3シ ソ ー ラ ス の 方 法

6.フ ァ イ リ ン グ の 方 法

6.1

6.2

6.3

デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの 機 能

デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 形 態

7ア!リ ン グ と シ ソ ー ラ ス

1

1

り
O

7

7

10

16

23

23

25

26

27

O
」

0
∨

0

リ
ム

ハ
∠

2

3

(5

亡
0

5

6

7

3

3

3

3

0
ゴ

9

0

2

3

n5

'4

4



7:フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス の 方 法

7.1

7.2

7.3

記事 情報 検 索 に おけ る フ ァイ ル ・メ ンテナ ンスの考 え 方

ファ イル編成 と デ ー タの 更新

デ ー タの正 当性 と信 頼 性

8.検 索 の 方 法

8.1

8.2

3

Q
U

4

5

4

4

4

4

検索システム設計上の考え方

検索 シス テ ムの運 用 方 法

9.事 例 研 究:コ ン ピ ュ ー タ 情 報 ・検 索 シ ス テ ム(MASCOT)

9.1サ ブ シ ス テ ム:-tコ ン ピ ュ ー タ用 語 ・検 索 シ ス テ ム(MASCOG)、

9・2サ ブ シ ス テ ム:コ ン ピ ュ ー タ ニ ュ ー ス ・検 索 シ1テ ム(MASCOA)

9.3サ ブ シ ス テ ム:コ ン ピ ュ ー タ 文 献 ・検 索 シ ス テ ム(MASCOL)

7

7

8

4

4

'4

51

57

74

106

、8

'

W

鋪

10.汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム 活 用 上 の 問 題 点

11.カ タ カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム

1L1カ タ カ ナ漢 字 変 換 シス テ ムの動 向

ll.2

11.3漢 字処 理 シス テム の今 後 の方 向

121

MASCOTに お け る カタ カナ漢 字 変換 シ ステ ム

123

123

131

156

あ

/ベプ ●
一一:㍉ ■



講

論

.

総

・

・

ら
4

ゼ

・

4

、

W

.



〉
`

ぷ

》

,

9

・

.

・

」



イ¶

、

ξ

1.総 論

1.1研 究 の 意 義

人 間 社会 で 取扱 わ れて い る情報 を形態 的 に とらえ る と,定 形 的 な情報 として 記号 情 報,数 値情 報,

不 定形 な情 報 と して 記事(文 章)情 報,図 形 情 報,音 声情 報 な どがあ る。

今 日ま での情 報処 理 は,事 務処 理,科 学 計算,自 動 制御 な どに おけ る定形 的 な情 報処 理 の取 扱 いが

主体 で あ った。 情 報検 索 に限 定 して も記 号情 報,数 値情 報 を取扱 った ものが ほ とん どで,生 産 に おけ

る部品 管 理,オ ン ライ ン預金 サ ー ビス,旅 行予 約 サー ビス,ク レ ジソ ト・サー ビスな どは,そ の代 表

的な検 索 シス テ ムで あ る。 これ らの システ ムが実現 す るに あ た っ て処 理 言語,フ ァ イル編 成 ア クセ

ス方式 な どの検 索技 法が これ ま でに数 多 く開 発 され て い る。

ところが 最 近,通 信 回 線の 自由化 もあい ま って情 報 提供 サ ー ビスが ク ロー ズ ・ア ップされ て きてお

り,そ の中 で も取扱 い が 面倒 で あ るた め に放 置 されて い た不 定形 な情報 の 利用 が 注 目 され るに至 って,

その管理 技 法 の 向上 が 問題 にな っ て きてい る。情 報 提供 サ ー ビス に は,広 域 性,即 応 性が 要 求 され て

い るが,そ れ ぞ れの 利用 目的 に応 じて特 色 を生 か した 資料 配 布 サ ー ビス,テ レフ ォン ・サ ー ビス,オ

ン ライ ン ・リアル タ イム ・サー ビスが今 日まで に 実現 をみて い る。

これ らのサ ー ビスの うち,コ ン ピュー タを使 用す る シス テム は オ ン ライ ン ・ リアル タイム ・サ ー ビ

スであ るが,そ こで 取扱 う情 報 は,科 学 計 算,簡 易 事務 ,財 務 デ ー タ,発 券な どの数 値情 報 が大 部 分

を占 めて い る。 数 値 や 記号 は,・文 章 や言 葉 よ り感覚 的 に受 入 れ に くい ため,利 用 者 か らは一・般 に敬 遠

されが ちで あ るが,反 面 この よ うな定 形化,規 格 化 された 情 報 は,こ れ まで コ ン ピュー タ処 理 の上 で

最 も取扱 い 易 く,管 理 し易 か った ため に処 理 デー タの主 流 を占 め て きた。 しか し,文 字の もつ表 現 力,

解説 力,連 想 力 は,記 事 情 報 や図 形 情報 の 方が 記号 情 報 や数値 情 報 よ りは るか に優 れ てい る。 そ こで,

これ ら不 定 形 な取 扱 い に くい情 報 を如 何 に して コ ンピ ュー タに管 理 させ るか とい う研 究が,情 報処 理

の 高度 利 用 とい う観 点か ら無 視で きな い状況 に な って きてい る。

.不定形 な情 報 の記 憶 として は,現 在使 わ れて い るコ ンピ ュー タ と周辺 記憶 装 置 とは 別な マ イ ク ロ ・

フ ィル ムや ホ ロ グ ラ フ ィな どのパ ター ン記憶 が い くつか の 機関 で 研 究 され てお り,そ の 成果 が 実用 に

近い 段 階 にきて い るので,大 型 コ ン ピュ ー タと連 動 した大量 情 報 管理 もま もな く可能 にな ろ うと して

い る。

また,現 在 の コ ン ピュー タ ・シ スデ ム を使 って不 定 形 な情 報 を管理 す る地 道な 研究 も進 め られ てお

り,文 章 で 記 され た 記事情 報 や製 図 な どの図 形情 報 を記 号化,定 形化 し,既 存 の 方法 を活用 して不 定

形 な情 報 の コ ン ヒ。ユ一 夕処 理 を可能 に しよ うとす る努 力 も払わ れ てい る。本 報告書 第9章 の記事 情 報

検 索事 例 研究:MASCOTに おい て は,雑 誌 文献,ニ ュース な ど不 定形 な文 章で 表現 され た記事

情 報 をで きるだ け定 形 化 し,現 在 ま でに開 発 され て きた 検索 技 法 を十 分活 用 して,情 報 検索 の分 野 で

い まだ例 をみな い記 事情 報検 索 の可 能 性 を実 証 し よ うと してい る。

一1一



記 事情 報 とは,広 義 に は書 物 の 中 に記 され た 情 報全 般 を指す が,MASCOTで は,と くに コ ンピ

ュー タに関 す る一 連 の 記事 を と りあげ,不 定 形 な情 報 を取 扱 った 検索 シス テム を作 りあげ てお り,技

術 面,利 用 面 か ら収 集 し た記 事情 報 を,一 定の 規則 で分 類整 理 してデ ー タ ・ベ ー スで 管理 す る こ とに

よ り,利 用者 に 必要 な情 報 を検 索 サ ー ビス し よ うとす るもので あ る。

不 定形 で しか も長 文の 文章 で表 現 され た生 情報 を加 工 せず に大 量 に 記憶 す る こ とは,現 在 の主 記 憶

装 置 や周 辺 記憶 装 置 で は不 可 能 であ るの で,こ れ らの情 報の 内容 を損 うこ とな く要 約 して,セ レク ト

した情 報 に作 り直す 必要が あ る。 この 作業 を行 な う こ とは,単 位 当 りの情 報 価値 を高 め る こ とに もな

り,大 量不 定形 情 報 の記憶 を可 能 に す る第1歩 で あ る。

記憶 情 報 を分 類 し整理 して 検 索が 行 な え る よ うにす るた めに は,文 章 の中 か らそ の 内容 を表 現 す る

い くつか の キ ー ワー ドを抽 出 しなけ れ ば な らな い。 この キ ー ワー ドを決 め る作 業 は,記 事情 報 を取 扱

う上 で の要 とな る もので,利 用 面 で 十分 満 足 ゆ く もの に す る努 力 が肝 要 で あ る。MASCOTで は,

これ らの キー ワ ー ドを決 め る作 業 を専 問家 の 手 に任 せ る ことに してい る。 キ ー ワ ー ドを体 系 的 に整理

した もの を シソ ーラ ス とい うが,定 形化 した情 報 の シ ソー ラ スは一般 に階層 木 構造 を とる こ とが 多い 。

人 間 の手 で シソニ ラ ス造 りをす る労 力 と時間 を省 くた め に,コ ンピュ ー タ ・・プ ロ グラ ム に この作 業 を

任せ るシ ソー ラ スの 自動 編成 や,関 連 情 報 を 自動 的 に うま く整 理 して記 憶す る連 想記 憶 の研 究が 二 部

で 進 め られ てい るが,ま だ実用 化 の段 階 に は至 ってい な い。

この よ うに記 事情 報 検索 で は,デ ー タの 定 形 化 やキ ーワ ー ドの抽 出な どデ ー タ ・ベ ー スへ蓄 積 す る

以前 の処 理 にお い て,数 値 情報 な どの 定形情 報 の取 扱 い よりも手 間が かかる。こ こで記 事情 報収 集 か ら

運用 管理 までの作 業 手順 を示 す と次 の 通 りで あ る。

記事 情 報 の収 集 一 内 容 の分 析 一 分 類 ・一 抄 録 化 一 キ ー ワー ドの抽 出 一 シソー ラ

スの 作成'一 デ ータ変 換 一 デ ー タ ・ベ ー スへ 格納 一 運用 管 理

ま た,検 索面 か らみ た,記 事 情 報 検索 サ ー ビスの た め の一 般的 な ス テ ップは,お よ そ次 の通 りで あ

る。

検 索指示 一 キ ーワ ー ドの突 合 わせ 一 論 理 検索 一 加 工 一 報 告書 作成 一 提 供 一

評 価

記事 情 報 は,デ ー タを収集 し てか ら利 用 され るまで の間 に情 報 の整 理,統 合,変 換,加 工 な ど比較

的多 くの プロセ スを経 た 後に提 供 され るた め,情 報 の真 実 性 を失 い易 い ので この点 十 分 注意 を払 わな

けれ ばな らない。 また,検 索 され た結 果 が 利用 者 の 要求 に で きるだけ 合致 す るよ う,利 用 目的 を限定

した情 報提 供 サ ー ビスに しなけ れ ば な らない。 記事 情報 提供 サー ビスが 十分 利用 され るま でに は,実

験段 階 にお い て デー タの修 正,シ ソー ラ スの 再編 成 を試行 錯誤 的 に何 度 か行 な う必要 が あ ろ う。 度 重

な るシス テ ムの変 更 と改良 の結 果,は じ めて利 用 者 の要 求 を満足 させ るに至 るま で情 報 価 値 を高 め る

こ とが で きるので あ ろ う。

一方,メ ーカ や ソ フ トウ ェア会社 か ら提供 され て い る情報 管 理 のた め の道具 として 注 目 され て い る

ソフ トウ ェアに,汎 用 デ ー タ ・マネ ジメ ン ト ・シ ステ ム(GeneralizedDataBaseMa-

nagementSystem)が あ る。 こ の ソ フ トウ ェアは,デ ー タ構 造 に合 った格 納,デ ー タ ・ベ 一
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スの 管理,論 茸 検索,加 工 ・編 集 な どの 機能 を もって お り
,こ れ らの面 か ら記事 情 報 を管 理 す る ため

に は,有 効 な手段 とな り得 る と思 わ れ る。MASCOTで は
,こ れ らの機 能 を確 証 す るた め に汎 用 デ

ー タ'マ ネ ジメ ン ト・システ ム:RAPID(R
etrievalA.ndI》roductionforIn_

tegratedData)を ベ ー スに して 記事 情 報 検 索 シス テム の実用 化 試験 を行 な って い る
。

現 在,コ ン ピュ ー タ とそ の周辺 機 器で 取扱 え る文字 は,英 数字 とカ タ カナ それ に幾 つ か の特殊 文字

に限 られ てお り・ これ らの文 字 だけ で取 扱 う日本語 の文 章 は,非 常 に読 み に くい とい った 欠点 が あ る。

日本 語特 有 の 問題 と して,カ タカ ナ,ひ らが な,漢 字の 混合 文 が,日 本 人 に最 もよ く理 解 され 利用 さ

れ て い る とい う事 実 か ら・ で きる こ とな ら記事 情 報 を現 在の コ ン ピュー タの管 理 限界 を越 え た漢 字混

合 文 で表 現 した い とい う希 望が 強 くな って きてい る。

本来 な らば・ 直接漢 字 で イ ンプ ッ トし,処 理 して,漢 字で ア ウ トプッ トす る方 法が 望 ま しい が,現

段 階で は漢 字処 理 を行 な う場合,漢 字 編 集 シス テム とコ ンピ ュータ ・シス テム とが ハ ー ドウ ェア的 に

連 動 した形 の ものが 作 られ て お らず,各 々 が別 個 の シ ステム として存 在 して い るた め,こ の よ うな 状

況 で 日本語 処理 を行 な うに は,,コ ンピ ュー タ ・シス テム か ら得 られ た検索 結果 を一 度 テ ー プに出 力 し
,

カタ カナ漢 字 変換 を行 な った うえ で,電 算 写 植 編集 シス テム を利用 して漢 字 混合 の 日本 語 文 を作 りあ

げ る方 法が 現実 的 と思 われ る。MASCOTで は,カ タ カナ漢 字変 換 プロ グラ ム を作成 して カナ ・漢

字 混 合 の 日本語 文 を作成 す るた めの実 験 を,こ の考 え方 に従 って行 な って い る。

現在 の 日本 は,生 産 中心 の時 代 か らサー ビス 中心 の時 代 にわ り変 りつっ あ る とい われ てい るが ,そ

の 中で 情 報 提供 サー ビス の広域 利 用が と くに叫 ば れ てお り,コ ンピ ュータ を中 核 とす る不 定 形 な情 報

検 索 サ ー ビスの要 望 が強 ま ってい る。 中 で も日本語 情 報処 理 の問 題 は,そ の必要 性 か ら最 も重 要 視 さ

れ てい る。 この よ うな背 景 か ら情 報提 供 サ ー ビス を,よ り高度 化 す るた めの 基盤 と して,記 事 情 報 検

索 サ ー ビスの 取扱 い を負理 面,検 索面,サ ー ビス面 か ら実験的 に考察 し,デ ー タの 収集,キ ー ワー ド
'
の抽 出 とデ ータ ・、リ ンケ ー ジ,フ ァイ リング,検 索,メ ンテナ ンス,日 本 語 出力 な どの処 理方 法 に つ

い て,そ の 実用 化 の方 向 を探 るこ とは 意義 あ る こと と思わ れ る
。

●

¶

1.2報 告 書 の要 旨

コ ンピ ュー タを主 体 とす るデ ー タ ・マ ネ ジメ ン トの研 究 は
,昭 和43年 度 以来 一 貫 し て進 め てい る

経 営情 報 シス テム を,側 面 か ら技 術的 にサ ポ ー トす る一 つの方 法 と して,44年 度 よ り実施 して い る

もので あ る。 す なわ ち,44年 度 は情 報処 理 に お け るデ ー タ ・マネ ジ メ ン トの重 要性 を中心 に報 告書

44-SO'03「 中堅 企 業 のMIS構 造 」 を と りま とめた。45年 度 は 定形情 報 の取 扱 い として 統計

情 報 を と りあげ,そ の管理 方 法 を検 討 して報 告書45-SOO1「 経 営予 測の た め の デー タ ・マ ネ ジ

メ ン ト」 を作成 した。 そ こで ,46年 度 は今 日取 扱 いが 問題 に な って い る不 定 形 な情 報 の管 理 の うち,

と くに記 事情 報 を と りあげ,そ の管理 方 法 を検討 して報 告書 「記事 情報 検索 の た めの デ ー タ.マ ネ ジ

メ ン ト」 をま とめ る こ とにな った。

本研 究 の主 要 目的 は・ 記事 情報 を管理運 用 す るた めに汎用 デ ー タ ・マネ ジメ ン ト ・システ ム を活 用

す る こ と,な らびに 記事 情報 をで きるだ け利 用者 に受 入れ 易 くす るた め の漢 字処 理 の重要 な問題 であ
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るカ ナ漢 字 変換 シ ステ ム を作成 す る ことで あ り,各 々 の有 用 性 を実 験 的に 検証 す る ことであ る。

第1章 「総論」 で は,こ れ まで の コン ピ ュータ によ る情報 処 理 の 主体 は定 形 情報で あ ったが,利 用

者 の立 場 か らみ ると必 らず し もこの よ うな情 報 の形 態が 好ま しい とは 限 らな い。 むし ろ不 定形 な図形,

音声,記 事(文 章)な どの 情 報 の方 が情 報量 も多い し受 入 れ 易い とい う長 所 があ るこ とを述べ ・ その

た めの 管理 方 法 として従 来 の処 理 方 式 に合せ た 定形 化 や,パ ター ン情 報処 理 な どが あ る こと を解 説 し

てい る。

第2章 「記事 情報 提供 サ ー ビス の ための 検索 シ ステム」 で は,記 事 情報 提 供 サ ー ビスを行 な うた め

の コ ンピ ュー タ検索 システ ムの メ リッ トにつ いて活 用 面,管 理 面,技 術 面,採 算面 な どか ら検 討 す る

とと もに,記 事 情報 検 索 シス テム が今 後活 発 に利用 され るた めの 諸条 件 に つい て議 論 を展開 して い る。

ま た,現 在 まで に開 発 され た情 報 提供 サー ビスの た めの 検 索 シス テムの い くつか を紹介 し,記 事情 報

検索 シ ステムを設計 す る うえで の参 考 に してい る。

第3章 「記事 情 報 検索 に お け る汎用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テムの 活用 法」 で は,情 報処 理 に

お け る検 索 シス テム の特 異 性 に つい て述べ,記 事 情 報検 索 の難 し さ を指 摘 してい る。 ま た,こ の よ う

な取 扱 い に くい情 報 を効果 的 に 管理 す るた め に汎用 デー タ ・マ ネジ メ ン ト・シス テムの機 能 を有 用 す

る こ とが考 え られ るが,そ の 場合 の シ ステム 設計 上 の 問題 点 を提 示 し,さ らに検 討 を加 えて い る。

第4章 「デー タ収 集 の 方法 」 で は,デ ー タの収 集作 業 は,情 報 の利 用 目 的 を明確 に した うえで,優

れ た ライ ブラ リア ンに よ り十 分 な時 間 と労 力 と費用 をか け て行 な われ な け れば な らない,ま た,デ ー

タ の長 し悪 しが 情報 価 値 の有 無 を決 定 す るこ とか ら,収 集 の た めの選 定 基準 をは っ き り規定 し ておか

な けれ ば な らない な どを解 説 して い る。

第5章 「デー タ ・リンケー ジの方法 」 では,デ ー タ ・リンケTジ の重 要性 を中心 に述べ て お り,と

くに キー ワ ー ドの抽 出 法 と シ ソー ラス(thesaurus)の 作成 法が シス テムの有 効 性 を決定 す る大

きな鍵 とな ってい る こ とを強 調 してい る。 ・

第6章 「フ ァイ リン グの方 法」 では,デ ー タの 構造,デ ー タの量,処 理 方式 の各面 か らシ ス テムの

検 討 を加 え,デ ー タ ・マネ ジ メ ン トの機 能 を十分 に生 か した フ ァイル 編成 を採用 す るこ とが 望 ま しい

と述べ てい る。

第7章 「フ ァイル ・メ ンテ ナ ン スの 方法」 で は,記 事 情 報 を管 理す る うえで新 しい情 報 を追 加 した

り,情 報 の 一 部 を修正 した り,不 要 な情 報 を削 除す るな どの ファ イル ・メ ンテ ナ ンスは頻 繁 に起 るの

で,そ れ をや り易 くした フ ァイ ル編成 が 必要 で あ り,ま た,シ ソー ラスの 変 更 に と もな うデ ー タ ・ リ

ンケー ジの補 修 に も十分 対処 で き る シス テム を予 め編成 し てお くこ とが肝 要 で あ るこ とを強 調 して い

る。 ←

第8章 「検索 の方 法」 で は,検 索 シ ステ ムを受 動 的 な方 法 をとるもの と,能 動 的な 方法 を と る もの と

に分 け て解説 し,検 索の質 問様 式 や処 理方 法 を決 定 す るた めに,シ ス テム の用途,範 囲・ サ ー ビスの

形態 な どの 明確 化 が 必要 で あ るこ とを述べ てい る。

第9章 「事例 研 究:コ ンピ ュータ情 報 ・検 索 シス テム(MASCOT)」 で は,記 事 情 報 として コ

ピュ一 夕に 関 す る二 連の 情報 を と りあげ,こ れ を提 供 サ ー ビスす るた めの検 索 システ ムの 運用 法 を
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汎用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム(GDBMS)を 活用 して 管理 面,検 索 面 か ら実験 的 に 検証 し

て い る。 コ ン ピ ュー タ情 報 ・検索 シ ステム:MASCOTは,コ ン ピュー タ用 語 を解 説す るMASC

OG,コ ンピ ュー タに関 す るニ ュー ス を紹 介 す るMASCOA,コ ンピ ュー タ に関 す る雑 誌 文献 を紹

介す るMASCOLの3つ の サ ブ シス テ ムか ら構成 されてお り,そ の各 々につ い て 詳 しい 説 明 を行 な

ってい る。MASCOAで は,GDBMSと 比較 検討 す るため,と くにデ ー タ ・ベ ー ス に独 自の イ ン

バ ー テ ヅ ド ・フ ァイル(invertedfile)を もっ専用 シ ステム を作成 して い る。

第10章 「汎用 デー タ ・マ ネ ジ メ ン ト・シ ステム活 用 上 の問題 点」 で は,汎 用 デ ー タ ・マネ ジメ ン

トシステ ム(GDBMS)が シス テム機 能 とし て,ま た デ ー タ管 理 機能 と して勝 れ た特 長 を もちな が

ら も,.ユ ーザ ・サ イ ドで あま り活用 されて い ない 事実 を述 べ る と ともに,事 例 研 究 の実 験 結果 か ら記

事情 報 検索 シス テム を作成 す る う えでのGDBMSの 有 効 な活用 方 法に つ い て解 説 しでい る。

第11章 「カタ カナ漢 字変 換 シ ステ ム」 で は,日 本 語処 理 に お け るひ らが な ・漢 字表 現 の 重要 性 を

述べ,現 在 コ ンピ ュー タで取 扱 か わ れて い るカ タ カナ情 報 を漢 字情 報 に直す た め の カタ カナ漢 字 変 換

を中 心 に,漢 字処 理 の問 題 を解説 してい る。 ここで行 な った実験 は,MASCOTの 出力 を電 算 写植

編 集 シス テム を介 して漢 字情 報 と して提 供 サー ビスす る際の,カ ナ漢 字変 換 シ ス テム の作成 と変換率

を 向上 させ るた めの 方法 を検 証す る こ とであ る。

書

¶
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2.記 事 情報 提供 サ ー ビスの ため の 検索 シ ステ ム

2.1記 事 情 報 提供 サー ビス の必 要 性

記事情 報検 索 シ ステ ム とは,書 籍 ・新 聞 ・雑誌 な どの記 事 を体 系づ け て分 類 し,フ ァイ ル して お き,

そ れ らの 内容 に つ い て問合 せ を受 けた さい,タ イ ム リ ーに 応 ず る シス テムで あ る。一 見 簡 単 そ うだが,

実 際に運 用 を行 な う上 で は,き わ めて むつ か しい 問題 が 山積 し てい る。

た とえば,記 事 が簡単 に廉 価 に 収集 で き るか,そ の記 事 を体 系 的に一 貫 した思想 の もとに 分類 ・加

工'蓄 積 で きる もの か,そ れ を要 望 に応 じて,自 由 に検 索 す る こ とが可 能 で あ る か,ざ っ と考 えた

だけ で もこれ らの問 題点 が あ る。

さ らに,経 済 的採算 性 を考 えた場 合,よ り困難 な問 題 に逢 着 す る。 アポ ロで名 高 いNASAのIR

シス テムや,医 学 文献 を収録 して あ るMEDLARS ,生 物 化学 文献 のCASな ど有 名 な情 報 検 索 シス テ

ムは,そ の ほ とん どが国家 ・軍 事 ・学術 な どの よ うな 公益 に 関す る もの で あ り,採 算 性 を それ ほ ど配

慮 しな くて も済 む。 また,情 報 自体 も一 般 的 に価 値 の高 い もので あ る。

しか し,こ こで扱 う記事 情 報検 索 シス テム は どの 程度 公益 た り うる ものか,ま た は,検 索 され る情

報に 果 して,市 場 価 値 の よ うな もの が あ るの だろ うか,現 段 階で は未知 の もの で あ る。

情 報検 索 シス テ ムの動 向 をみ る と,技 術 的 に は定 着 化 の兆 が 見 え,そ の対 象 も単 な る研 究 ・遊 びの

段 階 か ら,MEDLARSの よ うな実 用価 値 を もっ もの の出 現 もあ り,一 歩 す すん だ もの とな って き

た。記 事 情 報検 索 シス テ ムが この うちの どの段 階 ま です すん でい るのか,以 下概 観 して み よ う。

2.1.1記 事 情 報検 索 シ ス テムの 価 値

記 事 情 報検 索 シス テ ムが必要 で あ るた めに は,

第1に,検 索 され る情 報 自体 の価 値が 必要 で あ る。 通 常,情 報 の価 値 は新鮮 で,稀 少 で あ るほ ど高

い。 内容 の面 で は学 術 ・研 究 の よ うな もの は高 く評価 され る。 しか し,記 事 情 報 の よ うに,一 般 に公

表 され る情 報 は時 間 と と もに著 る し くそ の価 値 を喪 失 して行 ㍍ ほ とん どは捨 て て も支 障 の ない もの

とな る。 蓄積 され た情 報 が価 値 を もっ に は,た とえ ば,利 害 得失 の きび しい 法 律適 用 の よ うな場 合 ,

その事 実 証 明の ため の情 報 は価値 が 高 いが,一 般 の 記 事情 報 は ほ とん ど興味 本位 の検 索 効 果 しか ない

の が普 通 で あ る。

第2に,情 報 が価 値 を もつ に は,情 報の量 が 彪 大 で,そ の処 理 が 人間 では で きな い場 合 で あ ろ う。

記憶 を正確 に よ み が え らせ る こ とが で きな い場 合 が これ に 当 る。 人間 は あ る限度 の複 雑 な情 報 の 中 か

ら行 間 の意 味 を抽 象 し,論 理的 な判 断 を加 えて,情 報の 意味 を分析 す るこ とに向 い てい るが,単 純 に'

量 の み が天 文学 的 に 多 く,た だ その ま ま検 索 す る こ とに は む しろ,機 械 の 方が は るか に す ぐれ て い る。

この よ うな,機 械 と して の コン ピュ ー タの特徴 を活 か した情 報 にっ い ては,処 理 の 過程 で 価 値 を もつ

こ とが あ る。

第3に,複 雑 な論 理構 造 を もって い るた め,第2の 彪 大 な量 と併せ て,そ れ を コ ン ピュー タ で処 理
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す るこ とに よ って,価 値 を もつ こ とが あ る。 た とえ ば,言 語 の解 析 をす る さい,あ る長 い文 章 の中 で

個 々の単 語 の出現 頻 度,前 後 の関連 語,著 者 に よ る偏 向 の よ うな処 理で 得 る情報 は 人間 で は と うてい

取 扱 えな い ので,コ ンピュ ータ処 理 に よ る価値 を もつ。

第4に,情 報 の発 生 が広域 に亘 っ てお り,そ れ を即 時 に処 理 す る こ とに よ って,地 域 間 の格差 が是

正 で き る場 合 が あ る。

た とえ ぱA地 で 発生 した情 報 に よ って,B地 の もの が行動 を起 す場 合 郵便 その他 の伝 達 方法 に

よ って い て は,地 域 が限 定 され 伝達 が お そ く,手 続 が煩 し くな る場 合 な どが これ に該 当 しよ う。 この

場 合 の お くれ は,価 値 を失 な わせ る もの とな るの で,そ れ を コ ン ピュ ー タま たは通 信 回線 を使 っ て補

えば,そ れ だ け価 値 の肯 定 が で き るこ とにな ろ う。

以 上 の よ うな 場合,情 報 は価 値 を もつ ことに な ろ う。 実際 に,日 本 で動 い てい る情 報検 索 シ ス テム

は特 許情 報,不 動産 取引 情 報,雇 用情 報 な どで あ り,上 に あげ たい つれ か の価 値 を もつ 場合 に該 当 し

よ う。

し か も,こ の いつ れ もがか な り,特 殊 な分 野 の もので あ る ことに注 目した い。 記事情 報 の よ うに,

相 当一 般性 の強 い情 報,た とえ,そ れ を特 殊 な 分野 に限 定 し てみ て も,上 に あ げた各 システ ム とは違

うとみ るの が正 しいで あ ろ う。 従 って,記 事 情 報検 索 シ ステ ムは これ らに較 べ て,'そ の 成立 は相 当困

難 で あ る こ とが 予想 され る。

そ の理 由 を具 体 的 に述 べ る と,

① 記 事情 報 に は実 用的 ・市場 的価 値が 薄 く,極 端 にい えば な くて も済 む こ とが多 い。 記 事情 報 の対

象 で あ る 日常 生活 お よび商 取引 で情 報 に よ って左 右 され る場 合 もあ るが,ほ とん どの情 報 は金 銭的

に取 引 され るほ どの価 値 を もつ こ とは稀れ で あ る。 た だ し,情 報 を精 密に 分析 し,効 果 あ るよ うに

加 工 され て い る場 合は別 で あ る。 これ は コ ン ピュー タに よ る検索 に よ る もの で はな く,人 間の 頭脳

に よ る調 査 とい え るで あ ろ う。

② 記事情 報 は,わ ざわ ざ情 報 検索 シ ステ ムを使 わ な くて も,他 の方 法 で通 常 の場 合 は,+分 に 目的

を達 す るこ とがで き る。 た とえば,図 書 館 的索 引,新 聞社 の記 録係,図 書 相談 員,綜 合 文 献索 引書

な どで十 分 な こ とが多 い。 これ らに携 わ るすべ ての機 関 が大 同団結 して,セ ンタ ーで も創 設 す る場

合 は,コ ン ピュ ー タに よ る検 索 も有 効 に な るに ちが い ない。 しか し,一 般 には その 機運 は まだ ない。

③ 記事 情 報検 索 シス テ ムの開 発 ・維持 に は相 当 の費 用 と優 れ た要員 とを必 要 とす る。 それ に見 合 う

メ リッ トを生 む こ とは容易 では な い。MEDLARSで もハ ネ ウエ ル800と い う大型 の コ ンピュ

ー タで処 理 してい る こ とを考 えれ ば
,そ れ をサ ポ ー トす る要員 お よび費 用 も相 当彪 大 に な る ことが

考 え られ る。 コ ンピュ ー タ ・サ イ ドの 費 用 だけ で も彪 大な の に,情 報 の 原 資料 の購 入費 用,記 事 を

デ ー タに加 工 す るラ イブ ラ リア ンな どの賃 金 な どを加 えれ ば,さ らに,彪 大 な費 用 とな る。

常 識 的 に考 えて,記 事 情 報検 索 シ ス テムの成 立 は上 記 の よ うに相 当難iかしい。

それ で もな お,記 事情 報検 索 シス テムが必 要 性 を もっ に は,そ の提 供者 と利 用者 とのい つれ か,ま

たは,双 方 の利 益 の合致 が成 り立 たな けれ ば な らない。
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2.1.2記 事 情報 検 索 シス テム の必 要度

・記 事情 報 検 索 シス テム が必要 であ るとすれ ば,そ れ は

① 記 事情 報 検 索 シ ステ ムが何 らか の価値 を もち,提 供者,利 用者 のいつ れか が利 益 を うけ る。 で き

れ ば経 済 性 の面 か ら満 足 で きる こ と。 実 際 に ど.うい う分 野 が あ るか見 当 がっ け に くい が,そ の有 効

な分 野 を探 り当 てた と き,記 事情 報検 索 シス テ ムは新 たな 展開 を見せ るこ とに な ろ う。情 報 そ の も

の が取 引 で あ る不動 産 取引 の 紹介 な どはそ の一 つ で あ ろ う。 ・

② た とえ,直 接 の利 益 は え られ な くと も,そ の シ ステ ムを作 る さい,取 得 で き る手 法,ソ フ トウエ

ア,ま た は,ハ ー ドウ エアの開 発 が一 般 に役 立 っ こ と。 ∀

③ 当 面,直 接 的 間接 的 な現実 の 利益 が な く と も,公 益 また は研 究 のた め に,こ の よ うな シス テ ムの

開 発 ・提 供 ・管 理が 必要 で あ るこ と。

④ ② と③ とを含 めて,記 事情 報 検索 シ ステ ムの手 法お よび シス テムを その ま ま,ま た は,'多 少 の改

善 を加 え る ことに よっ て,他 の情 報 検索 シス テム に切換 ・応 用 で きるこ と。

以 上,い つ れ か に該 当す る とき,記 事情 報 検索 シス テム は存 在 理 由を もつ と評 して よい で あ ろ う。

こ こで進 め る研 究 は上 記 中②③ ④ の いつ れ か に該 当 す る と思 わ れ る。 今 後,こ の シス テム で の経験

を活 か して・ 記事 情報 検索 シス テムに 向 く分野 を探 して行 く ことに な るが,権 利 とか,義 務 とか,ま

た は,危 険 が情 報 の如 何 に かか っ て くるよ うな もの が,分 野 として有望 で あ ろ う。

今 ま で述 べ て きたの は現 時点 の こ とであ るが,今 後 の記 事情 報検 索 シ ステ ムの必 要 性 を占 う もの は,

この他 に,

① 経 済 的社 会的要 請 の 変化

② 経 済 的社会 的 環境 の 変化

③ 価 値 観 の 変化

な ζが考 え られ る。 た とえば,コ ン ピュー タの使 用料 が きわめ て低廉 とな った ときな ど,検 索 され る

情 報 の価 値は 低 く と も,相 当頻 繁 に使 われ るよ うにな ろ う。 ま たは,技 術 が向 上 し人間 の 能 力 で は そ

れ を記憶 し えな くな っ た と き,広 域 か っ精 密 な情 報 を何 らかの 形 で処理 しな けれ ば な らな くな った と

き,な どは これ に該 当 し よ う。

そ の よ うな必 要 性 は今 後相 当広 い 範 囲で 起 って く る可 能性 が あ る。記事 情 報検 索 シス テム がそ の必

要 性 を十 分確 保 す るた めに,克 服 しな けれ ば な らな い条件 があ る。 これにつ い て次 に 述 べ る。

2.1.3記 事 情報検 索 シ ステ ムの 成立 条 件

提 供 者 と利 用者 との各 々の側 か ら記 事情 報の 有効 性 を認 識 させ る条 件 を調 べ てみ る。

① 提 供 者側 の 条件

a.利 用者 が多 数 い て,提 供 す る使 命 を十 分 理解 してい る こと。 利 用者 が少 ない こ とは,シ ス テ ム

を成 立 す る大 事 な条 件 が欠 け てい る こ とを意 味 す る。 そ の利 用者 に情報 を提 供 す る使 命 を十 分 理

解 し てい な い と,折 角 の シ ステ ム も活 か せ な くな って しま う。

b.記 事情 報 の 収集 体 制が 確立 して お り,ル ーチ ン化 が可 能 で あ る こと。 た と えば,収 集 が断 続 的,

遅 延,重 複,権 威 喪失,偏 向 な どが な く,し か も,収 集 に費 用 お よび手 間 の かか らな い こ とが望
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ま しい。

c.シ ステ ム を運 営 す るにふ さわ しい ラ イブ ラ リア ン〆 プ ログ ラマ,オAeレ イタな どがい る こ と。

と くに,記 事情 報 の よ うに,記 事 その ものに 内容 や水 準 の ちが う ものが 入 り混 ってい る もの につ

い て は,ラ イ ブ ラ リア ンの質 量 と もに シス テ ムの成 立 条件 の 中で は と くに重 要 な もの であ る。

d.デ ータ ・ベ ー スの 作成更 新 が 簡単 で あ って,運 営 す る上で,支 障 の ない 時 間内 で処 理 で きる こ

と。 た とえ ば,常 に デ ー タ ・ベ ース を変更 して い て は費 用 の上 で も負担 が大 きい。 ま た,他 の シ

ス テ ムが優 先 で,検 索 システ ムが常 に後 順 位 で,深 夜 で しか利 用で きない とい う状況 や方 針 で は

問 題 が あ る。

e.記 事情 報 の入 力変換 が 容 易で,キ ー ワ ー ドな どの一般 化が す すん で お り,利 用 上 の煩 わ しさ

が ない こ と。 利 用者 の誰 に で も,す ぐ利 用で き る こ とが 大切 な条件 で あ る。特 殊 な使 用法 の 解 っ

てい る人 の み しか使 えない とな る と,シ ステ ムの利 用 は衰退 す る。 もっ と も,こ れ は秘 密 保護 と

は別 で あ る。 ・'

f.リ アル ・タ イムお よ びバ ソチ のい つれ の処 理 によ っ て も検 索が 可能 で あ るこ と。 経 済 的要 因 も

あ っ て一概 にい えない が,リ ア ル ・タイ ムで処 理 で き るこ とがの ぞ ま しい。

g.ユ ー ザの要 求 に絶 えず注 意 し,満 足 の 行 く提 供 サ ー ビスが で き る こ と。

② 利 用者 側 の 条件

a.必 要 な 記 事 を迅 速,か つ,正 確 に検 索提 供 がで きる こ と。 当 り前 の ことで あ るが,分 類 技 術,

キ ー ワ ー ド作 成 技術,デ ー タ ・ベ ー ス作 成技 術 な どに大 き く関 連 す る。

b.操 作 が簡 単 で,判 か りや すい こ と。 この条 件 は,利 用者層 を広 め るよい 方法 で あ る。

c.出 力 の表 現 が容 易 に正確 に解読 で き,ま た,不 明瞭 な場 合,再 問合 せ,まtgは,用 語検 索 がす

ぐで き る こと。 出力 の表 現 につ い て は,漢 字 印刷 の で き る ことが 日本 語 の場 合 に は望 ま しい。

d.若F複 雑 な 条件 をつ け て,検 索可 能 な こ と。単 に,辞 書 的に 出力 す るので は な く,コ ン ピュ ー

タ の中 で比 較検 討,さ らに加 工 して 出力 で き るこ とが望 ま しい。

.e.記 事 の 内容 が利 用者 の満足 で き る もの で あ るこ と。 再現 性,正 確 性 が高 い もの が望 ま しい。 そ

の た め,収 集 段 階か ら,維 持 保 守 の段 階 まで,常 に点 検 し,水 準 を向 上 させ る よ う努 力 しな けれ

ば な らな い。

以 上 で述 べ た よ うに,提 供 者 側 と利 用者 側 の両 方に 受 け入 れ易 い体 制 を作 る こ とは シス テム を有効

に活 か す た めに必 要 な条 件 で あ る。 この 他,利 用者 は きわ め て要 求 に 忠実 で あ り,た っ た数秒 出力 が

遅 い だけ で も拒絶 反 応 を示 す こ とす らあ る。 ま して,情 報 の内 容 につ い て の要 求 は きび しい もの と考

えな けれ ば な らな い。 この点 に提 供者 側 は十 分留 意す る必要 が あ る。

2.2記 事 情 報検 索 シス テ ム の在 り方

一般的に記事情報検索システムは,次 の図のような過程で示 される。
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デ ー タの収 集か ら維持 にい た る間 に 日常 の表 現 形式 を電 子 的表 現 形式 に 転換 す る ことに よって
,有 効

に コ ンピュー タ を使 うことが この システム の狙 いで あ る。 それ だ けに,こ の 転換 は単 な るデ ー タ処 理 と

は ちが うい ろい ろな 問題 を解 決 し なけ れ ばな らな い。 これ を広 義 に と らえれ ば,い わ ゆ る情報 検 索

(IR;InformationRetrieval)の 問 題 で あ る し,そ の中 を細 分 化 すれ ば,デ ータ構造

な り,シ ー ン ラスの 問題 に な る。 これ らはま だ開 発の途 上 で あ り,ハ ー ド'ウエ アの発 展 と と もに今後

大 い に発 展 す るこ とが期待 され て い る分 野 で あ る。従 って,こ の シス テムの あ り方 は今 後 い ち じる し

く変 って行 くに ちがい な い。 こ こで は現 在 の一般 的 な水 準 にお い て論 じてみ よ う。

こ こで 問題 に してい るの は,一 般 的 なデ ー タに よ る情 報検 索 シス テムで はな く,記 事 とい う特 異 な'

分野 での情 報検 索 シ ス テムで あ る。 そ の 大 きな特 徴 は,一 般 の デ ータ が確立 した形 式構 造 で処 理 され

るのに対 し,記 事 情 報 は その範 囲 と量 とを深 め,価 値 あ らしめ よ うとす れ ば,す るほ ど,確 立 した形

式 や構造 の中 に押 し込 む こ とがむ つ か しい こ とで あ る。

た とえば,デ ータ の収 集 に つい て,記 事 の源 泉 に新 聞 を と りあ げて み よ う。 一 般大 衆紙Aと 経 済専

門紙Bと では 同 じニ ュ ー ス源 か ら得 た情 報 で あ りなが ら扱 い 方,見 方が ちが う。 質 量 と もに 大巾 な差

を生 ず る ことが多 い。 これ に対 して通 常 の 販売 デ ー タな どは,ど ん なに 複雑 で項 目が多 くな って も,

共通 の パ タ ー ンを と り易 い 。

記 事情 報 につ い ての,こ の特 異性 は その情 報検 索 シス テムの あ らゆ る過 程 で見 い出せ る もので あ り,

それ をふ まえて,記 事情 報検索 シス テ ムの あ り方 を考慮 しなけ れば な らない。

2.2.1デ ー タ の収集

記 事 情報 デ ー タの源 泉 とな る もの は,た と えば,

① 新 聞

② 専 ・門 紙'

③ 論 文 紙

④ 文 献

⑤ 官 公 報'

⑥ 広 告 紙

⑦ 雑 誌

⑧ マ ニュ アル

な どが あ る。

新 聞 とい っ て も国内 国 外 の別,大 衆紙 と業界 新聞 との別 な ど各種 あ る。 上 に あげ た ほ とん どは活 字

で あ るが,ラ ジ オ ・電 話 に よ る音声 の もの や テ レ ビ,映 画 な どの視 覚 に訴 え る もの もあ ろ う。 記事 情

報 デー タの源 泉 は 限 りな く広 大 な領 域 に存 在 す る。
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これ らの源 泉か らと り うる記事 情 報 は どん な分 野 の もので もま さし く洪 水 の よ うに彪 大 な量 にな る。

この中 か ら必要 な記事情 報 を 入手 し よ うとす れ ば,ハ ー ドウエアが 無 限 で な いか ぎ り,制 限 せ ざる を

えな い。 この た めに は,情 報源 とそれ か ら と り出 され る記事 情 報 デ ー タの両 方 の選定 に,明 確 な基準

を設定 す るこ とが不可 欠 で あ る。

第1に,情 報検 索 シス テ ム一般 にっ い て もい え るこ とで あ るが,シ ス テ ムの 目的 が 明確 でな けれ ば,

検 索 その ものが十 分 目的 を果 せ な い もの に な って しま う。記 事 情 報検 索 シ ス テムは,MEDLARS

の よ うな医学専 門 の情 報 検 索 シ ステ ムに 較べ,白そ の対象 が 多次 元 多種 類 多 量 の情 報検 索 システ ムなρ

で,目 的 も単 一 で ない こ とが 多 い。 この 目的 を明 らか に しな い と,情 報 源 の選 択 基 準 を設 定す る こと

がで きない。

第2に,シ ステ ムの 目 的 に合致 した情 報源 の範 囲が 決 ま る と,情 報 源 自体 の価 値 を考察 しな けれ ば

な らな い。 これ は客 観 的基 準 に よ る情 報 源 の格 付 け で整 理 す る。.

第3に,収 集 の経 済性 も問 題 で あ る。 情 報検 索 を行 な う価 値 の ない デ ー タ を格納 す る必 要 は ない。

収集 活動 はハ ー ドウエ アお よ び ソ フ トウモ ア上の経 済 性 とデ ータ の価 値性 との 関連 か ら決定 され よ う。

第4に,維 持 ・保 全 とい う メ ンテ ナ ンス上 の面 か ら収集 が 限定 され て く る。 収集 活 動 は メ ンテ ナ ン

ス も含め て,容 易 に経 済 的 に行 な え る ものが 望 ま しい。

2.2.2デ ー タの 整理 ・

ここで い うデ ー タの整 理 と は情 報 源 の素 材 を コ ンピュー タの処 理 に便利 な よ うに加 工 ・転換 す る こ

とで あ る。 た とえば,新 聞 の 記事 を所 定 の カ ー ド ・ファ イルに納 め るこ とが これ で あ る。原 デ ータ と

い って も記 事情 報 検索 シ ス テ ムは単 な る数 値 表現 の情 報 ば か りでな く,言 語 表 現 の情 報 も含 まれ てお

り整 理の段 階で は主 観的 な要 素 が入 って く るの で,相 当む つか しい。

第1に,言 語 選 定 の基 準 を設定 しなけ れ ば な らない。 とくに,キ ー ワー ド〆 抄 録 に な る もの は明確

に して お く。 しか し,将 来,格 納 され て い る記 事 その ものの中 か ら,キ ー ワ ー ドでな い言語 を キ ーワ

ー ドの代 わ りに使 うこ と も考 え られ るので
,こ の よ うな場 合 の取 扱 い に と くに厳 格 な基 準 の設 定 を必

要 とす る。

第2に,整 理 して行 く過 程 で,情 報 源 の デ ー タは選 定 され,取 捨 選択 され る。 それ は将 来 の価 値 も

考 えて,選 別 され て行 く。 この選 別 の基 準 も明 確 に す る こ とが 望 ま しい。

第3に,デ ータの整 理 は機 械 操 作 的 にで き るこ とが望 ま しい。 人 に よ っ て,情 報 の原始 デ ータの加

工 法 が違 っては 困 る。'

.第4に,こ の過 程の 作 業 は ハ ー ドウエ アお よ び ソ フ トウエ ア と深 く関係 す る。 それ に よって,情 報

の 入力 デ ー タの形式 は変 って こよ う。

デ ー タの収 集 と整 理 で 述 べ て きた,情 報 源 か ら記事 情 報 の原始 デ ー タ を作 成 す る まで の 作業 は人 手

に よ る。 この段 階で は コ ン ピュ ー タ特 有の 性 質 や性格 は表面 にで て きてい ない 。

しか し,コ ン ピュー タで情 報 検 索す る以上,そ れ に必 要 な考 え方 やデ ー タの構 造 な どは無 視 で きな

い 。 その 制約 の 中で,開 発 され た い くつ か の手 法が 記 事情 報検 索 シス テ ムの あ り方 とし て選 択 され る。

うちの と くに 重要 な項 目 として,次 の もの が あげ られ る。
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「

第1に,シ ー ン ラス とキ ー ワー ド`

第2に,デ ー タ構造

第3に,シ ステ ム全 体 の マ ネ ジメ ン ト

以 下,こ れ らに つい て触れ てみ よ う。

2.2.3シ ー ン ラ スと キー ワー ド

必 要 な情 報 を検 索 するために は,予 め必 要 とす るデ ータ を収集 し,必 要 とす る どきに,迅 速,正 確 に

取 り出せ るよ うに加 工 じた上 で,蓄 積 して おか な けれ ばな らない。 その中 に は普 通,見 出 し語(キ ー

ワ]ド)の 集 ま りと抄 録(ア ブス トラ ク ト),そ れ に 目録 とが含 まれ てい る。

検 索 の さい に は,同 義 語辞 典 とい われ るシ ーン ラス と照合 しな い と完 全 な検 索 はで きな い。 シー ン

ラ スに は同意 語 ばか りで な く,反 意 義,類 似語,上 位 ・下位語,関 連語 な どが体 系 的 に整 理 され てい

る。'、 .r『'

検 索 の効 率 は この キ ー ワー ドと シー ンラ スの作成 にか か っ てい る。 キ ー ワー ドと シー ンラ スの作 成

は通 常 の情 報検 索 シス テムで さえ,か な り困難 な作 業 で あ る。 これ が記 事情 報 検 索 シス テムに な る と,.

記事 の多様 性,量 の多 さ,次 元の 差 の大 き さ,情 報 価 値 の変 化の 激 しさな どのた め,一 層 困 難 で あ る

といわ な けれ ば な らな い。 記事 情 報検 索 シス テム での キ ー ワー ドと シー ン ラス作成 に つ い ては,次 の

諸 点 を考 慮 に入 れ る必 要 があ る。

第1に,新 し く発生 す る記事 情 報 やそ の デ ータな どの変化 に十分 即 応 で き る こ と。

第2に,ハ ー ドウエ アや 関連 ソフ トウエ アの発 展 に順 応 で き る こ と。'

第3に,将 来 の あ り方 に正 しい予 測 を行 な え るよ うに す る こ と。

こ のよ うな 観 点か ら;シ ー ン ラス とキ ー ワー ドの作 成 に は十 分 時 間 をか け て完全 な もの に す る こと

が望 ま しい 。 そ の た めに,

第1に ・ シー ンラス とキ ー ワー ドの論 理構 造 を安 定 した,強 固 な もの にす るこ と。

第2に,コ ン ピュー タ が人 間面 の不 完 全性 を カバ 〒す るこ と。

第3に,コ ンピ ュー ダに 意味 づ け の機能 を付加 す る こ と。

な どが考 え られ る。 ま た,現 在 の意 味中 心の考 え方 か ら,「 パ タ ー ン認識 」 に よ る新 しい検 索 方 法 に

す す む こ と も考 え られ る。

2.2.4デ ー タ構 造

検 索 の正 確性 と効 率 化 とを保 証 す るた めに,デ ー タ を蓄積 す る形 式 とデ ー タの 関連 づ け の方法 とを

確 立 し て お か な け れ ば な ら な い 。

前 者 の 場 合 の フ ァ イ ル 形 式 に は次 の よ うな もの が あ る。

1)順 次 編 成 フ ァ イ ル(シ ー ク エ ン シ ャ ル ・フ ァ イ ル)

2)分 割 編 成 フ ァ イ ル(パ ー テ ィ シ ョ ン ド ・フ ァ イ ル)

3)索 引 順 次 編 成 フ ァ イル(イ ンデ ッ ク ス ド ・シ ー ク エ ン シ ャ ル ・フ ァ イ ル)

4)直 接 編 成 フ ァ イ ル(ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イル)

これ ら の 各 々 は 特 徴 を も っ て お り,ハ ー ドウ エ ア の 特 性 と使 用 法 と を考 え て ,最 も適 合 す る フ ァ イ
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ル を とるのが よい 。`

ま た,デ ータ構 造 も代 表 的 な4つ の 構造 を示 す こ とが で きる。

1)線 型 構造(リ ニ ア ・ス トラクチ ャ)

2)樹 木 構造(ト リー ・ス トラクチ ャ)

3)階 層 構造(ハ イ ラキ ー ・ス トラ クチ ャ)

4)ネ ソ トワー ク構造(ネ ッ トワー ク ・ス トラクチ ャ)

各 構 造 は各 々使 用 方 法に よって特 徴 も違 う し,効 果 も違 う。 この うち,情 報 検 索 で よ く使 われ るの

は 階層 構造 と樹 木 構造,そ れ に この2っ の組 み 合 せ型 で あ る。 技術 的 に は ネ ッ トワー ク構造 をは じめ

難iかしい,高 度 な手法 が開 発 されて い る。

一 般 的 に
,デ ー タ量 が膨 大 な規模 の 処 理に は,階 層 構 造 と して と らえれ ば検 索処 理 時 間 が短 か くて

済 む。 反面,メ ンテ ナ ンスや デ ー タの ロ ーデ ィ ングに時 間 が かか る欠 点 があ る。

どの構造 を採 用す るかは使 用 目的 とシ ス テム の難易 に よっ て決 ま ろ うが,そ の他 に使 うコ ンピュ ー

タの ハ ー ドウエアや ソフ トウエ アに よ って も異 な る。 これ を整 理 す ると,

1)検 索 機能 の範 囲 ・

2)デ ー タの ボ リュ ウム

3)O/S,ハ ー ドウ エア の性能

4)ユ ーザ の利 用形 態

な どを考慮 した 上 でデ ータの構 造 や フ ァ イル編 成 を決 め るこ とが 最適 で あ ろ う。

情 報検 索 シス テムで の デ ー タ量 は 当然 膨 大 な もので あ る。最 適 の デ ー タ量 は使 用 目的 や デ ー タ構造

や ファ イル の蓄積 形 式,さ らに,ハ ー ドウ エ アの容 量,と くに メ モ リ容 量 な どか ら.決め られ よ う。 記

事 情報 のデ ー タ量 は膨 大 な ので,場 合 に よ って は文 脈 の解 釈 ル ー チ ンを設 け たパ ン ク変 換 な ど も考慮

に入れ てお く必要 があ る。 デ ータ量 は検 索 の迅 速性,正 確 性 に関 連 があ り,強 い て は経 済 性 に も関連

が あ る。 う らを返 せ ば経 済 性 もデ ー タの選 択 基準 に な る。

2.2.5シ ステ ム全 体 のマ ネジ メ ン ト

シ ステ ム全 体 の マ ネ ジメ ン トに は,コ ン ピュ・Lタの運 用上 の問 題 とシ ステ ムの 維持 運 用 上 の問 題 が

あ る。

第1の コ ン ピュー タ運 用 上 の 問題 とは 入力 か ら出力 に いた る間で の処 理 を指 し,,広 義 の シ ステ ムの

維 持運 用の 部分 で あ る。

入 出 力か らみ る と,通 常 のバ ッチ処 理 で は記 事情 報検 索 シ ステ ムの サ ー ビス形 態 か らい って間 に合

わ ない で あろ う。 オ ンラ イ ン ・リア ル タ イム処 理 で なけ れば,情 報 の新 鮮 さは失 わ れ よ う。場 合 によ

って は,会 話型 問合 せ の可 能 なTSS処 理,さ らに デ ィ スープ レイ な どを使 った図 形 表示 も有 効 となろ

う。 日本 語 の取 扱 いで は と くに,漢 字 や ひ らが なの使 用 が可 能 で ない と,効 果 が薄 れ る。 音 声表 示 は

実 用的 価値 を当分 もた ない と思 うが,研 究 課題 に は な ろ う。

注)デ ー タの構造,フ ァ イル編 成 処 理 方式 に っい て は,45S-001「 経 営 予測 のた め のデ

ー タマ ネー ジ メ ン ト」第5章 を参 照 の こ と
。
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情 報提 供 サー ビスの あ り方 と して は経済 性 実 用性 の観 点 か ら決 め られ よ う。 経 済 的価 値 か らみ る と,

デ ィス プ レイ付TSSの よ うな ものが 果 し て引 合 うの か ど うか疑 問 であ る。 しか し,情 報提 供 サ ー ビ

ス を行 な う場 合 に は次 の よ うな 作動 方式 が不可 欠 であ ろ う。

1)大 容量 の メモ リを必要 とす る。'

2)問 合せ 方 式 を とる場 合,コ ン カ レン トな オAeレ ィ シ ョ ンが可 能で あ る。

3)記 事 情 報検 索 用 な どペ ージ ラ イタ な どの 機能 が 完備 して い る。

4)デ ー タ収集,加 工,編 集,レ ポ ー ト出力,更 新 な どの機能 はバ ッチ処 理 で十 分 であ るが,記

事 情 報 の レポ ー ト出 力 として 日本語 を取扱 う場合 に は,漢 字 用 プ リンタ の必 要性 が 高い 。

デ ー タ処 理 に お いて は,パ フォ ーマ ンス を無 視 で きな い。 ア クセ ス方式 とし ては,直 接 ア ク セ ス方

式,シ ーケ ンシ ャル ・ア クセ ス方 式 が あ り,フ ア ィル編成 と関 連 させ て適 当 な処 理 方式 が選 択 され よ

う。

と くに,記 事情 報 検索 システ ムで は あ る属 性 を もった項 目 を関係 づ け るた め に,イ ンバ ー デ ッ ド ・

イ ンデ ッ クス を付 加 す る ことに よ り,目 的 用途 を拡 張 した シス テム を形成 す る とい う特徴 があ る。 こ

の方 式 は,デ ー タ量 の節 約,お よ び検 索 の ス ピー ド向 上 に は効 果的 であ るが,記 録 の追加 ・削除 の頻

度 が 多 い シ ス テムに はあ まb向 い て い ない。

記 事情 報検 索 シス テ ムで は 削除 は少 ない が,追 加 は常 に行 な われ るので,上 の長 短 か らみ て,イ ン

バ ーデ ッ ド ・イ ンデ ッ クスは特 定 の項 目だ けに限 定 してお い た方 が よ い。

ホス ト言語 につ い て は,誰 で も容 易 に使 え る こ とが前 提 で あ る。従 って,プ ロ グラマ で な く と も簡

易 に書 け る言 語 が よ い。 しか し,汎 用性 を失 っ て はな らな い。 検 索 システ ムに は,シ ス テ ム独 自の 専

用 言語 を もつ こ と もで きるが,記 事情 報検 索 シス テム に どの言 語 が 適 してい るか は,利 用者,利 用 機

能,ハ ー ドウエ アお よ び ソフ トウエ アに よ って うま く使 い 分 け る必要 が あ ろ う。

第2の シス テム の維持 運 用 上 の 問題 点 とは,よ り人 間 サ イ ドの 範 囲 の問題 を指 す 。 機密 保護 は シ ス テ

ム運 用上 の最 も大 きな 問題 で あ る。 普通 ,機 密 保護 の 上 で考 え られ ること}ロま,他 の ユ ーザ に対 して機

密 を保護 す る こ と と,ユ ー ザの機 密 を コン ビ二 一 タ ・セ ンタに 対 して保 護 す る こ と が あ る 。一般 に

は,機 密 キ ー を設 け る こ とに よ り,特 定 の ユ ーザ のみ に利 用 させ るな どの 工夫 で機密 性 を守 って行 く。

この方法 で は,各 レベ ル でパ ス ワー ドを付加 す る ことが で きる。 デ ー タ ・ベ ー ス,フ ァ イル,エ リア,

プ ロパ ー テ ィ,セ ッ トな ど。

記事 情 報検 索 シ ステ ム は恐 ら く,個 々の記 事情 報 に機 密 価 値 をお くので はな く,加 工 し,綜 合 し,

検 索 され た情 報 に 価値 を もつ こ とが多 い。

機密 保護 と並 ん で 回復 機能 も重 要 で あ る。 シス テム の信頼 性 を高 め る条 件 と して,障 害 対策 を どの

程度 サポ ー トす るかが 重 要 で あ る。 回 復 機能 で は人 間 サ イ ドで 講ず る対策 と コ ン ピュー タ ・サ イ ドで

解 決 す る対 策 とが あ る。 後者 では シス テムの種 類 や フ ァ イル の編成 に よっ てそ の方 法 も異 な る。 前者

では,シ ス テ ム間 ま たは シス テ ム内で の機能 転換,た と えば,オ ン ラインが 使 用不 能 になれ ば,バ ッ

チ処 理 に切換 え るな どの 方法 が あ ろ う。

システ ムの維 持 に は常 に最 新 の記 事情 報 を収 集 し,加 工 し,蓄 積 で きる よ うに す るこ とが 必要 で あ
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る。 そ のた め に は継続 的か つ権 威 あ る収集 体 制 と,定 期 的 に デ ー タの 更 新 を行 な う努 力 が必 要 で あ る。

ま た,シ ス テム は常 に拡 大 し,他 の情 報 との連 繋 が 保 た れ てい な けれ ば な らない 。 この た め ファ イル

の交換 や デ ータ な どの互換 性 が確 立 され て い なけ れ ばな らない 。

以 上 の諸 点 は,記 事 情 報検 索 シ ステ ムを設 計 す る さい に注 意 しな けれ ばな らない こ とが らで あ る。

2.3記 事 情 報 検 索 シ ステ ム の 動 向

2.3.1情 報検 索 の歴 史

情 報 検索 は コ ンピ ュー タの初 期 の段 階頃 か ら問題 に され,IBMのLuhnが 今 か ら15年 位 前 にK

WICと い うキ ー ワー ドを中 心 とした検 索 の考 え方 を明 らか に して一 躍 そめ基礎 が固 ま った の は衆知

の とお りで あ る。 その 後 の ハー ドウエ アの 発 展 に伴 い,キ ー ワー ドか ら,シ ー ン ラスへ と発 展 し,規

模 の上 で もデ ー タ ・リンケ ー ジの取 扱い は大 き くな って い った。

当 時 は試験 的 段 階に す ぎなか った もの が,今 日で は単 な る試験 か ら発 展 して実 用 的段 階に 達 した も

の も数 多 くみ られ る。

最近 はデ ー タ ・ベ ー スの確 立 と と もに,検 索 も含 む汎 用 デ ー タ ・マネ ジメ ン ト ・シ ステ ムが数 多 く

つ く られ,MISの 確 立 に尽 してい る。 内容 的 に も単 な る情 報 か ら,抄 録 へ,さ らに記 事 内 容 そ の も

のへ と当然 関心 が 向 け られ て行 こ う。

2.3.2情 報検 索 サー ビスの 実状

世界 的に もっ と も有 名 な の は,医 学 雑 誌 ・文 献`t'情報 を蓄積 ・検 索 す るMEDLARSで あ り,す

で に提 供 サ ー ビス も行 なわ れて い る。

この他 に,化 学 の分 野 で はCASな ど学 術 研 究 的 な情 報検 索提 供 サ ー ビスが行 な われ て い る。

日本 で も最近 よ うや く,官 公 庁,公 益 団体 な どを中心 に情 報 サ ー ビスの た めの 検索 システ ムの研 究

が行 な われ 始 め た。 そ のい くつ か を概 観 して み よ う。,

① 労 働省 の 「職 業 紹介 シス テ ム」

労 働省 では リア ル タ イム方 式 で全 国 の職 業安 定所 と・オ ン ラ イ ンで結 ん で い る。

求 人 側 と求職 側 の両 方 の要 求 を蓄積 情 報 に も とつ い て照 合 し,適 合す る もの を選 び 出す もので あ

る。 全 国 的な リア ル タ イム方 式 で あ る とこ ろに大 きな特 徴 が あ る。

② 日本 特 許情 報 センターの 「特 許 情 報 シ ステ ム」

技 術 の 発展 と と もに特 許 の情 報 は彪 大 な 量 に達 して い る。特 許 は一 つ の 法律 によ る権 利 で あ り,

権 利 保護 のた め,公 告 日とか請 求 範 囲 とか,外 国で の特 許 とか貴重 な情 報 が 沢 山織 り込 まれ てい る。

一 つ の特 許 を開 発 す るに 彪 大 な時 間 と費 用 とがか か るの で,重 複 投資 や埋 没 特 許 の再 利 用 の た め

に も,特 許情 報 サ ー ビスは必要 で あ る。,

日本 特 許情 報 セ ンター の検 索 サ ー ビスは特 許 公報 に もとづ き,書 誌事 項 の第1検 索 サ ー ビス と技

術 詳 細 の第2検 索 サ ー ビス と を行 な うこ とに な ってい る。

処 理 はパ ンチ方式 に よ る。特 徴 は単 な る数 値 や記 号 の処 理 で な く,文 章 を加 工 し,コ ン ピュー タ

の 処 理 の し易 い よ うに してい る点 記 事 情報 検 索 シ ステ ムの参 考 に な る。
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③ 日本科 学 技術 情 報 セ ンター の 「技 術 文献 検 索 シス テム」

日本科 学技 術 情報 セ ン ター は,内 外 の科 学技 術 文献 で 工学 お よ び理 学 に い た る領域 を中心 に経 営

管 理 も含め た文 献 デ ー タを収 集 し,重 要 な論 文 や記事 を抽 出 し,索 引 を行 な い易 い よ うに加 工 して

い る。 こ この サー ビスの特 徴 は 漢字 を始 め,各 種 文字 に よ る出力,さ らに一 過 程 お い た マイ ク ロ ン

ス テムに結 びつ け てい る点 で あ る。'

サ ー ビ スの形態 は文 献の コ ピー と磁 気 テー プの貸 し出 しで あ る。

④ 総 理 府統 計 局の 研究

総 理 府統 計局 で は統 計 デ ータ ・サ ー ビスを供給 す る目的 で統 計 デ ータ ・バ ン クの設立 を考 え てい

る。 そ の研 究 の一環 として,米 国 セ ンサス局 の セ ンサ ス ・ユ ー ス ・スタ デ ィ を中心 に研 究 してい る

が,こ れ は情 報検 索 の 意欲 的な 発展 の方 向 を暗示 してい る。

この セ ンサ ス・・ユ ー ス ・ス タデ ィの 内容 を要 約 す れ ば,都 市 の小地 域 に つ い ての い ろい ろ な しか

も彪大 な情 報 を コ、ン ピュ ー タ向 に加 工 ・蓄積 し,必 要 に応 じ検 索 しよ うとす る もの で あ る。 この特

徴 の一 つ は地 理 的 な2次 元 表現 を コ ンピュ ータの情 報 として蓄積 す るこ とであ る。 出 力 す るさいに

は グラ フ ィ学 ク化 も必 要 と な る。 も う一 つ の特 徴 は,こ の情 報 を他 の機関 の 情報 デ ー タ と関連 させ,

加 工 しよ うとす る もの であ る。

第3に は,こ れ らの計画との関連で都市計画のような新しU〈創造的な情報へと発展する可能性が開

か れ てい るとい うこ とで あ る。 レ

記 事情 報 検索 シ ステ ム も,こ の よ うな発展 的構 想 を参 考 に して検 討 す る こ とに よっ て一段 と現 実的

な 方向 に進 む であ ろ う。

2.3.3情 報 検 索の 基本 的 技術 の動 向

情 報 検索 の有 効な 使い 方 は,そ の 基本 的 な技 法 の 開発 によ って,飛 躍 的 に発 展 して行 く もの で あ る。

その動 向 をと らえるた めに,2,3の 例 をあ げて み よ う。

第1に,KWIC(KeyWordInContext),KWOC(KeyWordOutof

Context)が あ る。この有 名 な検 索 技 法 は文 章中 の語 そ の もの をキ ー ワー ドとして,索 引言語 とす

る。 この キ ー ワー ドをア ル フ ァ ベ ッ ト順 に配 列 すれ ば,索 引表 が作成 で き る。 キ ー ワー ドを中心 に整

理 し,そ の側 に 前後 の文 を示 す こ とによ り,文 脈(Context)の 中 で占 め てい るキ ー ワー ドの役 割

が解 か るよ うに な って い る。KWICを 使 った索 引 は,原 文献 抄 録,標 題 のいつ れか らで もで きる

が,一 般 に は標 題 の み を対 象に し てい る。現 在 ,随 所 でみ られ る索 引 分類 や 情 報検 索 は,キ ー ワー ド

の 管理 が比 較 的容易 に で き るこ とか らKWOC方 式が圧 倒 的に 多い
。 ま た,コ ン ピュー タ を用い て行

な うKWIC検 索 は,人 手 で や るの に く らべ適 合率 は低 い が,現 在 実用 的 に は まず まず の段 階で あ る。

記 事情 報 の よ うな場 合に は,文 章 の 自動 索 引 は有 効で あ るが,問 題 は 日本語 のKWICが ない点 で

あ る。 日本語 は漢 字 ・平 仮名 ・カ タ仮 名 が あ り,ま た専門 分野 と くに,コ ン ピュー タの 分 野で は外来

語 が多 く用語 が乱 れ てい るの で,自 動 索引 は容 易 で ない。 これ らの点 に つ いて は,将 来 解 決 すべ き問

題 で あ ろ う。

第2に,SDI(SelectiveDisseminationofInformation)が あ る。SD
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1は 有 効 な情 報 を各 部門 お よ び 関連 部門 へ,新 鮮 な情 報 と してサ ー ビスす るシ ス テム であ る。 これ 自

体 は情 報検 索 で は な く,情 報検 索 と並行 して 有効 な効果 を生 み だ す もので あ る。 これ に は3つ の情 報

として,通 知 用,抄 録用,応 答 用 が あ る。 その利 用 の程 度 に よっ て,抄 録 で済 む場 合 は抄録 で,原 文

が必要 な と きは コ ピーま たは マ イ クロ ・フ ィルム で提 供 す る こ とが で きる。 肝 心 な こ とは,利 用者 の

関心 の度 合 を常 に管 理 して,フ ァ イル を取捨 選択 で きる ところに あ る。 この シス テム はか な り実 用化

され てお り,NASAやASCAやIBMで 稼動 中 で あ る。

SDIサ ー ビスを本格 的に 行 な うた め には,彪 大 な作業 量 と巨額 の コス トが か か るの で,商 業 ベー

スです す め る ことは むつ か しい 。 しか し,SDIで の情 報の サ イ クリ ン グや 重 要度 に よ る利 用方 法 の

考 え方 は記 事情 報検 索 シ ステ ムに も取 り入 れ られ るべ きで あ ろ う。

2.3.4記 事情 報 検索 シ ス テム の 今 後

文章 に よ る記 録 を中 心 とす る記 事情 報検 索 シス テム の今後 の 発 展 を展 望 す るため に,利 用者 の動 向

な り要 求 な りをみ て行 くこ とに しよ う。'

第1に,オ ンライ ン処 理 が 容易 に で き るこ と。 情 報 に は2種 類 あ っ て,過 去 の 記録 に価 値 を見 つ け

る ものと,最 新 の情 報 に価 値 を もつ もの とが あ る。 ほ とん どの もの は バ ッチ処 理 で 間 に合 うはつ で あ

るが,人 間 は よ り便 利 な もの を志 向 す る欲 望 が あ るの で,オ ンラ イ ン リア ル タ イム処 理 を 目指 す よ う

に な ろ う。

第2に,TSSの よ5.に 他 方面 か ら多 くの人 が 利用 で き るこ と。 記 事情 報 を利用 す る層 と数 に もよ

るが,問 い合 せ 方 式や マ イ ク ロ ・フ ィル ム索 引 な ど も含 め た,情 報 の段 階的 利 用 のた め にTSSは 当

然志 向 され よ う。

第3に,漢 字 や ひ らが な,そ れ に文字 の 大 小の よ うな一 般 の コ ン ピュー タ出 力 に ない ものが求 め ら

れ る。 と くに,日 本語 の 場 合,漢 字 変換 は検 索 の 効果 を一 段 高 め るが,変 換 の 技術 が,問 い合 せ方 式

や マ イク ロ ・フ ィルム に よ る索引 技 術 な ど も含 め た精 密 な情 報 を索 引 で き るよ うな段 階へ と進 む であ

ろ う。 と くに,記 事情 報 とい う以上,日 本 語 が 中心 の特 殊 な もの で あ り,漢 字 変換 は検 索 の効 果 を一

段 と高 め る。 難点 は処理 に コス トに負 担 が かか るこ とで,果 して 採算 に合 うか ど うか であ る。

第4に,図 形処 理 が で き るこ と。

利 用 す る情 報 と して,今 後 ます ます視 覚 に訴 え る ものが 多 くな る。 設 計 図,絵 画 図形 な ど情 報 と

して,文 章 よ り も,綜 合 的 で,か つ,正 確 に表現 で き る もの の処 理 も考 慮 し なけれ ば な らな い。 これ

らの導 入 は運 営 コス トお よ び技 術 との関係 で決定 され よ う。

第5に,便 利 な 言語 を使 用 で きる こ と。

言 語 は少 くと もCOBOL程 度 の理 解で 十分 使 い こなせ る ものが 要 求 され る。

TSSを 使 えば,会 話 型 の 言語 も必 要 で あ る し,特 殊 装置 をつ けれ ば,専 用 言語 との結 びつ き も考

え なけれ ば な らない。 他 の 機 械 お よ び将 来 の こ と も配 慮 して,互 換 性 お よび継 続性 の高 い言語 で,し

か も,や さ しい言 語 が望 ま しい。

第6に,上 記 と関連 して,次 のよ うな周辺 機 器に 簡単 に接 続 で き る こ と。

1)マ イ クロ ・フ ィ シュ
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2)EVR

3)キ ャ ラク タ ・デ ィスプ レ イ

4)音 声 入 出力装 置

な どで あ る。 これ らの周 辺 装置 は す ぐ必要 とい え ない が,今 後 と もそ の性 能 を充実 して行 く傾 向 に あ

るの で,常 に,こ れ らの システ ム と継 続性 お よび互 換性 が き くよ うに準 備 し てお くこ とが必 要 で あ る。

一 方,提 供 側 の方 か ら,そ の動 向 な り,要 求 な りを探 って み る と,

第1に,ハ ー ドウ エアお よび ソ フ トウ エアの使 い 方が 容 易 で あ るこ と。

た とえば,バ ッチ処 理 はで きるが,オ ン ライ ン ・リア ル ・タ イム処 理 は で きな い とい う'ソフ トウ エ

ア よ り,両 方 で き るソフ トウエ アの方 が 評価 は高 い 。 ま た,機 械 に よって限 界 が あ るよ りも,拡 張 ・

転換 が可 能 で あ る方 が望 ま しい。

第2に,分 析 ・抽 出 が容易 にで き るこ と。

KWICの よ うに 一部 自動 化の 実例 もあ るが,そ こま です す ま な くて も,論 理 構造 が堅 固 で正 しい

分 析 ・抽 出 が容 易 に で き,し か も情 報 検索 の 理 に も適 う方 法 が あれ ば よい。 当 然,こ うい う面 に今 後

の研 究 が 向 け られ て行 こ う。'

第3に,す ぐれ た ラ イブ ラ リア ンの確 保 ・養成 を行 な え る こ と。

情 報 検索 シス テ ムは結 局,人 間 が索 引 方法 を決 定 し,そ の シー ン ラス作成 能 力 を駆 使 して,つ く り

上 げ る もので あ る。 従 っ て,そ の 作業 を効 率 的 に行 な え る ラ イブ ラ リア ンの確保 とその養 成 とは緊 急

事 の重 要 な 問題 で あ る。 ま して,記 事 情 報の よ うに,多 元 的 で,複 雑 で,情 報量 の 多 い分 野 で は,と

くに その良 し悪 しは ラ イブ ラ リア ンにか か ってい る。

第4に,情 報 の 収 集が 容易 で,コ ス トが低廉 で あ り,し か も,権 威 あ る情 報 を大 量 に管 理 で きる こ

と。 各 機 関 が協 力 して,重 複 のな い収集 ・維持 体 制 を築 くこ とが肝要 で あ る。 さ らに個 別 の収 集 機 関

だけ では な く,い くつ か の機関 が将 来結 合 で きる よ うに体 制 づ く りしてお くこ と も必要 であ る。

以上,利 用者 側 お よび提供 者 側 の動 向 な り,要 求 な りをみ て きた。 今後 の 記事 情 報検 索 シス テ ムは,

こ うした双 方の 要求 を汲 み入 れ な が ら,発 展 して 行 く もの と思 われ る。

その 中 で,と くに記 事 情 報検 索 システ ム と して整 え るべ き条 件 を若 干 あげ てみ る こ とに す る。

① 文 章分 析 の 発 展

文 献 な どの情 報 の主 体 は文 章 で あ り,こ れ を分析 し,評 価 を行 ない,分 類 や抽 出 を行 な って 抄録

化 して行 く作 業 が記 事 情報 検 索 シス テムの最 初 に して,最 大 の 重要 課題 で あ る。'

これ を支 障 な く行 うた め には,優 れ た ラ イブ ラ リア ンを確 保 してい るか,あ るい はす で に一連 の

作 業基 準 が確 立 してい るか,い つ れ か であ ろ う。 後 者 の場 合 に は その一 環 として,シ=ソ ラス作成

の 自動 化 も日程 に の ぼ って こよ う。 しか し,現 状 では まだ人 間 作業 に頼 る ところ が大 きい。 文 章分

析 を高 め るた め に は,言 語 学,記 号学,論 理 学 な どの基 礎 的 な専 門 分野 で の発 展 の拡 が りに侯 つ と

こ ろ大 で あ る。

② 漢字 印刷 な ど周 辺装 置 の発 展'

記 事情 報検 索 シス テム では文 章 を中 心 とす る以上,日 本 の特 殊 性 として,漢 字 に よ る入 出力 は当
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然 必要 に な って く る。 この研 究 で もそれ を実験 的に試 み て い る。記 事情 報 検 索 シス テ ムで は漢 字 印

刷,さ らに は近 い将来,漢 字 のパ ター ン認 識 も含 めて,欠 く こ との で きない もの とな ろ う。

通 常 の検 索 結 果 は印刷 出 力 で あ るが,将 来 は単 な る印刷 で は済 まな くな り,前 に も述 べ た よ うに,

グ ラ フィ ソ ク化,ま た は,場 合 に よっ て は音声 に よ る入 出力 機器 を使 って検 索 す る必 要 も起 こって

こよ う。 方式 もバ ッチ 方式 か ら,リ アル ・タ イ ム方 式,次 い で応 答可 能 な会 話 型TSS方 式 が使 わ

れ るよ うに な ろ う。 記 事情 報検 索 シ ステ ムが 実 用 化 され る段 階 で欠 くこ とので きな い条 件 と して・

この よ うな もの が あ ろ う。

③ メモ リの 大容量 化 とハ ー ドウエ アの進 歩

情 報検 索 の基 本 的前 提条 件 は 大容 量 の メ モ リが必 要 で あ ろ う。 記 事情 報 検索 シ ス テム は単 な るデ

ー タの情 報検 索 シス テ ムよ り も,構 造 的 に も複 雑 で あ る し,文 章的 に も長 い。 集 録 され る情 報 の量

は尾 大 な ので,当 然大 容量 の メモ リが 必要 で あ る。 単 に,大 容 量 ばか りで は な く,経 済 的 に も割 安

で技 術 的 に も簡 単 で な けれ ばな らない。 この よ うな容量 の拡 大 と,そ れ に伴 うハ ー ドウエ アお よび

ソフ トウエ ア上 の発展 は蓄積 され利 用 され る情 報 の 量 を拡張 して行 くこ とに な る。 これ は前 に述べ

た よ うに長 文 の記 事情 報検 索 シ ステ ムに とっ て,大 きな価 値 を もつ。 また,処 理 の上 で も,加 工 や

チ ェ ッ ク機 能 な ど,利 用面 を充 実 す る各種 機能 も付 加 され る ことに な ろ う。 これ らは,記 事情 報検

索 シス テム に とっ て基 本 的 条件 とい えよ う。

④ 他 システ ム との関連(国 際 化 も含 む)

セ ンサ ス ・ユ ース ・スタデ ィにみ られ るよ うに,他 の機 関;ま た は,、他 の情 報 の利 用 が今 後 ます

ま す生 じて こよ う。 す で に,日 本科 学 情 報 技術 セ ンター と米 国のMEDLARSと の情 報交 換 協 定

計 画 の よ うな実例 も生 れ てい る。 この よ うな テー プ交換 に よ る国 際 的情 報交 換 サ ー ビス は今 後 ます

ます ふ えよ う。 そ し て,蓄 積 され た情 報 デ ー タが総 合 的 に利 用 され,創 造 的 な計 画策 定 の方面 に も

大 い に活 用 され て行 こ う。 こ う した 傾 向 を助 成 す る基 本 的 な条件 は,標 準化,互 換 性 な どで あ ろ う。

記 事情 報 検 索 システ ム を整 え るべ き基 本 的条 件 の一 つ と して他 システ ム との 関連 は,そ れ だけ情 報

検 索 の価 値 を高 め る ことに な ろ う。

記 事情 報 検 索 シス テムの今 後 の 発展 の動 向 を握 る鍵 は,利 用者 お よび提 供者 の動 向 や整 え るべ き条

件 で述 べ た ものにつ き る。 しか し,最 も大 事 な こ とは,記 事情 報 の価 値感 とい う問 題 で あ ろ う。現 在

は,記 事 情 報検 索に 対 す る要 求 は大 きいが,と い って 記事情 報 の中 か ら有 効 な 価値 を見 出 す ことは む

つ か しい状 態 で あ る。 これ は初 期 的現 象 で新 聞 が近代 価値 を もって きた と同様,や が て記 事情 報 検索

シ ステ ムは誰 か らもその重 要性 を認 識 され,そ の価 値 を認 め られ るよ うに な るで あ ろ う。 記事 情 報検

索 シス テ ムが 発展 す るか ど うかの 最大 の鍵 は,以 下 の よ うな項 目に集 約 で き よ う。

第1に,記 事 情 報の 価値 の増 大 。

第2に,情 報検 索 技術 の向 上。

第3に,編 集 ラ イブ ラ リア ンの能 力 向上 。

第4に,権 威 あ る情 報 を大 量 に廉価 に収 集 維持 で きる体制 の確 立。

第5に,国 際 的記事 情 報 との結 合。
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現 在 の とこ ろコ ンピュ ータに 関 す る記事情 報提 供 サ ー ビスは,そ れ ほ ど市 場価 値 を もっ てい る とは

思 え ない。 記事 情 報 に価 値が あ るか ど うか は,記 事情 報 検 索 シス テムの発 展 の最 大 の鍵 で あ る。 政 治

的,経 済的,社 会 的,環 境 の 変 化に 対 す る利 用者 の必 要性 と記 事情 報検 索 シ ステ ムの 内容 自体 が充 実

され てい った とき,記 事情 報検 索提 供 サー ビスは重 要 な位 置 を占 め るで あ ろ う。

事 実,環 境 は情 報 化社会 と して,次 第 に,記 事情 報検 索 シス テムの発 展 を促 す 方角 に向 って行 きつ

つ あ る。 記 事情 報検 索 シ ステム 自体 も質 量 と もに 充 実 す る方向 に向 ってい るので,そ れ が提 供者 側 か

らみ て,買 手 市 場 か ら売 手 市 場 に変 わ っ て行 く機運 に乗 った とき,記 事情 報検 索 シス テ ムの 真価 が 発

揮 で き るに ちが い ない。 その利 用 分野 は情報 の価 値 か らみ て,専 門的 な分野 か ら徐 々 に拡 が っ て行 く

で あ ろ う。 た と えば,権 利 義務 を明 確 にす る判 例 ・特 許,公 共 的 な行 政 ・経 済 ・犯 罪,学 問 的 ・技術

的 な もので は生 物学 ・医 学 ・考 古 学 ・歴 史,商 業取 引 の 不動 産取 引 ・信 用取 引な どが あ ろ う。 こ こで,

コ ン ピュー タ を中心 と した 記事情 報 検 索 シス テ ムが す ぐに これ らを受 入 れ られ るか ど うか 断定 しが た

い が,こ の研 究 で試 み た実験 は,記 事情 報提 供 サ ー ビスを行 な うた めに必 要 な,検 索 お よび管 理 シス

テ ムの 有効 性 を検 討 す る うえで 重要 な資料 とな ろ う。
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3.記 事 情 報 検索 に おけ る汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ

メ ン ト ・シ ステ ムの 活用 法

3.1情 報 検 索 シ ス テ ム の 問 題 点

大 量 に蓄積 され たデ ータか ら,必 要 なデ ー タ を,必 要 な時 に,必 要 な形 で選 び出 し て利 用 しよ うと

い う情 報検 索 シス テ ム(InformationRetrievalSystem)の 概 念 が 発表 され てか らす

でに十 数年 の年 月 が経 って い るので,多 少 の ニ ュ ア ンス の違 い が あ るにせ よ,そ の考 え方 が どん な も

の であ るか とい うこ とは,一 般 に 理解 され て い る。

情 報 検索 は,そ の概 念 が 多 くの利 用分野 に普 及 して お り,コ ン ピュー タを利 用 した情 報検 索 シス テ

ムの必要 性 が 叫 ば れて い な が ら,あ ま り実 用化 され てい な い こ と も事 実 で あ る。

なぜ 情 報 検 索 シス テ ムは,そ の必 要性 が要 求 され てい な が ら,実 用的 な シ ステ ムが で きな い の であ

ろ うか。 これ に は,い ろい ろな原 因 が あげ られ るが,そ れ らを下 記 の5つ に要 約 す る こ とが で き る。

1)情 報 検 索 の シ ステ ム と しての本質 的な 難 し さ。

2)シ ソ ー ラス作 成 の 難 しさ。

3)ハ ー ドウ エア の問 題。

4)ソ フ トウ エア(特 に デ ー タ ・ペー ス)の 問 題。

5)デ ー タ通 信 活 用 の 問題。

3.1.1情 報検 索 シ ス テ ム と して の本 質 的な難 し さ

情 報検 索 シ ステ ムに は,他 の ア プ リケ ー シ ョン ・シス テム と異 な った難 し さがあ る。 それ は情 報 検

索 シ ステ ムが,シ ス テム を作成 し維持 す る側 とシス テ ム を利 用 す る側 とで,シ ス テムに 対 す る考 え方

で合 意 をみ るこ とは難 し く,往 々に して シス テ ムの作 成者 は,利 用者 と無 関係 に シス テ ム を作成 して

しま うこ とが多 い。 ま た情 報検 索 シス テム は,シ ス テ ムを利 用 す る対 象者 が不 特定 で あ るた め,利 用

者 の範 囲 もま ちま ちで あ り,シ ス テム を設 計 す る場 合 の対 象 や レベ ルが不 明確 に な りや す い。 この他

シス テ ムの利 用頻 度,デ ー タの 更新 や メ ンテナ ンス費 用
,情 報 の検 索 コ ス トの 決定,検 索 コス トとメ

ンテ ナ ンス'コ ス トの バ ラ ンスの調 整 な どわ か りに くい 問題 が 多 い。 これ は情 報 検 索 シス テ ムが,他

の ア プ リ'ケー シ ョン ・シス テ ム と異 な る本質 的な特 徴 で あ り,こ の た め他 の アプ リケ ー ショ ン ・シ ス

テ ムに ない難 しさ があ る。`

3.1.2シ ソー ラス作 成 の難 し さ

情 報検 索 シス テム の中 で も特 に 記事 情報 検 索 シス テ ムは,利 用者 が不 特定 多数 で あ るた め検 索情 報

の 問い合 せ に使 用 す る言 葉 を統一 す るこ とが難 しい。 また シス テ ム と して は,フ ァ イ ルに 同一 デ ー タ

をい ろい ろな形 で蓄積 す る こ とは ファ イルや検 索 の効 率 を低下 させ る ことにな るので避 け なけ れ ば な

らない。 この た め蓄積 され るデ ー タは 唯一種 類 で あ り,こ れ を検 索 す る言 葉(キ ー ワー ド)も 唯 一 で'

あ る こ とが要 求 され る。 この よ うな シス テム の設計 者 と利 用者 の 相反 す る条件 を解 決 す るため に,利
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用者 か らの い ろい ろ な形 の 問い 合せ を整 理 し,唯 一 の言 葉 に翻訳 して システ ムに 渡 す た めに は辞書 が

必要 とな って くる。 設計 者 と利 用者 の 間 の イ ンタ ・フ ェ ース をはか る もの と して辞 書 を作 成 す るが,

これ が シ ソー ラス(見 出 し語 辞 典)で あ る。 よ り良 い システ ムの活 用 を計 るた めに は,良 い 辞書(シ

ソ ー ラス)を 作 成 し なけれ ば な らない。 そ れ で は良 い シ ソー ラス とは,ど の よ うな もので あ ろ うか。

この 問題 は,利 用者 の立場 で 考 え るな らば,

1)イ ンプ ソ トが簡 単 で あ る こ と。

2)日 常会 話 に利 用 してい るよ うな 自然言 語 で あ るこ と。

3)問 い合 せ の順 序 や キ ー ワ≡ ドの 長 さが 自由 で あ る こ と。

とい った ことで あ る し,シ ス テム設 計者 の立 場 で 考 え るな らば,

1)コ ン ピュ ータが取 り扱 え る言 語 や記 号 で あ る こ と。

2)同 一 の事 象 を表示 す る言語 は,一 通 りしか な い こ と。

3)問 い合 せ の順序 やキ ー ワー ドの個数,組 み 合 せ の方式 な どが 決 ま ってい るこ と。

4)キ ー ワー ドの長 さが 限定 して い るこ と。

な どが あ げ られ る。、この よ うに シス テム の設 計者 と利 用者 とでは全 く異 な った要 求 が 起 こって くる。

このた め よい シ ソー ラスを作 成 す るこ とは,こ の両 者 の ギ ャ ップ をい か に少 な く,効 率良 く連 結 す る

か とい う こ とに な り,言 語 形 態 とし て 自然 言語 に す るか,索 引言語 にす るか,キ ー ワー ドの構 造 を ど

うす るか な ど難 しい 問題 が あ り,検 索 シ ステ ムの 実用 化 を遅 らせ て い る原因 とな ってい る。

3.1.3ハ ー ドウエ アの 問題

情 報検 索 とい う言 葉が 発表 され た当 時 の コ ンピ ュー タ ・システ ムは,紙 テー プや磁 気 テ ープ を中心

と した シ ステ ムで あ り,コ ン ピュ ー タの ア クセ ス ・タ イム も2～10msと 云 う遅 い もので あ った。

当 時 は必 要 な デー タ を検 索 しよ うとす る と,人 意 的 な フ ァ イルの選 択 や フ ァ イル間 の照 合 な どの作業

に手 間が か か り,検 索時 間 も数 十 分 ～数 時 間必 要 となるため,検 索 シス テムの必 要 性 が要 求 され なが ら

実 用 化が で きない状 態 に あっ た。 しか し,今 日で は コ ンピュ ー タの検索 時 間 も速 く,大 容 量 の記 憶装

置 の 開 発 とラ ンダム ・ア クセ ス方 式 の採 用,端 末 機 器 や通 信 回線 の発達 な どに よ り,十 分 とい えない

ま で も,ハ ー ドウエ アの問 題 が,い くつ か解 決 で きる よ うに な って きた。 この た め最 近 に な って各 分

野 に お い て実 用化 をめ ざした情 報 検索 シス テ ムの開 発 が着 手 され てい る。

3.1.4ソ フ トウエ アの 問題

こ こ数 年 来 問題 とな ってい るMIS(経 営 情 報 シス テム)の 実 現 をはか るた めに最 近 デ ータ ・ベ ー

ス ・シス テム とか,デ ー タ ・マネ ジメ ン ト ・シ ス テム の開 発が行 なわれ て い る。 この思 想 は従 来 の フ

ァ イ リ ング ・シス テ ム と異 な り,多 目的 な シス テ ムに対 応 で き るよ うに プ ロ グ ラム とデ ー タ を独立 さ

せ るこ とに よ りシス テム環境 の変 化へ の 追従 を容 易 に させ る もの であ る。 ま た,デ ー タ の更 新 や プ ロ

グ ラム の メ ンテ ナ ンス も簡単 に行 な え るよ うに な り,メ ン テナ ンス ・コ ス トを引 き下 げ られ る と考 え

られ て い る。 この た め多 目的 な デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト ・シ ステ ムは,コ ン ピュ ー タ ・メー カ を中心 と

して開 発が進 め られ,着 々 とそ の成 果 が発 表 され て き てい る。 この考 え方 は,大 量 の デ ー タ を取 り扱

う情 報検 索 シス テ ムに とっ て も,シ ス テム効 率 を 向上 させ る うえに要 求 され る こ とで あ り,MISを

一24一

・?

茸

q



9

`

実現 す るた めに 必要 な ニ ー ズ とな って い る。 さ らに,従 来 の情 報検 索 シス テ ムの実 用 化 に対 す る ソフ

トウエ ア上 の ネ ッ クと され て い た フ ァイ リン グの問題 を解 決す るた めの糸 口 とな る もの で あ る。 しか

しハ ー ドウエ アに比 べ 新 しい デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト・システ ムは,よ り多 くの解 決 しな けれ ば な らな

い問題(技 術 的 な問題 や使 用制 限 に関 す る問題 な ど)を 含 んで お り,そ の 活用 法 の研 究 もい まだ不 慣

れ な た め,1日 も早 くデー タ ・マネ ジメ ン ト ・シス テ ムに おけ るフ ァイ リ ン グの応 用法 に対 す る研 究

が な され なけ れば な らな い。

3.1.5デ ー タ通信 活 用の 問題

通 信 回 線 や端末 機 器 の発達 は,コ ン ピュ ー タの オ ン ライ ン化 を可能 と し端 末 を通 して コ ン ピュ ータ

と自由 に会 話 を行 な うこ とが で きるよ うに な っ た。 オ ン ライ ン処 理 は,従 来 の パ ッチ処 理 に比 べ て応

答 速 度 が 速 く,し か も,複 数 の仕 事 を同時 に処 理 して し ま う とい う点 で便 利 に な った とい うこ とが で

きる し,情 報 検索 シス テ ム を活 用 した情報 提 供 サ ー ビスの分 野 に おい て も要 求 す る情 報 を即 時 に提 供

す る こ とがで きるた め,利 用 者 の シス テム に対 す る期 待 を増 大 させ,よ り広 い 需要 者 の獲 得 を可 能 に

した。 しか しデ ータ通 信 を利 用 した検 索 シス テ ムが開 発 され た の は,こ こ数 年 前 で あ り,通 信 回 線 の

認可 の制 度 や範 囲,費 用 な ど に も問 題 が あ った た め,い まだ特 定 の専 用 シス テ ム を除 い て は,あ ま り

実 用化 され てい ない 。'

この 問題 は,情 報 提供 サ ー ビスの 分野 の 発展 を阻害 す る原 因 と もな り,開 発 され た もの の多 くは,

バ ッチ処 理 に よ る もの で あ ったた め
,情 報提 供 の タ イ ミン グ,提 供 の仕 方 な どで利 用者 を満足 させ る

こ とが で きな か った。 しか し,最 近の 通 信回 線 の 開放 や端 末 機 器 の発達 は
,人 間 と コ ン ピュ ータ との

間 に お い て直接 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン(マ ン ・マ シ ン ・コ ミュニ ケ ー シ ョン)を 可能 に した の で,情 報

検索 を主 体 と した情 報提 供 サ ー ビスに お け る通信 回線 の利 用度 は極 め て大 きい こ乏 か ら,今 後 ます ま

す情 報検 索 の利 用分 野 は拡 大 され て行 くであ ろ う。

ま た,情 報 検 索 では大 量 の デ ー タ作成 を行 な うが,最 近 の傾 向 としてパ ンチ ・カ ー ドや紙 テー プ な

どの入力 媒 体 を使 用 して イ ンプ ッ トす る方法 か ら,キ ー ツー磁 気 テ ープや デ ィス プ レ イ装 置 な どの よ

うに 直接 入 力 す る方 法 に進み つ つ あ り,そ のた め に手 軽 に使 用 で きて,安 価 な装 置 の開 発 も進 んで お

り,ま す ます デ ー タの取 扱 いは 便利 にな っ て きた と思 わ れ る。

3.2記 事 情 報 検 索 と デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

前 述 の よ うに情 報 検索 システ ム は,他 の アプ リケ ー ショ ン ・シス テ ムと異 な った 問 題 を含 ん で い る

が,な か で も記事情 報検 索 シス テ ムで は,

1)大 量 の デ ー タの 作成 。

2)必 要 なデ ータの選 択 と取 り出 し。

3)情 報 の 分析 と加 工 。

4)そ の結 果 の表示 。

5)デ ー タや シ ソー ラ スの更 新。

6)フ ァ イルの保 守 。
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な どの処 理 を行 な って ゆ かな けれ ば な らな い。

また,現 代 のよ うな 伸展 の め ざま しい情 報 化 社会 に お け る検 索 シス テム は,デ ー タの 変化 や 環境 ・

ニ ーズの 変化 に追 従 して行 か な けれ ば利 用価 値 の ない もの に な って し ま う。 このた め シ ステ ム を常 に

活 用で き る状 態 に保 守 しな けれ ばな らない が,磁 気 テ ー プ ・ベ ース の シ ステ ムの よ うに,デ ー タの更

新 の た びに フ ァ イル を作 り直 した り,環 境 変化 に と もな って そ の都 度 関 連 す るプ ロ グラ ムを訂 正 した

の で は,メ ン テ ナ ンス ・コス トが彪 大 な もの とな り,シ ステ ム の運 用 が成 り立 たな くな って し ま う。

この よ うな不 合 理 を解 消 す るた め,こ れ らの デ ータ や環境 の変 化 に対 し最小 限 の変更 で済 ませ る こ と

の で きるデ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・システ ムが要 求 され,同 時 に デ ー タ ・ベー ス と端 末装 置 をよ り効率

良 く利 用 す るた めに,よ り良 い オペ レー デ ィ ン グ ・シス テム の開 発 が要 求 され る。 ま た記事 情 報 サー

ビスを効 果 的 に運 営 す るた めに は,記 事情 報 の と らえ方,環 境 変化 に と もな う体系 づ け の変更 な ど弾

力 的 な処 理 の可 能 な シス テムに してい か なけれ ばな らない 。 この よ うなわ け で記事情 報 システ ム を運

用 す るた めに は,従 来 の磁 気 テ ープ を利 用 した フ ァ イ リ ング ・シス テム の よ うな融 通性 の乏 しい もの

で な く,多 能 性 のあ るデ ー タ ・マネ ジ メ ン ト ・シス テ ムが要求 され る。

,

ヴ

3.3汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の 現 状

記 事情 報 検索 シス テム に要求 され るよ うなデ ー タ ・マネ ジ メ ン ト ・シス テムや オペ レー テ ィン グ ・

シス テ ムを開 発 す るこ とは,情 報 検索 シ ステ ム を製 作 す る うえで不 可欠 な要 素 で あ る。 しか し,こ れ

らの ソ フ トウ エ アを ユ ーザの手 で開 発す る こ とは,容 易 な こ とで は ない。 コ ン ピュー タ ・メ ー カや ソ

フ ト ・ウエ ア会社 で ない応 用 分野 に おい て これ らの ソ フ トウエ アを開 発 す るこ とは,能 力 ・工 数 ・費

用 の 点か ら も非 常 に むっ か しい の で,一 般 に は,コ ン ピュー タ ・メー カや ソ フ トウエ ア会社 で開 発 し

た,汎 用 シス テ ムを その ま ま利 用 して応 用分野 の検 索 シス テム を製作 す るか,あ るい は メー カの保有

す る汎 用 マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムを検 索 シ ステ ムに あ わせ て改 良 す るか を考 え る必要 があ る。

現在 発 表 され てい る汎 用 デ ー タ ・マネ ジメ ン ト ・シ ステ ムは,オ ペ レーテ ィン グ ・シス テ ムの もと

で,フ ァ イ リン グす るデ ータ ・ベー スの管 理,デ ー タや入 出 力 に関 す るデ ー タの管 理,オ ン ライ ンで

の対 話 を可能 に す るた めの コマ ン ド ・プ ログ ラムや 機密 保 護 な ど,い ろい ろ な機能 を持 っ て い る。

これ らの機 能 を遂行 させ るた めに は シス テム と しての 多 くの制約 条件 が あ るのて㌧ ユー ザが,汎 用 デ

ータ ・マ ネ ジ メ ン ト ・システ ム を利 用 した シ ステ ム を設 計す る場 合 に は,適 用範 囲の 制 限や 機能 上 の

問題 でそ の制 限 にぶ っ か るこ とが 多 い。(SDC杜 のTDMSは,シ ステ ムの中 に オペ レー テ ィ ング

・シス テム を持 っ てい る。)

この よ うに活 用面 で は,現 行 の汎 用 デ ータ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ムは まだ まだ不 完 全 で あ り,こ

れ を利 用 してデ ー タ ・ベ ー ス を設 計 した り,ア プ リケ ー ショ ン ・シス テム を設計 す る場 合 は,従 来 の

フ ァ イル設計 以 上 に十 分 な検 討 と研 究 が必要 とな り,こ の 検討 が不 十 分 で あ った ため に,設 計 で きな

か った り,設 計 で きて も効率 を極端 に低下 させ て しま い実 用 に供 さない 例 が少 な くな い。

貫
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3.4汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 活 用 法

現在 開 発 され て い る汎 用 デ ー タ ・マネ ジメン ト ・シス テ ムは,適 用範囲 や機 能 上 の制 限 が 多 い ので,

これ を活 用 す るた めに は,今 迄 の シス テム設 計 以上 に十 分 な研 究 が必要 である こ どは前節 で述 べ たが
,

こ の他,従 来 取 扱 わ れ て きた よ うな単 一 目的 の ファ イル設 計 と異 な り,多 目的 フ ァイル と しての デ ー

タ ・ベ ース を使 用 す るの で,デ ータ ・ベー ス設 計の良 し,悪 しが シ ステ ム全 体 の効 率 を左 右 す る こ と

に な る。 この よ うに,汎 用 デ ータ ・マネ ジ メ ン ト ・シス テ ムを利 用 した シス テ ム設 計 に おい ては
,フ

ァ イル を ど う設計 す るか とい う こ とが,一 番大 切 な 問題 とな る。

汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テム を活 用 して フ ァ イル を設 計 す る場 合 に は,つ ぎの点 を考 慮 し

なけ れ ば な らな い。

1)デ ー タの構 造 を ど うす るか。

2)デ ー タ ・ベ ース に レ コー ドを ど う定 義 す るか(1っ の レ コー ドの うち,キ ー を何 に す るか,レ

コ ー ド中 の フ ィー ル ドの レベ ル分 け を ど うす るか)
。

3)フ ァイル の編 成 と処 理 方式 を ど うす るか(シ ー クエ ン シャル か,ラ ン ダム か)。

4)バ ソフ ァ ・サ イズ を どの位 にす るか。

これ らの問題 は,フ ァイル 中の デ ー タの性 質,処 理 の タ イ ミン グ,使 用 の され 方 に よ って決 め られ

る。 すな わ ち従 来 の フ ァ イル ・シ ステ ム と異 な り,単 一 の 目的 の た めに フ ァイル を作 成 す るの で はな

く,多 くの 目的 に共 通 に 使 用で き るフ ァ イル と して,デ ー タ ・ベ ー ス を作成 す るこ とに な る。 シス テ

ム を効果 的に運 用 す るた め には,そ れ に関連 す る各 シ ステ ムの利 用頻 度 や検 索 の され 方,デ ー タ ・ベ

ー スの大 きさ(フ ァ イル ・・サ イズ) ,フ ァ イルへ の レ コー ドの追 加 ・修正 の頻 度 な どを考 慮 した上 で

設 計 され なけれ ばな らな い。 一 般 に は,デ ー タ ・ベ ー ス を取 り巻 く システ ムの うち,使 用頻 度 や更 新

頻 度 の高 い もの に合 わせ て レ コー ドの レイア ウ トや フ ァ イルの編 成 を考 え,使 用頻 度 の 低 い もめ につ

い て は,そ の レコー ドの レ イア ウ トとど う接 続 す るか を考 え る こ とによ り設 計 を行 な う
。 汎 用 デ ー タ

・Lマネ ジ メン ト、・シス テム を活 用 した具体 例 と しては,9章 で富 士通 提 供 のRAPID(Retri-

evalAndProductionforIntegratedData)を 利 用 した コン ピュ ー タ情報 ・検

索 シス テ ム(MASCOT・rm・ ・g・m・nt・ndret・i・valSy・t・mf・rCOmp。 .

Ter'sinformation)に つ い て その」8i用実験 の結 果 を述べ る
。'
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4.デ ー タ 収 集 の 方 法

4.1記 事 情 報 の 収 集 法

記 事情 報検 索 シ ス テム の設 計 を成 功 させ る第1歩 は,記 事情 報 の収集 をい か に うま く行 な うか とい

うこ とで あ る。 この 段 階 でい くつ かの 考慮 す べ き点 が あ るが,そ れ らにつ い て以 下 に 述べ てみ よ う。

第1に,情 報 の利 用 目的で あ る。 無尽 蔵 に あ る情 報 を加 工 し,蓄 積 し,検 索 す るに はそ れ に価 す る

利 用 目的 があ っ て,そ れ に基 づ く選 定基 準 を明 確 に しな けれ ば な らな い。次 元 の ちが う情 報 に対 す る

選定 基準 を設定 す る こ とは容 易 で ない。 あ る程 度,実 際 の収集 の過程 で個 々 につ く られ た基 準 を蓄積

して決 め られ るこ とに な ろ う。

この利 用に は,過 去 の記 録 の うち現在 高 い価 値 を もってい る情 報 ば か りで は な く,将 来 の質 問 に応

えて,今 後 価 値 を もつ か も知 れ な い情報 の芽 も配 慮 しな けれ ば な らな い。

第2に,情 報 の利 用者 で あ る。 情 報 の利 用者 が誰 で あ るか が,情 報 の収集 源 お よび収集 方 法 を限定

す る。利 用者 が高 度 の専 門 家 で あ ると きは,学 術 的領域 か ら情 報 が 収集 され よ う。 利 用 者 が一 般 大衆

で あれ ば,学 術 的領 域 か らの情 報 は不要 で あ る。 記 事 情報 の特 徴 は利 用 範 囲 が きわ め て広 く,利 用す

る層 もそれ に従 って広 い こ とにあ る。 この 中 で,ど の層 に焦 点 をあ て るか,ま ず その利 用 レベル を決

定 しな けれ ば な らな い。 その選 択 を疎 か にす ると,検 索 シス テム その もの の存在 価 値 が 問 われ るこ と

に な る。 利 用者 は大 き く分 け て,学 術研 究 家,メ ,一力,ユ ーザ,関 係 者,一 般 大 衆 な どに 分け るこ と

がで き る。

利 用者 の範 囲が 決 まれ ば,情 報 源 が 自動 的 に定 ま って くる。 情 報源 として は内容 的 に み て,論 文,

説 明,発 表,議 事録,論 評,公 報,カ タ ロ グ,写 真,設 計 図,談 話,予 想記 事,・統 計,辞 書,電 信 文

な どが あ る。 形 式 的 にみ れ ば,学 術研 究書,新 聞雑 誌 官公 報,文 献,辞 典 な どが代 表 的 な もので あ

ろ う。

これ らの情 報 源 の中 か ら,各 々 ちが う選定 基準 に よ り,蓄 積 す べ き情報 が 選定 され る。 こ こで 情報

の評価 が 問題 とな っ て くる。 類 似 の情 報 で あ って も,記 事情 報 は 必ず し も同一 の表現 を とってい ない

こ とが多 い。 た とえ ば,同 一 の対 象 の情報 であ っ て も,実 際 に記 事 として表現 され た ものの 内容 は ち

が うこ とが あ る。 そ の中 の どれ を選 定 す るか判 断 が っ かな い場 合 もあ る。 情 報源 につ い て は,コ ン ピ

ュー タや シス テム理 論 な どの発 展 分野 で は,当 初 予 想 もされ ない もの が記 事情 報 として価 値 を もつ こ

とが あ る。 たと幻ま,言 語 学 な ど もコン ピュ ー タの 関連 学 問 となっ て きた し,グ ラフの理 論 も情 報検 索

で実 用 的価 値 を もっ て きてい る。 今 後 と もこ のよ うな記事 情 報 の対 象範 囲 は拡 大 して行 こ うが,利 用

目的 は逆 に限定 され て行 こ う。 た だ,い くっ かの 目的 を満 足 す るた めに,目 的別 フ ァイル 間 には デ ー

タ ・リンケ ー ジが もた ら され るで あ ろ う。

情 報検 索 に お け る メ ンテ ナ ンス の重要 性 は衆 知 の とお りで あ るが,そ れ に関連 して,シ ス テ ムを運

用 して行 くため には情 報 源,そ れ に もとつ く情 報選 定,情 報 の加 工 方法 な どの譜 面 で 継 続性 を もたな
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け れ ばな らない。

第3に,情 報 の収 集 方法 で あ る。情 報 収集 に は,論 文や 雑誌 の よ うに一 方的 な伝達 に よ る場 合 と問

合 せ や調 査 の よ うに,交 互伝 達 に よ る場 合 とが あ る。 その いつ れ の情 報 か,ま た は両 方 の情 報 か に よ

って 収集結 果 は異 な って くる。 と くに,収 集 の体 制 に大 き く関係 す る。普 通 は 前者 の一 方 的伝達 の情

報 に 限定 され る。

収集 の 方法 は ハ ー ドウエ アの 発展 に よっ て地域 的に 拡大 す る。通 信 回線 の利 用 が可 能 に な れ ば,情

報 の収 集 範 囲 も変 わ って くる。 それ に伴 っ て,利 用方 法 も,情 報源 も変 っ て こよ う。 一 方 的伝 達 方法

に よ る情 報 ばか りでは な く,調 査 の よ うな能 動 的 な交互 伝達 の情報 も技 術 的 ・経 済 的 に導 入可 能 に な

る。

第4に,情 報 の形 態 に よ る収集 方 法 の相 違 が あ る。 情 報 に は文字,記 号,数 値,図 形;音 声 な どが

あ り,図 形 に は,写 真,設 計 図,絵 画 な ど もあ る。 文 字 に もカタ カナ,ひ らが な,漢 字,英 字,そ の

他 特 殊 文字,外 国文 字 な どが あ り,文 字 を使 った単語,語 句,文 章 な ど もあ る。 これ らの 使 い 方は ハ

ー ドウエ アの在 り方 に も関連 す る。 と くに,周 辺 装 置 の,た とえば,XYプ ロ ッタ,デ ィス プ レイ,

漢 字 プ リンタ,カ ナ文字 プ リンタ,な どの どれ が どの よ うな働 きをす るか に よっ て,情 報 の 収集 す る

範 囲 が限 定 され て く る。 これ は 記事情 報 が利 用 者 お よ び利 用方法 に深 い 関連 を もつ た め であ る。

4

L

4.2記 事 情 報 の 加 工 法

記 事情 報 は記 事 をつ くる人 に よ っ て,そ の表 現 方法 が異 な るので,定 形 的 表現 を と らない。 ほ とん

どが 不 定形情 報 で あ る。 これ を コ ン ピュ ー タ処 理 に向 く定 形情 報 に す るの が情 報 の加 工 で あ る。 必要

とす る定 形情 報 は コン ビ.ユ一 夕の機 能 に合 せ て,設 計 しな けれ ばな らない。

第1に,定 形 情 報 として,標 準形 式 を決 め てお く必 要 が あ る。 文章 に はい わ ゆ る5WIHの 要素,

す なわ ち,What(何 が),Where(ど こで),Who(誰 が),When(何 時),Why(何 故),

How(ど の よ うに)が あ る。 文 章 の中 で これ らの要 素 を見出 し,抽 出 し要 約 して定 形化 を行 な う必

要 が あ る。

フ ァ イルの大 き さや 形 式 は,情 報 の ボ リュ ウ ムや ハ ー ドウエ アお よび ソ フ トウエ アの もつ技 術 によ

って決 め られ るが,さ きの5WIHの 要 素 が欠 けてい れ ば,完 壁 な情 報 の 蓄積 とはい えない で あ ろ う。

記 事情 報 を情 報検 索 システ ム と して,完 成 す るため に は,5WIHの 要 素 を含 ん だ標準 形 を設 定 し,

それ に向 って記 事情 報 を加工 す る こ とが 望 ましい。

この標 準 形 は コ ン ピュー タ に よ る情 報 検 索 の規 則 に適 合 す るのが 条件 で あ る。 普 通,情 報 検 索 では,

そ の抽 出 の度 合 に よっ て,文 章→ 主題→ 抄 録(Abstract)→ 標 題(Title)→ キ ー ワー ド→ 索

引(Tag)の 順 に す す め,られ る。

この過程 で 文章 を分 析 し主 題 発 見,主 題 抽 出,索 引 作 成 が行 なわ れ る。 この各 々 を行 な うため にい

くっか の手 法 が あ る。

手法 の一 つ は,分 類 方 法 で あ る。5WIHも この一 種 で あ る。記 事 情報 を作 成 す るに は この方法 が

最 も良 い と考 え られ る。また,学 術 的分 類 もあ る。図書 館 分類 法 も有 益 であ ろ う。その 他,属 性 とその
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属 性 の ウエイ トづ けに よる分類 もあ る。 あ るい は また,特 殊 な学 問分類 もあ る。 記事情 報 の サー ビスの

目的 が何 で あ るか に よ って有益 な方 法 が どれか 決 め られ よ う。

記 事 情 報の 特 性 か ら,発 行者 名,著 者 名,引 用文 献,引 用 個所 ,引 用 日時 な どは共 通 の項 目 として,

主題 と並 ん で重要 な もの であ る。主 題 分析 で明 らか に され た 部分 か ら
,コ ン ヒ。ユ 一夕処 理 に必 要 な主

題 が抽 出 され る。 主 題 の抽 出 は,主 題 の数 に も関 連 す るが,そ の もつ意 味 が 後 にのべ る シー ン ラ スに

位 置 づ け られ,そ れ が文 章全 体 の 内容 を表現 す る こ とにな る。主 題 の もつ意 味 の豊 か さに よっ て
,検

索 効果 に差 が で て くる。 さ らに,主 題 の選 び方 に よって他 の 情報 との関 連 が でて くる。 こ こに デ ー タ

・リ ンケ ー ジの 重要 性 が あ る
。

今 まで のべ た こ とは,ほ とん ど人 間 が行 な う もので あ るが,こ れ を 自動 的 に行 な うこ とが実験 的 に

試み られ てい る。 論 理 お よび言 語 の厳 密 な科 学 技 術 の分 野 で は適 してい るが,複 雑か つ不 安 定 なデ ー

タ ・リ ンケ ー ジを もつ記 事情 報 で は厳 密 な表現 が確 立 してい ない だけ に
,自 動 化 はむ つ か しい の で は

なか ろ うか 。

第2に,索 引 作成 とシー ン ラス編成 の 問題 であ る。情 報 の 中 か ら主 題 を分 析 し,主 題 を抽 出 し,こ

れ を検 索 しやす い よ うに,キ ー ワー ドや 索引(Tag)を 作 る過程 で あ る。

索 引 作成 は正確 に は情 報 収集 とは別 に取 扱 か われ るべ きで あ るか も知 れな い が,デ ー タ収 集 方 法 を

広 く解 釈す れ ば,こ の範 鴫 に含 めて考 えて も問題 は な いで あ ろ う。 一般 には シーン ラ ス作 成 も含 め て,

この段 階の 作業 は人 間 が行 な うの で,こ こに扱 った 方 が よい と思 われ る。

索引 作 成 は3つ の点 に留 意 しな けれ ば な らない。 一 つ は,は っ き りした概 念 を主 題 の 中 か ら求 めて

記 号 に変換 し,索 引 や キ ー ワー ドを作成 す る ことで あ る。 そ の場合 には,概 念 そ の もの を他 の 情 報 と

区別 で き るよ う明確 か つ厳 密 に抽 出 しな ければ な らない。

次 に・ 同意語 や反対 語 な どの 体系 をつ くる こ とが 必要 で あ る。 これ につ い て は シー ン ラスの 説 明 と

して後 で 述べ る。 さ らに,シ ー ン ラスに関連 す るが
,キ ー ワー ドの 上位 ・下 位 お よび 同位 の 関係 を明

らか にす る必 要 があ る。 この階層 化 お よ び位 置 づ け に よ って,検 索 シス テムで の索引 効 果 は倍 増 され

る。

これ らの索 引 作成 とシー ン ラス作成 は実務 的 にむ つ か しい作 業 で あ る。 記事 情報 で は高 度 な専門 技

術 書 か らデ ータ を収集 で きるとは限 らないの で,上 に のべ た3っ の点 を どの資料 か ら も判 然 す る こ と

は困難 であ る。

しか し,こ れ らの索 引編 成 が記 事情 報 検索 システ ムで もっ と もお くれ て お り
,そ の使 命 を制 す るポ

イ ン トとな っ てい る。 ここで シー ン ラスを みて み よ う。

シー ン ラス とはい わ ゆ る見 出 し語 辞 典 と もい われ て お り
,キ ー ワー ド(見 出 し語)の 位 置 づ け を体

系化 した もの で あ る。 見 出 し語 を同意語,類 語,反 対 語,上 位語,下 位 語,関 連 語,語 源 な どの面 か

ら体 系 的に 明 らか に した もので あ る。

シー ン ラスの 作成 は専 門 的知 識 を必 要 とす る彪 大 な作業 な く しては で きない
。 しか し,一 度 で きあ

が れ ば,コ ン ピュ ー タの利 用 に よ って,飛 躍 的 にそ の検 索 効 果 を発揮 す る。 シー ン ラス を正 確迅 速 に

つ くるた めに は,完 成 され た,権 威 の 高 い辞典 類 が必 要 で あ る
。 この研 究 で問題 としてい る コ ン ヒ。ユ
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一 夕の記 事情 報 では この よ うな辞 典 が い ま だ作 られ て い ない とい う面 か ら他 の情 報 検 索 シス テ ムにお

け るシ ーン ラ ス作 りよ りむつ か しい とい え る。 た とえば,用 語 一 っ を とって もメー カに よ っ て,表 現

が違 うし,し か も,コ ンピュ ー タは ハ ー ドウ エ アお よ び ソフ トウエ ア と もに加 速度 的 に 発展 をつづ け

て お り,そ れ に従 って シー ン ラス も変 えて行 か な けれ ばな らな い た め メンテ ナ ンスの 繁 雑 さが 問題 に

な っ て くる。

一 部 で は
,シ ー ン ラ ス作成 の 自動 化 も試 み られ て い るが,ま だ実 用 に まで は至 っ てい な い。

シー ン ラス をつ くる さい の ア プ ローチ に は2っ の方 法 が考 え られ る。一 つ は語 源 的 な アプ ローチ で,

他 は利 用 上 の アプ ローチ で あ る。

記 事情 報検 索 シス テム の シ ーン ラス は厳密 性 に 欠 け るの で,利 用上 の ア プ ローチ に よ る シー ン ラ ス

の 方 が よい ので は なか ろ うか 。

索 引 作 成 お よ び シー ン ラス作成 の 内容 の決 め方 は,デ ー タ構 造 に深 い 関連 を もつ。 デ ー タ構造 は他

の 情報 の デー タ構造 とリ ンケ ー ジす る ことに よ っ て,大 き くその情 報 の ネ ソ トワー クを拡 げ て行 くこ.

とが で きる。.

そ こで 注 意 しな けれ ばな らない のは,ソ フ トウエ ア技 術 に よ って,使 え るデ ータ構 造 も変 って くる

し,そ れ に伴 い,索 引 作成 や シー ンラ ス作 成 も修 正 しな けれ ば な らな くなって くる。 これ らの 索引 編

成 は ソフ トウエ アに よ って,と くに,プ ログ ラム に よ って制 限 され る。 また,処 理 能 率 もシ ス テムの

編 成 に よ って 変 っ て く るが,情 報 をい か に加 工 す るか は,日 常 言 語 と機 械処 理 との接 点 の 問題 とい え

よ う。

4

e

4.3収 集 上 の 問 題 点.

デ ー タ収集 方法 の方法 に つ い て これ まで述 べ て きた が,そ ζ にはい ろい ろな問 題点 が あ る。 その い

くっ か をあ げ てみ る。

第1に,コ ス トの 問題 で あ る。 彪大 な記 事情 報 を収集 す るに は,彪 大 な作業 量 と技 術 力 を必 要 とす

る。 文 献 を集 め るだけ で も容 易 では ない 。 それ を加 工 し,蓄 積 す る ことは さ らに,コ ス トを増 加 させ

る こ とにな る。 記 事情 報の 検 索利 用価 値 との相 対 的 関係 で コス トの評 価 が され よ うが,い つれ にせ よ,

収集 の コス トだけ で も相 当の 費 用 を要 す る。 これ を ど う考 え るか が 第1の 問題 であ る。

第2に,技 術 力 が φ る。 単 な る収集 な らそれ ほ どむ つ か し くはな いが,収 集 した資料 を死蔵 化 す る

ことな く,情 報 検 索 システ ムの 中 で使 え るよ うに加 工 す るこ とは 実 は大へ んむ ず か しい作 業 で あ る。

すな わ ち,'言 語 表現 を転換 す る技 術,情 報 検索 シス テムへ 加 工す る技 術,ソ フ トウエ アを適 用 す る技

術 の3位 一体 の綜 合的 技術 が必要 であ る。 しか し,主 題分 析 や シー ン ラス作 成 でみ られ るよ うに ここ

で も技 術力 の 画一 化 を示 す こ とが で きな い のが現 状 であ る。 さ らに,デ ータ収 集 の 自動 化 も含 め て,

これ らの技 術 の問 題 は今 後 の大 きな課 題 で あ ろ う。

第3に,対 象外 の情 報 との関 連 性で あ る。 シス テム化 が社 会 ・科学 の すべ て の分野 にお い て今後 す

す ん で こよ うし,別 に国 際 化の 要請 もあ る。 そ うい う面 で デ ー タ ・リ ンケ ー ジを解 決す るた めに は,

デ ー タ と しての 記事情 報 の 収集 と,デ ・」タ構造 の面 で他 の デ ー タ構 造 との共 通 化,標 準 化 をす す め て
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行 くこ とが 必要 で あ ろ う。

情 報収 集活 動 に もは っ き りした シス テ ム化 がで きれ ば,情 報 源 を分散 して,メ ー カは メ ー カか ら,

,官 公庁 は官公 庁 か ら分担 して デ ー タを収集 す る体 制 もで きよ うし,多 角 的 な 活 用 も可能 に な ろ う。

,

や
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5.デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 方 法

5.1デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 重 要 性

利用 者 の要 求 す る情 報 と,コ ンピ ュー タ を通 して デ ータ ・ファ イルの中 に蓄積 され て い る情 報 とを

結 びつ け るデ ー タ'リ ンケ ー ジの 問 題 は,情 報検 索 シス テムの 活 用面 や処 理面 にお い て非 常 に重 要 な

問 題 であ る。 す な わ ち情 報 検索 シス テムの 設計 に際 して一 番頭 をい ため るの は,こ れ ら検 索要 求 と蓄

積 され たデ ー タ をい か に結 びつ け るか とい うデ ー タ ・リンケ ー ジの問題 で あ り,こ の良 し悪 しに よっ

て シス テム全 体 の評 価 がな され る と考 えて も過 言 で ない。 この た め,デ ー タ ・リ ンケ ー ジは,デ ータ

の蓄積 面 か ら も検 索面 か ら も,一 番適 した もの に し なけれ ば な らない。

この場 合,人 間 同志 であれ ば,常 識 的な概 念 で簡 単 に判 断 す る情 報 も,コ ン ピュ ー タ を使 用 した情

報 処 理 の分野 で は,コ ン ビ。ユ ー タが直 感 的 な判 断 が下 せ ない た めに,プ ログ ラム に よ る論 理 的 な 方法

を とっ て行 な われ な けれ ば な らな い。 この ため,コ ンピュ ータ の処 理で きる判 断 機 能(照 合 ・比較 ・

論 理演 算 な ど)を 使 用 して,コ ン ピュ ータ が理 解 で き る言 語 で記述 した処 理 方法 が 必要 に な る。 デ ー

タ の リ ン ケ ー ジ は 簡 単 で.間 違 い に くい もの で なけ れ ばな らな い。蓄 積 や 検索 に用 い られ る

情 報 は,そ の 内容 を よ く分 析 した うえで情 報 の特 性 を表 わ す言 葉(キ ー ワー ド)を 選 択 し,コ ン ビ。ユ

ー タ処 理 に適 した索引 コー ドに変換 され る
。 一 般 に処 理 方 法や 効率 の面 か ら,索 引 コー ドと情 報 内 容

とは,各 々の 連結 をつ けな が ら別 々に フ ァ イルに 記憶 ・蓄積 され る。 この様 なキ ー ワー ドと索 引 コ ー

ドの関 係 や キ ー ワー ドと標準 的な キ ー ワー ドとの 関係 を示 した ファ イル を シソ ー ラス ・フ ァ イル と よ

び,蓄 積 や検索 処 理 に おけ る辞書 の役 割 をは た して い る。 ・

シソ ー ラス ・フ ァ イルは,辞 書 の役 割 を果 さな けれ ば な らな いの で,そ の 構成 は体 系 的 な分 類 に も

とず く階層 的 な構 成か,あ るい は キ ー ワー ドを アル フ ァベ ッ トや 五十 音 の よ うな ル ール に従 っ て順 序

付 け た キ ー ワー ド ・タ イプの 構成 を とるこ とに な り,下 記 に示 す よ うな機 能 が要 求 され る。

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

一 般 的 な もの か ら特 殊 な もの にい た る幅 広 い組 織的 な 構成 で あ る こ と
。

情 報検 索 シス テ ムの範 囲 内 に あ る全 て の分野 を完 全 に包 括 してい るこ と。

い ろい ろな観 点 か ら分 類 で きる柔 軟 性 を もつ こ と。

思 想の 連 続 を示 す論 理 性 を有 す るこ と。

一般 的 な表 示 法(普 遍 的 な表 示 法)が 可 能 で あ るこ と
。

明示 性 が あ る こ と。

便 宜 性 が あ る こ と。

簡 単 な表 示 法 がで き るこ と。

システ ムの拡 張に と もな う表 示 法 の柔 軟性 が あ るこ と。

標 準 的 な項 目の規 定 と,そ の項 目に関 連 す る項 目 の連 結 が可 能 な こ と。

コ ン ヒ。ユ一 夕の取 扱 い易 い索 引形 式 で あ るこ と
。
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12)利 用 面 か ら扱 い易 く検 索効 率 が高 い索 引 形 式 であ るこ と。

これ らの要 求 され る機能 を全 て備 えた シソ ー ラス ・ファ イ ルを作成 す るこ とは,現 実 に は かな りむ

ず か しい。 その た め に は,こ れ らの機 能 をで き るだけ 多 く活 か せ るよ うな フ ァ イルを設 計 す る必要 が

あ るし,こ の機能 の選 択 の 方法 や重 点 の置 き方 に よ って,シ ソー ラ ス ・フ ァ イルの 構成 を活 用面 か ら

の体系 的 な分 類 タ イプ にす るか,語 源 的 な キ ー ワー ド構成 タ イプに す るか を選 ぶ こ とが で き る。

シ ソー ラ ス ・フ ァ イルは,い ずれ の フ ァイル構 成 を と るに せ よ,そ の基礎 とな って い る分 類 の概 念

や 形態 が は っき りして お り論 理 的 に体 系 化 で き る もの で あ るな らば,少 々の 環境 変 化に 対 し て も追 従

して い くこ とが で き るが,分 類 の概 念 や 形態 が,表 面 的 かっ不 安定 な もので は,多 少の 環境 の変化 に

も常 に注意 を払 い シソ ー ラス ・ファ イル を修 正 しな くて はな らない 。 しか し,シ ソー ラス ・フ ァ イル

にお け る分 類 の概 念 や形 態 は,理 論 だけ で組立 て られ る もの で は な く,情 報検 索 シ ステ ム をよ り効 率

的 に運 営 す るた めの手 段 で あることか ら,実 用 上 の可 能 が高 く利 用 し易 い もの で あ り,情 報検 索 シス テ

ム全 体 か らみて 有益 性 のあ る もの で なけ れ ばな らない。

,

σ

5.2デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ の 作 成 法

新 し く発生 し,収 集 され た デ ー タを分 析 して ファ イル に蓄積 した り,フ ァ イルか ら検 索 す るた め に

デ ータ とコ ン ピュー タ ・フ ァ イル との リンケ ー ジを はか るデ ータ ・リンケ ー ジは,ど ん な方法 で行 っ

たな らばよ いで あ ろ うか。 この問題 は,シ ソ ー ラス ・ファ イル の構 造 や キ ー ワー ドの取 扱 い方 な どに

よ ってい ろ い ろ と変化 す るの で断定 的 な表現 は で きない が,一 般的 なデ ータ ・リンケ ー ジの手順 を述

べ る と次 の よ うにな る。

1)新 し く発生 した デ"タ を収 集 す る。

2)収 集 したデ ータ を分 析 し,そ の情 報 内容 を代 表 す るキ ー ワー ド(見 出 し語)を 選択 す る。

3)選 択 された キ ー ワー ドを分 類体 系 に もとず く索 引 フ ァイル の標 準 用語(標 準 的な キ ー ワー.ド)と

照 合 し,そ の キー ワー ドと標 準 用語 との 関係 をは っ き りさせ る。

4)イ ン プ ッ トされ た キ ー ワー ドを索引 ファ イ ルの標 準 用語 に 変換 す る。

5)変 換 した標 準 用語 にキ ー ワー ドのデ ータ内 容 が入 っ てい るデ ー タ ・プア ィル の ア ドレ ス情報 を登

録 し,索 引 フ ァ イル とデ ー タ ・ファ イル を作成 す る。

この うら最 も難 か し いの は,2)の キ ー ワー ドの選択 と3)の 標 準 的 な用語 との関連 づ けで あ ろ う。

これ は,キ ー ワー ドを ど う分類 し,整 理 す れ ば よいか とい うこ とが,は っ き りさせ に くい 点 に起 因 し

てい る。 そ こで キ ー ワー ドを分 類 す る場 合 に は,次 の よ うな事項 に注 意 す る必 要 があ る。

1)大 項 目か ら中項 目,小 項 目 と細 分化 して行 く場 合,体 系 的 な視 野 に立 って整 理 して行 か なけ れ ば

な らない。

2)細 分 化 の過 程 や細 分化 され た項 目の 重複 がお きない よ うに,各 レベ ルにお け るグル ープ化 を常 に

検 討 して い かな け れ ば な らない。

3)将 来,分 類 項 目 や レベル の拡 張 が起 こっ て も,吸 収 で き るよ うな カ テゴ リの 決定 と表 示法 の研 究

を してお か なけ れ ば な らな い。

貢

●
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4)分 類 方法 が理 論 的 な面 か らだ けで な く;実 際 的 な面 か らも実 行可 能 な もので あ るこ とを確 め て お

く必 要 が あ る。

このよ うに,デ ータ ・リ ンケ ー ジ を考 え る うえに は,キ ー ワー ドの 分類 とシ ソ ー ラスの作 成 が最 も

重要 な 点 であ る。 次節 で は この シ ソー ラスにっ い て,も う少 し掘 り下 げ て考 えて行 く。

寓

●

5.3シ ソ ー ラ ス の 方 法

シソー ラスは,情 報検 索 シ ステ ム にお け る辞書 で あ るこ とは前 に も述 べ た が
,こ の 他 情 報 検 索

シス テ ムにお け る用 語 の 内 容 を管理 す る上 で も重要で あ る。す なわ ち い ろい ろ な表現 を取 るキ ー ワ

ー ドとシ ソー ラ ス ・ファ イル の標 準 的 な キ ー ワー ドの結 びつ け を通 して
,標 準 的 な用語 の 表現 を知 る

ことや,用 語 とそれ に関 連 す る内容 を知 るこ と が で き る。この よ うに標 準 的 な用語 と他 の 用語 との関

係 を関係 子 とい う記号 を用 い て 同義語,関 連 語,上 位語,下 位語 な どの 形 で 表現 す るこ と もで き る。

この よ うに シソー ラスで は 情 報 検索 シス テム を効 率 よ く活 用 す るため に
,索 引 ファ イル や検 索 式に

用い られ る用語 の管 理 を行 な って お り,デ ー タ ・リンケ ー ジや デ ー タの ファ イ リ ン グ,検 索 処理 の各

段 階に おい て有 効 な手段 で あ る。

また,シ ソー ラス ・フ ァ イ ルの 構成 は,前 に も述 べ た よ うに活 用 面 か ら体 系 的 に分類 した タイ プの

もの と語 源 的に体 系 づ(オた キ ー ワー ド ・タイ プの ものが あ る。

活 用面 か ら体系 的 に分 類 した タ イプの もの の構 成 は,十 進 分類 法 にみ られ るよ うに上 位概 念 か ら下

位概 念 に段 々 と細 分 化 して行 く"木 構 造"の タ イ プであ り,こ の 長所 は,利 用 者 が知 りたい概念 を探

す 時に 上位 また は下 位 の概 念 か ら手 が か りを得 る こ とが で き るこ とにあ る。 しか し情 報 の正 確 な位 置

付 け(分 類体 系 の どの レベ ルの ど こに位 置付 け るか)が 難 し く,新 しい環 境 の 変 化 に対 応 す る こ とが

弱 い とい う欠 点 を持 っ てい る。 これ に対 レて語 源 的に体 系 づけ た キ ー ワー ド ・タ イプの もの の構 成 は,

個 々の情 報 の特性 を代 表 す るキー とな る言葉 を選 択 し,そ の情 報の キー ワー ドとして検 索 の手 がか り

としa'る 。これ により複数 個 の キ ー ワー ドの選 択 や その組合 せ に よ り概 念 の組 合 せ が 可能 とな るの で 多

元 的 な観点 に もとず く検 索 が で き る とい う長所 を もって い る。 しか しこの た めの 用語 の 整 理 お よび統

合 が むず か し く,1っ の概 念 にい くっ か の概 念 があ った り,1っ の言 葉 が い くっ か の意 味 に取 られ た

りして 混乱 を招 くこ と もあ る。 この 問題 を解決 す るため には用語 の範 囲,限 定 句,関 連 語 な どを規 定

しなけ れば な らない。

また,1つ の 用語 をい くつ か の 用語 の合 成 と考 え,個 々の用語 に分 解 し(1つ の 体系 で な く,種 々

の面 に対 してそ れ ぞれ異 な った 体 系 で分解 す る),こ れ ら1っ1つ の 用語 に それ ぞ れ の特 徴 を表 わ し

たキ ー ワ ー ドを与 え る方法 が あ る。 この 方法 に よ り,1っ の 用語 をそ の特 性 を表 わ す別 の 用語 で表 現

す るこ とが可能 にな る。 この よ うな分 類方 法 をフ ァセ ッ ト(面)分 類 と呼 ぶが,9.2コ ン ピュー タ

ニ ュ ー ス'検 索 シ ステ ム(MASCOA)の 事 例研 究 に おい て
,こ の形 をみ る こ とがで きる。
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6. フ ァ イ リ ン グ の 方 法

6.1デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの 機 能

二 股 に コ ン ピ ュー タ を使用 し て検 索 シ ステ ム を設 計 す る場合 には,デ ー タ を蓄積 してい る フ ァイ ル

と しての外 部記 憶 装置(主 とし て磁気 デ ィス ク,磁 気 ドラム)に,い か に効 率 よ く デー タを 蓄積 し,

修 正 し,検 索 で き るかが問題 とな る。 よ り良 い デー タ ・マ ネ ジメ ン ト・シス テム を設 計す る場合 には,

そ の シ ステ ムの用 途 や 範 囲 によ っ て最 も適合 した フ ァイ リン グ ・シ ステ ム を採用 す る こ とが大 切 で あ

る。し か し,フ ァイ ル とどの よ うな 形 で デー タの リンケ ー ジを と りなが ら蓄積 ・修 正 ・検 索 を行 な え

ば良 い か とい うこ とは,シ ス テ ムの利 用 者 に情 報 を提 供 す る方 法 と して,即 時 処 理に よ る リアル ・タ

イ ム方 式に す るか,一 括処 理に よ るバ ッチ方 式 にす るか とい う処理 方法 に よっ て異 な る。 す な わ ち,

デ ー タの利 用 の され方 に適 合 し た形 に フ ァイル中 の デー タを登 録 ・編成 ・配 置 ・管理 し て行 か な け れ

ば な らな い。

そこで,こ の 章 では,デ ー タ を効 率 良 くフ ァイルす るため に要 求 され る要素 や機 能に つ いて 考 ゆ く。

外 部記 憶装 置 と して の フ ァイル に デ ータ を記憶 させ る場合,ま ず 要求 され る事 項 は,イ ン プ ッ トとし

て入力 され た デー タ を フ ァイル に ど う記憶 す るか,そ の ため に必 要 な デ ー タの構 造 はど うあ るべ きか

とい う ことで あ ろ う。

一 般 的な デー タ構造 の種 類 に は
,

線 型構 造

階層 構 造

木 構 造

階層 木構 造

グ ラフ(ネ ッ ト ・ワー ク)構 造

な どが あ り,こ の デー タ構 造 に対 して

シー クエ ン シ ャル な フ ァイ ル処 理

ラ ン グムな フ ァイル処 理

の 組合 せ が 考 え られ る。

最 も簡単 な組 合せ の 例 としては,磁 気 テ ープ ・フ ァイル に見 られ るよ うな 線型 構造 の フ ァイ ル を シ

ー クエ ン シャ ルに 処 理 す る方 法 で あ り
,複 雑 な例 と しては,グ ラフ構 造 の フ ァイ ル をシー クエ ン シャ

ル とランダ ム の両方 の処 理が で き るよ うな方 法 であ る。 ・

この よ うに,デ ー タの構造 と フ ァイ ル処 理方 式 を任 意 に組 み合 わ せ る と幾 通 りかの フ ァイ リン グ ・

シス テムが 形成 で きる。 現 在 コ ンピ ュー タ ・メ ー カや ソフ ト ・ウエ ア会社 で 発 表 され てい る汎用 マ ネ

ジメ ン ト ・シス テム は,こ の よ うな幾 通 りか の デー タ構造 とフ ァイ ル処理 方 式 を組 合 わせ た フ ァイ リ

ン グ ・シ ステ ム を採用 し てい る。 この他 フ ァイ リン グに関連 し て,単 な るフ ァイル編成 や 処理 方 式 だ
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けで な く,シ ス テ ムへの適 用 性 ・プ ログ ラム の簡易 性 ・イ ン プッ トの簡易 性,言 語 の 汎 用 性,リ カバ

リ(修 復)の 機 能 な どにつ いて も同時 に考 慮 しな け れば な らな い。

現在 発 表 され てい る汎 用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム の多 くは,デ ー タ構 造 や フ ァイル処 理 方

式 の他

(1)デ ー タ を記憶 ・蓄 積す る機 能 －STORE-

(2)デ ー タ を検 索 す る機 能 －RETRIEVE-

(3)デ ー タ を更新 す る機 能 －UPDATE－

な どデー タ ・マ ネ ジシ ン トと しての基 本 的 な機 能 につ い て簡単 な パ ラメ ー タや言 語(ホ ス ト言 語)を

用 い て,直 接 処 理 で きる工 夫 が な さ れ てい る。 ま た これ ら基 本 的機 能 の他 デー タ ・マ ネ ジメ ン.ト ・

シス テ ムをよ り実 用 的な もの とす るため に下 記 に示 す付加 機 能 のい くっ かが準 備 され てい る。

(4)デ ータ ・チ ェ ック,エ ン コー ド,デ コ ー ドの機 能

⑤ ガ ーべ ー ジ ・コ レ ク シ ョンの機 能

,⑥ 端 末 機 か らの オ ンラ イ ン問 合せ の 機 能

(7)セ キ ュ リテ!や 機 密保 護 の 機能.

(8)フ ァイ ル構造 の ディス ク リプ タ

(9)フ ァイ ルの リカバ リ(修 復)機 能L

⑳ チ ェ ック ・ポイ ン ト,リ ス ター トの機 能

ODデ ー タの加 工 機 能

⑫ 作表 の 機 能

圃 アカ ウンテ ィ ン グの 機 能

,

6.2デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム の 形 態

フ ァイ ルの形 態 をデ ー タ ・マ ネ ジメ ン トの立場 で分 類す る と表6.2.1の よ う にな る。

表6.2.1 デ ー タ ・マ ネ ジメ ン トの 分 類

第1分 類 少 種 類 多 ・ 種 類

第2分 類

第3分 類
単 能 的 多 能 的 単 能 的 多 能 的

小 量 ケ ー ス1 ケ ー ス2 ケ ー ス5 ケ ー ス6

大 量 ケ ー ス3 ケ ー ス4 ケ ー ス7 ケ ー ス8

・ 第1分 類:デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シ ス テム で取扱 うこ との で き るデ ータの種 類(少 種類,多 種 類)

第2分 類:デ ー タの 使用 形能(単 能 的,多 能 的)

第3分 類:デ ー タの量(小 量,大 量)

表6.2.1で もわ か るよ うに,フ ァイ ルの形 態 は,8つ のケ ー スに分 類 され,ケ ー ス1か らケ ー ス8に

移 るに した が っ て デー タ ・マネ ジメ ン トは 複雑 な 機 能 を要 求 され る。
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レ ベ ル3'

(関 連 レコー ド)

,

o

図6.2.1簡 単 な フ ァイ ル ・シ ス テ ム

ケ ー ス1は,少 種類 の デー タ を小量 かっ単 能 的 に 使 う場 合の デー タ ・マネ ジメ ン ト ・シス テ ムで あ

り,従 来 の テ ー プ ・システ ムに代 表 され るよ うな 線型 構造 で シー クエ ン シ ャル な処 理 を取 扱 う場 合 で

あ る。 ケ ー ス8は,多 種類 の デー タ を大 量 かっ 多 能 的 に使用 す る場 合 のデ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト・シ ス

テム であ り,シ ステ ム論的 に は設 計で きて も,実 用化 の段 階で かな りの制 約 や技 術 的 問 題 が残 る可 能

性 が大 きい。 この よ うな複 雑 な ケー スでは,次 の よ うな問題 が解 決 され な けれ ばな らな い。

(1)多 種 類 の デ ー タ を多 能的 に使用 で き るよ うな デー タ構造 を もたな け れ ばな らな い(グ ラフ構

造 の 採用)

② 多能 的 に 使用 す る ため,シ ー クエ ン シ ャル処 理や ランダム処 理が 任 意 に指定 で きな け れ ば な

らな い。

(3)平 均 検 索時 間 をで きるだ け短 か くす るよ うにデ ー タ構 造 ・記憶 ・処理 方 式 を考慮 しな けれ ば

な らな い。(右 回 りの検 索,左 回 りの 検 索,順 序 関係,逆 順序 関係 ペ ー ジン グな ど)

(4)大 容 量 の デ ィス ク ・フ ァイル装置 を必 要 とす る。

㈲ フ ァイル の保護,、デー タの機 密性 を考 慮 しなけ れば な らな い。

現 在 これ らの 問題 に つい て,メ ー カ を中 心 に開 発 が進 め られ てお'り,序 々に で はあ るが解 決 の方 向

へ と向 っ てい る。
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6.3フ ァ イ リ ン グ と シ ソ ー ラ ス

記事 情 報 シス テムは,他 の アプ リケ ー シ ョ ン ・システ ム と異 な り,シ ソ ー ラス をど うす るかが 重 要

な シス テム 設計 上 の問 題で あ る。 シ ソー ラスの 作成 は,

(1)記 事 情報 の 内容 を分 析 し,そ れ を代 表す るキ ー ワー ド(見 出 し語)の 選 択

② キ ー ワー ドの表 現方 法 や 構成 の 決定

(3)キ ー ワー ドを コ ン ピ ュー タ ・フ ァイ ルに登 録 す るた め の索 引 言語(標 準 的な キー ワー ド)へ の

変 換

(4)索 引 言 語 をラ ァイ ル に記 憶 す る時 の形態 の 決定

(5)索 引言 語 とデー タの連 結 方法 の決 定

な どの問題 を解 決 しな けれ ばな らな い。

この ため 起事 情 報 の シソ ー ラス を コン ピュー タに記憶 させ るた めには,

a)記 事 情 報 を代 表す るキ ーワ ー ド(見 出 し語)は,1つ で 良 い のか,2っ 以 上必要 な のか。

b)2っ 以 上必要 な 場合 は,そ の組 合 せ をど うす るか。

c)キ ー ワー ドは,単 一語 で表 現 で きるか,そ れ と も複合 語 を含 め て表 現 す るか。

d)キ ー ワー ドを 標準 的 な キ ー ワー ドに お き変 え られ るか 。

e)キ ー ワー ドと標 準 的なキ ー ワー ドの カ テ ゴ リを ど う設定 す るか。

f)カ テ ゴ リの分 類 体系 を ど うす るか。

9)標 準 的 キー ワ・一ドを索引 コー ドに す るの か,別 に考 えるか,そ の場 合の標 準的 な キー ワー ド

か ら索引 コ ー ドへ の変 換 をど う行 な うか。

h)索 引 コー ドを フ ァイル に記憶 す るの に どん な 方法 を選 択す る か。(テ ー ブル ・ル ッ クア ップ

方 式 にす るか,イ ンデ ッ クス方 式に す る か,そ れ と も索 引 コー ドそ の もの を特 殊 コ ー ドに し て

記憶 す るか)

i)索 引 コー ドと.デー タ との接 続方 法(.ポ イ ン トの順 序 づ け)を ど うす るか。

な どの事項 にっ い て検討 を行 なわな けれ ばな らな い 。

この よ うに記事 情 報検 索 シ ステ ム を設計 す る場 合 には,記 事情 報 の デー タ本 体 の フ ァイ リン グの方

法 と デー タを 蓄積 した り,検 索 した りす るの に必 要 な シソ ー ラスの フ ァイ リン グ とを考慮 し て,シ ス

テム を設計す る必 要 が あ る。
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7.フ ァ イル ・メ ン テ ナ ン ス の 方 法

7.1記 事 情 報 検 索 シ ス テ ム に お け る フ ァ イ ル ・ メ ン テ ナ ン ス の 考 え 方

情 搬 索 シス テ・ 噸 らず,・ ン ピ ー タ を禾旧 した ・プ リケ ー ・。 ン … テ・ 齢 ・・て
,フ ァ

イル ・メ ンテ ナ ンス の問題 は,シ ステ ムの良 否 を決 定す る上 に重 要 な要 素 とな っ てい る。 記事情 報検

索 システ ムに おい て も,新 し く発生 した 記事情 報 を フ ァイル に蓄積 す る場合 情 報 の フ ァイルへ の挿

入や 情 報 と検 索 キー を連 結 す るた め の シ ソー ラスの追 加
,シ ソー ラ スや デ ー タの フ ァイル中 での ア ド

レスの変 換 な ど,新 し く発 生 した情 報 をコ ン ピュー タ ・フ ァ イルに 蓄積 す るため の一 連 の オペ レー シ

ョンが なさ れる。 この 他 デ ー タ ・フ ァイル中 の情 報 の変 更 ・削除 な ど
,フ ァイ ル を正 しく保 持 してい

くため には,頻 繁 に フ ァイル の 更新 が な されな けれ ばな らな い。 ま た検 索 ・蓄 積 な どオペ レーシ ョ ン

の途 中 で フ ァイ ルや コン ピュー タに 欠陥 が 生 じて,そ れ 以降の オペ レー シ ョンが で きな くな るこ とも

あ る。 この よ うな場 合 もで きるだけ速 くフ ァイル を修復 し
,以 降 のオ ペ レー ショ ン を可能 に す るよ う

に しなけ れ ばな らな い。 この よ うに シス テ ムに とっ て,メ ン テ ナンスの 問題 を度外 視 して設計 を行 な

うこ とは で きな い ので,メ ンテ ナン ス効率 を上 げ るこ とが重 要 な問 題 となっ て くる
。

また,ケ ー スに よ って は,検 索効 率 を上 げる よ り もメ ンテナ ン ス効 率 を良 くし
,メ ン テ ナ ンス ・コ

ス トを低減 す るこ とに重 点 を置 い て システ ムを設計 す る場 合 もあ る。 この よ うに フ ァイル ・メ ンテ ナ

ンスは;シ ス テ ム設計 上 の 重容 な要素 で あ るが,次 にど の よ うな時 に フ ァ、イル ・メ ンテナ ン スが必 要

に な るか を整 理 してみ よ う。

フ ァイル ・メ ンテ ナ ン スは,大 き くデー タの 更新 と,コ ン ビュタや フ ァイルの故 障 に と もな うフ ァ

イ ルの修 復 とに別 け られ る。 デー タの 更 新 は,

(1)新 し く発生 した情 報 を フ ァイ ルに 蓄積 す るため の レコ・一 ドの追加

② 不 要 な情 報 を フ ァイルか ら削 除す るた めの レコー ドの 削除

(3)蓄 積 され た情 報 の値 を変 更す るため の レコー ド中 の アイ テムの 値の 変 更

(4)蓄 積 され てい る情 報 の レコー ド構造 の変 更

(5)蓄 積 され てい る情 報 の接 続の 変 更"

(6)蓄 積 され てい る情 報 フ ァイル媒 体 の変 更

な どがあ げ られ る。

また,フ ァ イル の修 復 は,下 記 の よ うな場合 に 必要 とな って くる。

α)ハ ー ド ・ウエ ア と しての フ ァイ ル媒 体(磁 気 テー プ,磁 気 デ ィ ス ク,磁 気 ドラムな ど)そ の

ものの欠 陥 によ るフ ァイル の故 障

② コン ピ ュー タ本 体 や フ ァ イル装 置 入 出力装 置 な ど,コ ン ピ ュー タや フ ァイ ルを動 かす機 構

の.故障 に よ るフ ァ イル の破壊

(3)デ ー タ処 理 の方 法(プ ロ グ ラム や オペ レ ー シ ョン)の 間 違 い に よ るフ ァイル の破 壊
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これ らの 問題 に ど う対 処 してい け ば 常に フ ァイル を完 全 な状態 に 保持 す るこ とが で き るか,ま た,

それ を保証 で き るか とい うこ とが,フ ァ イル ・メ ン テナン スの重 要 な点 であ り,こ れ らの処 理 をいか

に効 率良 く行 な うこ とが で さ るかが フ ァイル ・メ ンテ ナ ンスの 設計 目的 であ る。

7.2フ ァ イ ル 編 成 と デ ー タ の 更 新

新 し く発生 した情 報 を追 加(挿 入)し た り,不 要 な情 報 を削 除 した り,デ ー タの 内 容 を修 正す るな

どデ ー タの 更新処 理 は,環 境 や ニ ーズ の変 化 時間 的 な状 況 の変 化 に と もな って頻 繁 に 発生 す る。 こ

の ため に デ ー タの 更新 をい かに効 率良 く処理 す るか とい うこ とが 問題 とな るが,こ れ は情 報 を蓄積 す

るフ ァ イル の編成 方式 に よ り大 きな相 違が あ る。 そ こで,こ れ らの フ ァfル 編 成 方式 によ りデ ータの

更 新 が ど う異 な るか を次 に考 え てみ よ う。

(1)シ ー クエ ンシ ャル ・フ ァイ ルに お け るデー タの 更新

シー クエ ンシ ャル ・フ ァイルに お け るデー タの 更新 を考 えた場 合,レ コ ー ドに追 加 ・削除 がない

場 合 とあ る場 合 の2通 りが 考 え られ る。

外 部記 憶装 置 とし て磁気 テ ープ を使用 し てい る場合 は,い ず れ の場 合 で も更 新 に ともな って全 く

別 の フ ァイ ルを新 製 しな け れ ばな らな い が 磁気 デ ィス クを使用 してい る場 合 は,追 加 ・削 除 のな い

場 合 と追加 ・削除 の あ る場合 とで は処 理 の方 法が 異な る。 前者 の場合 は,更 新 デー タ を フ ァイル の

シー クエ ン スに あわ せ てあ らか じめ 分類 し てお き,前 者 の マ ッチ キー(照 合 キー)に よ りデー タの

抽 出を行 な っ て該 当す る レコー ドだ け を修 正 す る。 ま た,後 者 の場 合に は,新 し い レコー ドが 追加

され るために フ ァイ ル 自身 も新 製 し な ぐては な らな い。 これ を さけ るため に,オ ー バ ー ごフ ロー ・

エ リア を準 備 して置 くこ と も考 え られ るが,純 粋 な意 味 での シ ークエ ン シ ャル 処理 で は通 常 オ ーバ

・フロ ーの処理 機 能 は もた ない。

② イン デ ッ クス ド ・シー クエ ン シャル ・フ ァ イルに おけ るデー タの更 新

イ ンデ ッ クス ド ・シ ー クエ ン シ ャル ・フ ァイ ル にお け るデ ー タの 更新 は,オ ーバ'フ ロ ー ・エ リ

アを フ ァイル の中 に持 っ てい るので,シ ー クエ ン シ ャル ・フ ァイルの よ うに レ コー ドの追 加 ・削 除

によ る フ ァイルの 書 き替 え(新 製)は 行 な わな い。

この場 合 は,更 新 デ ー タの キ ー と フ ァイル の イ ン デ ックス ・エ リ アの キ ー をシ ー クエ ン スまた は

ラン ダム に照 合 す るこ とに よ り,直 接 プ ラ イム ・エ リアの該 当 レ コー ドを取 り出 し,デ ー タの更 新

が 行 な わ れ る。 もし 更 新 デー タ に レ コ ー ドの 追 加 が あ る場 合 は,プ ライ ム ・エ リ アや オ ー バ ・フ ロ

ー ・エ リ ア に追 加 され る 。

(3)ダ イ レ ク ト ・フ ァイ ル に お け る デ ー タの 更 新

ダ イ レ ク ト ・フ 。・fル{こ お け る デ ー タ の 更 新 は,更 新 デ ー タの キ ー とDASD(Direct

AccessSt。rag,D,vi・e)上 の レ ・ 一 ドの ア ドレ ス を ラ ン ダ マ イ ジ ン グfこよ っ て 関 連 づ

け て い る の で 更 新 デ_タ の レ コ ー ドを ダ イ レ ク トに 取 り出 し て 処 理 す る。 こ の た め レ コ ー ドの 追 加

・削 除 に っ い て もフ ァイ ル を 書 き直 す 必 要 は な く,直 接 行 な わ れ るの で 処 理 時 間 は 速 い 。 し か し,

ア ドレ ス の 関 連 づ け を ラ ン ダ ム イ ジ ン グ ・テ ク ニ ッ クな ど を 用 い て行 な っ て い る の で,シ ノニ ムの
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取 り扱 いや レコ ー ドの 更新 に と もな うア ドレス変 更な ど,全 てプ ロ グラム 上で 補 わ なけ れ ばな らな

いので,プ ロ グ ラ ミン グ作 業 が むつ か しい とい う欠 点 が あ る。

この よ うに デー タの更 新 の場 合,デ ー タが記 憶 され てい るフ ァイル の編 成 方式 に よ り更 新 の仕 方 が

異な って くる。 そ こ で,フ ァイ ル編 成 の選 択 を行 な う場 合 に は,次 の点 を考 え て選 択す る とよ い。

(1)シ ー クエ ン シ ャル ・フ ァイ ル

シー クエ ン シャ ル ・フ ァイルの 更新 は,フ ァイル に対 す る レ コー ドの追 加 ・削 除 の頻 度 が少 な く,

フ ァイル 全体 の デー タ量 に対 し て更新 レコー ドの量が 多 い もの に適 し,逆 の 場 合に は,不 適 で あ る。

(2)イ ン デ ック ス ド 。シー クエ ン シ ャル ・フ ァィ ル

イ ン デッ クス ド ・シ ー クエ ン シャル ・フ ァイ ルの 更新 は,レ コ ー ドの追 加 ・削除 の 頻度 更新 レ

コ ー ドの量 の大 小 は それ ほ ど問題 とな らな いが,更 新 デー タを探 り出す場 合 に イン デ ッ,クス ・エ リ

アと デー タ ・エ リアの2回 の アク セス を必 要 とす るの で,即 時 性 の強 い シ ステ ム では問 題で あ る。

しか し,フ ァイ ル の大 きさが大 きい,即 時性 の弱 い オン ライ ン ・シス テ ム には,ダ イ レク ト ・フ ァ

イ ル の場 合 の シノニ ムの処 理 な どがな いの で適 してい る。

(3)ダ イ レク ト ・フ ァイ ル

ダイ レク ト ・フ ァイル に お け る フ ァイルの 更 新は,ラ ン ダム処 理 の利 点 を用 い て,1回 の オAO・レ

ー ショ ンにお け る更 新 デー タの量 が
,フ ァイル の全 体 量 に対 して少 な い場 合 や 特定 の レコ ー ドに頻

繁 に起 こ る場 合 に適 す る。 ま た該 当す る レコー ドを取 り出 す場 合 ラ ンダ マ イ ジン グ ・テ クニ ッ ク

な ど を用 い るので,あ ま り大 きな フ ァイ ルでは シノニ ム処理 が大変 にな るこ とか ら比 較的 小 さい,

即 答 性 の強 い リ アル タ イム ・シ ス テム に適 す る。 ま た,ダ イ レ ク ト ・フ ァイル では,シ ノ ニム の取

扱 いな どが 発生 す るので,フ ァイル ・スペ ー スを100%利 用 す るこ とは ほ とん ど不 可能 で あ り,

通常 は70～80%位 利 用 され る。 これ は ラン ダ ム処 理 に お いては フ ァイ ル ・スペ ー ス よ り もア ク

セ ス ・タイ ムに重 点 がお か れ て い るこ と を示 して い る。

この よ うに フ ァイ ル 更新 に対 し ては,フ ァイルの 性質 ・フ ァイルの 編成 方 式,フ ァイ ル の処 理方

式(オ ン ライ ンか,バ ッチ か)な どを十分 考慮 した うえで,シ ス テム を考 えな け れば な らな い。

この他 ラン ダム処 理 の フ ァイル で は,レ コー ドの追 加 く削 除 が直 接 行な わ れ る ものの 更新 が度 重 な

る と・ フ ァイ ル 上 に 使用 され な いエ リアや レ コー ド間の ギ ャ ップが生 じた り
,頻 繁 に検 索 され る レ コ

ー ドが オーバ ・フロ ー ・エ リアに記 入 さ れ てい た りして
,フ ァイル や検索 効 率 を落 す こ とが あ る。 こ

の ため定 期 的 に ガ ーベ ー ジ ・コ レク ショ ン を行 な い フ ァ イル の中 味 を効率 よ く管理 で きるよ うに整 理

を し てお く必 要 が あ る。

7.3デ ー タの 正 当 性 と信 頼 性

情報検 索に お い ては,デ ー タ処 理の 迅速 性 と正 確性 は重 要な 要 素 で あ る。 そ こで この正 確 性 につ い

て考 え て み る。

正 確性 を論 ず る前 提 とし ては,イ ン プ ッ ト・デー タ,デ ー タ を処 理 す る ため の プ ロ グ ラム お よ び オ

ペ レー シ ョ ン,そ れ にハ ー ド ・ウエ アな ど,全 てが正 し く保持 され てな くてはな らない。 この た めに
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は,

a)エ ラー を発生 させ な い。

b)エ ラー を迅 速 に発 見 す る。

c)発 見 され た エ ラー をメ ン テ ナ ンスす る。

な どの対 策 が な されな け れ ばな らない。 こ のた め具 体 的 な方策 とし て,デ ー タの チ ェ ック,・プ ロ グラ

ムの テ バ ッ クや テ ス ト,オ ペ レー シ ョ ン ・マ ニ アル の整 備,教 育,コ ンピ ュー タの定 期 検 査な どが 必

要 とな るが,こ こでは イ ンプ ッ ト・デー タのチ ェ ックに 的 を しぼ っ て述べ る こ とにす る。

デー タ ・チ ェ ックの方 法 には,

(1)人 間 の 目や モニ タに よ る方 法。(読 み 合せ,パ ンチ ・ベ リ フ ァイの併 用な ど)

② プpグ ラム に よ る方 法。(シ ー クエ ン ス ・チ ェ ッ ク,マ ッチ ン グ ・チ ェッ ク,フ ォ ーーマ ッ ト

・チ ェッ ク
,ト ータ ル ・チ ェ ッ ク,検 証 コー ドによ るチ ェ ック)

(3)ハ ー ド ・ウエ アに よ る方 法(1/O命 令 や チ ャネル によ る再 試行)

な どが 考 え られ る。 チ ェ ックを行 な う段 階 も,イ ン プ ッ ト作成 段 階 キー ・パ ンチ の段 階 コ ン ビュ

ー タへ投 入 時 の段 階な ど種 々の段 階が 考 え られ る。

ま た,オ ン ライ ンで デー タ処理 を行 な う場 合,通 信回線 が 回線 雑音 や瞬 断 な どに よ り誤 りが発 生 す

る場 合 があ る。 この た め デー タの正 当性 を確 保 す るた め に誤 りを検 出 し訂正 しなけ れ ばな らな い。 こ

の 誤 りを検 出す る方法 とし て最 も一般 的に用 い られ る もの として,パ リテ ィチ ェ ックが あ る。 これ に

は,垂 直 パ リテ ィチ ェ ック と水 平 ・垂 直 パ リテ ィチ ェ ックが あ り,前 者 に比 べ る と後 者 は検 出能 力 が

高 い。

なお,チ ェ ック方 式 につ い て は,表7.3.1に 示 す。

表7.3.1誤 り 制 御 方 式

伝を
送も

情た

報せ
にる

記方

号法

ハ ミン グ符 号

サ イ ク リッ ク符 号

誤 り 検 出

符号を使用

垂 直 パ リテ ィチ ェ ッ ク

水 平 パ リテ ィチ ェ ッ ク

垂 直 ・水 平 パ リテ ィチ ェ ッ ク

群 計 数 パ リ テ ィ チ ェ ッ ク

定 マ ー ク ・定 ス ペ ー ス 方 式

伝に

送よる

方方

式法

返 送 方式
返送照合方式

チ ェ ック符 号返 送 方 式

連 送 方 式
並列伝送方式

反復伝送方式
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8. 検 索 の 方 法

8.1検 索 シ ス テ ム設計 上 の考 え方

これ まで コ ン ピュー タ を利用 し た記 事情 報 検 索 シス テムの 設計 に関 す る種 々の 機能 の うち

デ ータの 収 集

デ ータ ・リンケー ジ

フ ァイ リン グ

フ ァイル'メ ンテ ナ ン ス

にっ いて述 べ て きた。 そ こで 本章 では,検 索 につ い ての考 え方 や方法 につ い て述べ る こ とにす る
。

こ こで も う一 度"検 索"と い う言 葉に っ い て考 えて みた い。今 まで わ れわ れ は
,検 索 とい う言葉 を

"探 しだ す"と い う行為 として と らえて きた
。 この"探 し出す"と い う行 為 は,'情 報 の所 在 を探す

(明 らか に す る)"と い う行為 と"探 した情 報 を再 び取 り出す"と い う行 為 が含まれているので ・探 す ・

行為 と"再 び取 り出す"行 為 の間 に実行 され る必要 な 過程 が検 索 であ るとい うこ とにな る。 しか し,

シス テム に よっ ては 単 に質 問 に従 っ て情 報 を フ ァイ ルか ら抽 出す るとい うだ けに とどま らず
,利 用 者

の要 求 に よっ て取 り出 した情報 を加 工 ・編 集 して提 供 し た り,さ らに,利 用 者の要 求 に関 連 す る と思

われ る情 報 ま で含 め て積 極 的 に 提供 し よ うとす る一 連 のサ ー ビス活 動 をい う場合 もあ る。

この よ うな状 況 か ら総 合 的 に判 断 す る と,利 用 者 に少 しで も多 く役立 っ情 報 を提 供 す る ため には,

どのよ うに した ら良 い か とい うこ とが情 報検 索 の究極 の 目的で あ るとい え る。'

この検 索 シス テム の設計 に は,シ ステ ムの用 途,範 囲 蓄積 や 検 索 の処 理方 法 な どを決定 しなけ れ

ば な らな いが,具 体 的 に は,

α)誰 れ が(シ ステ ム側 の人 間)

"② どん な種 類 の情 報 を(情 報 の選 択)

(3)ど の位 の 量(情 報 量)

(4)ど んな 方 法 で(蓄 積 の方法)

⑤ ど うい う分 析 を行 なっ て(情 報 の分析 深 度)

体 系的 に 蓄積 す るか とい うことで あ り,き らに検 索 の ため に

⑥ どん な質 問 を(質 問 の 様 式)

(7)ど ん な方 法 で(検 索 処 理の 方 法)

行な うかに よ っ て,シ ステ ムが 決 ま る。

シス テム設 計 上,蓄 積 され る情 報 と検 索 され る情 報が,照 合 し易 い よ うにす るこ と も重 要で あ り,

蓄積 と検 索 の情 報 を索 引ず け る場 合 の概 念 や レベル に食違 いが ない か 十分 検討 を要 する。とくに記事 情

報 検索 シス テ ムは,こ の よ うな シ ソー ラス作成 に関 す る索 引 言語 の 体系 化 や複 合語 ・同義 語 ・同音異

語 ・異 音 同語 の取 り扱 い 方が 検 索 シ ス テムの良 し悪 しを決 め る こ とに な る。
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この他,検 索 上 の問題 とし ては,質 問者 の レベル や質 問の方 法 に もとず く質 問 の分 析 をど うす るか,

質 問情 報 の キ ー ワ ー ド(見 出 し語)を フ ァイルの 索 引 コ ー ド(標 準 的 な キー ワー ド)に 変換 す るに

は どの ような方 法 を と るか な どが あ る。

8.2検 索 シ ス テ ム の 運 用 方 法

情 報検 索 シス テ ムは,そ の目的 や環 境 に応 じ て,い ろ い ろな 検索形 態 が 考え られ るが,そ の 中で も

際立 った例 と して前節 で も述 べ た よ うに蓄 積 され た デー タ ・ベ ー スか ら,要 求 され た情 報 だ け を取 り

出す受 動的 な もの と,シ ステ ム側 か ら積 極 的 に利 用者 が必 要 と思わ れ る関 係 情報 を提 供す る もの とで

は,そ の検 索 の方 法 も異 な っ て くる。

受 動 的検 索 は,利 用 者 か らの問 い合 わせ の あ った 情報 に対 してのみ そ の キ ー.ワ ー ドを シソ ー ラス

・フ ァイル か らと りだ して,必 要 な索 引 コ ー ドを選 択 し,そ れ に基 ず きデ ー タ ・フ ァイル か ら該 当す

る情報 を抽 出す る方法 であ る。

一方
,能 動 的 検 索は,利 用 者1人1人 の関 心 分野 や要求 情 報 に関 す るフ ァイ ル を備 え てお り,そ れ

を活 用 し て新情 報 を入 手す るこ とに,シ ステム の利 用 者に垂 流 し的 に配 布 しよ うとす る もの で,情 報

の 選択 提供 －SDI(SelectiveDisseminationofInformation)一 とよ

ば れ てい る。

また,一 般 的 な情 報検索 シ ス テム にお け る検 索の 処理方 式 に っ い て述 べ る と,利 用 者(質 問 者)か

らの問 い合 わせ 示 指 として,端 末 器 や 入力 装 置 か らシス テムに 対 し,必 要情 報 の キ ー ワ ー ド 検 索

条件,出 力の 形式,エ ラーの場 合 の処 理 な どの 指定 を行 な い,さ らに検 索実 行指 令 を与 え る。検 索指

令 に従 って シス テ ムは,ま ず イ ン プ ッ トし た キ ー ワ ー ド に つ い て論 理 的 な組 合 わせ を行 な い,そ

の 結 果 とシ ソー ラス ・フ ァイル との 突 き合 わせ を す る。 つ ぎに シソ ー ラ ス ・フ ァイル か ら索引 コ ー ド

(標 準 的 なキ ー ワ ー ド)を 選択 し て該 当す る索引 コー ドをみ つけ,そ れ を キ ーに し て デー タ ・フ ァ

イ ルか ら必 要な情 報 を求 め る。 求 め た 情 報 は,シ ステ ム内 で キ ー ワ ー ドと統 合 ・編 集 し た う

えで,指 定 さ れた 出 力形式 によ り質 問 者 に 回 答 す る 。 ま た質 問の イ ンプ ッ ト ・ミスや,未 登 録 の キ

ー ワ ー ドな どが イ ン プ ッ トされ る と,シ ス テムは い くつか の照 合 過 程 にお い て 常に 異 常 をチ ェ ック

し,そ の都 度 そ の状況 を 出力装 置 に ア ウ トプ ッ トす る。

こ の関 係 を図8.2.1に 示 す 。

この 他,キ ー ワー ドに 該 当項 目が な か っ た り,用 語 の 使い方 が不 明 な場 合 に は,キ ー ワー ドを分 析

・解 釈 して
、 利用 者 とシ ステ ム との会 話 を通 し て利 用 者 に標準 的 な キー ワー ドを サポ ー トで きるよ う

に シ ソー ラス ・フ ァイル を整備 してお け ば,よ り良い 情報検 索 シ ステ ムが 設計 で き る。 この よ うな サ

ー ビスの で きる シソ ー ラス ・フ ァイ ル を設計 す る場 合 の 標準 的な キ ー ワー ドは 同位語 や 同義語 だけ で

な く,そ のキ ー ワー ドの 上位 のレ ベ ルの もの や下位 の レベル の もの,関 連用 語 な どに つい ても含 めた

デ_タ ・ リ ン ケ ー ジ を 考 え,他 の キ ー ワー ドとの 関 係につ い て も表現 で き る よ うにま とめ て

お く必要 が あ る。
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図8.2.1情 報検 索 シ ス テム の形態

と くに オ ンライ ンを 利用 した情 報検 索 シ ステム に おい て は,端 末 器 を通 した 利用 者 とシ ステ ム の直

接 的 な会話 が不 可欠 で あ るの で,利 用 者 の不慣 れな 面 を少 し で も補 え るよ うに 工 夫 や,代 替 用語 の 提

供,用 語 の解 説 な どの機 能 を付 加 す るこ とが必 要で あ る。

以上,本 報告 書 では,こ れまで に記事 情 報 検索 のた め の デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム のあ り方 と

そ の活 用 法 にっ い て検討 して きたが,こ れ らの具 体 的 な モ デル と しては,コ ン ピ ュー タ関 係 の 記事 情

報検 索 を と りあ げ,第9章 の事 例 研 究 で解 説 して い る。

■

々
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9.事 例 研 究:コ ン ピ ュ ー タ 情 報 ・

検 索 シ ス テ ム(MASCOT)

(1)研 究 開発 へ の背景

コン ピュー タ を使用 した 情報 検 索 シス テム は,情 報処 理 シス テム の重 要 な機 能 の一 部分 と して早

くか ら研 究開 発 がな され て きた 。 そ の技 法 も,PCSの 時代 か ら今 日 に み るオ ン ライ ン多重 処 理 の

可 能 な時 代 に 至 るまで,多 くの方 式 が生 み だ され,実 用 化 さ れ て き た 。す な わ ち,分 類 コー ド

をキ ー ワー ドとし た検 索 か ら,シ ソ ー ラ スの不 要な 連想 記憶 に よ る自然 語 の検 索 に至 る まで,学 門

の分 野か ら も応 用 技術 の分 野 か らも,多 角 的 に研 究が 進め られ てい る。

また,情 報 検 索 を利 用 面 から見 た場 合 に は,経 営情 報 シ ステ ム(MI・s)を 支 援 す る重 要 な機能 と

して,そ の 果す 役 割 は極 め て大 き く,意 思 決定 の た め の情報 をデ ー タ ・バ ン クか ら即時 に,し か も

必 要 な加 工 を施 し て効 果的 に 提 供す る こ とを可 能 に し てい る。

しか し,情 報 検 索 といっ て も,そ の取 扱 う情 報 の種 類 に よっ て,ま た,利 用 目 的に よ っ てい ろ い

ろな検 索 方 法が考 え られ る。 情報 には 数値情 報,語 句情 報 文 章 情 報 図 形 情 報 音声 情 報 … …

・・フ な どの種 類 が あ るが
,今 日 ま での コ ン ビ。ユ一 夕に よ る検 索 システ ムは,主 とし て数 値 デ ー タを

取 扱 う統 計情 報 検索 システ ム,語 句 デ ー タを取扱 う文 献 情 報検 索 シス テ ムが,一 般 的に 考 え られて

きた。 情 報の蓄 積 には,磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス クが主 に使わ れ,シ ー クエ ン シャル処 理 ラ ン ダ

ム ・ア クセ ス処 理 に よ り情 報 の検索 が 行 なわ れ て きた。'

検 索 機能 の 必要 性 は 当初 入 出力処理 ルー チ ンの 一機 能 とし て要求 され,そ れ が コンパ イ ラ,あ

るいは専 用 言語 な どの高 水準 言語 の 中 で機 能 す る こ とが要 求 され た。 その後,単 一 目的 だ け ではな

く,多 くの 目的の た め に使用 で き るよ うに,共 用 フ ァイル を もった 検 索 システ ムの 必要 に迫 られ,

デ三 夕 ・ベ ー スを基 盤 と す る汎用 デー タ ・マ ネジ メ ン ト ・シス テ ム(GDBMS)が 作 られ るに至

った。 この段 階 に至 っ て,検 索 シ ス テムは,デ ー タ ・マネ ジメ ン ト ・シ ステ ム の一 機 能 と し て取 扱

われ るよ うに な り,デ ー タの 管理 と密 接 な 関連 を持 つ よ うにな った。

これ に最 近 では,バ ッチ処 理 だ け でな く,オ ン ライ ン ・リアル タイ ム処 理,TSS処 理 の機 能 が

追加 され,ONLINE-DMSや,ONLINE-FMSが 主 流 を占 るよ うに なっ た。 汎用 デー

汐 ・マネ ジメ ン ト ・シ ス テム は,ホ ス ト言 語形 式 ま たは専 用 言語 形 式に よ り記 述 が容 易 で便 利 にな

ってい るばか りか,運 用 面 か ら も多 くの効 果 的な 機能 を持 っ てい るが,実 際 的 な活用 面 か ら見 ると,

いまだ十 分 使 い こな してい る と こ・ろは 少 な く,今 後 に多 くの問題 点 をかか え てい る。

注(1)GDBMS:GeneralizedDataBaseManagementSystem

(2)FMS:FileManagement.System

(3)GDBMSの 種 類,言 語 形 式 な ど に っ い て は45-SOO1「 経 営 予 測 の た め の デ ー タ ・

マ ネ ー ジ メ ン ト」 を参 照
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われ われ の 周 囲に存 在 す る情 報 の うち,そ の80%は 不 定 形 な情 報 で あ り,こ れ らをで きるだ け

定 形 化 規 範 化 して記 録 し,そ れ を管理 す るこ との 重要 性が 最近 強 く認識 され て きてい る。 情報 検

索の分野 で も,文 章 情報,図 形情 報 の取 扱 い方が 重要 視され っっ あ る。 人 間が 記憶 した り,人 間 が

管理 していた これ ら不 定形 な 情報 を機 械 の 管理 に置 換 えよ うとす る試 みが行 な われ てい る。 そ れ ら

のい くつ か の方法 の 中 で も,マ イ ク ロフ ィル ム記録,ホ ロ グ ラ フィ記 録な どに よ る情 報検 索技術 の

開 発 はわ れ われ の注 目す る と こ ろで あ る。 しか し,こ の分 野の 多 角 的利 用 に対 しては,い ま だ,実

験 研 究段 階で あ り,実 用 化 まで に は まだ数 年 を要す る と思 われ る。 マ イ ク ロ フ ィル ムや ホ ロ グ ラィ

記 録に よ るデ ー タを,コ ン ピ ュー タで 管理す る 情 報 検 索 シス テ ムで は,デ ータ群 を～ つ の パ ター

ンと して,取 扱 う こ とが で き るた め,イ ン デ ック ス ・テー ブル を完全 に もてば,大 容 量 の しか も不

定形 な,新 聞記 事 や文 献 な ど の文 章情 報や,製 図 や カ ラー写 真 な どの図 形情 報 も適時 検 索 す るこ と

が 可能 に な る。 この よ うな検 索 シ ステ ムが 可能 になれ ば,コ ン ピュ ータは,イ ンデ ック ス ・テー ブ

ル の管理 と不定 形 な大量 情 報の 入 出 力 管理 に おい て,'重 要 な役 割 を果 たす こ とにな るで あ ろ う。

しか し,こ の よ うな大 容 量 記憶 の ため の便利 な 情報 管 理 シス テ ムが 多 くの利 用分 野で 実施 され利

用 され るまで の過 渡 的な 段 階 と し て,不 定 形 な情 報 の うち,と くに 文 章 で表 わ され た情 報 た とえ

ば新聞 記 事 雑 誌,文 献 な ど の記 事情 報が,現 在 使用 され て い る コン ヒ。ユー タ と周辺 機 器 を使 っ て,

ど のよ うに 管理 で き,検 索 で きるか を究 明す る こ とも重 要 で あ ろ う。

最 近 で は,フ ァク シ ミリ,マ イ グ ロ デー タ伝送 の技 術 進歩 もめ ざま し く,こ れ らを総 合し た記 事

情 報 サ 」 ビスが注 目 され っ?あ る。 ま た,通 信 回線 の民 間へ の開 放 もあ り,通 信 と コン ピュータ を

直 結 した 新 しい 情報 提 供 サー ビスが 可 能に な っ た。 しか し,一 概1こ情 報 提 供 サ ー ビス とい っ て も,

そ の目 的や対 象 方 法 な ど によ り,い ろい ろな シス テム構成 が 考 え られ,そ れ を支 援 す る情報 検索

も 目的 とす るシス テム の状 況 に応 じ て,さ ま ぎ まな形 態 を と るこ とにな る。

一般 に
,ど の よ うな システ ム開 発 に もいえ る ことで あ るが,そ の シス テム の利 用 価値 を計 る尺度

の規準 を どの よ うに置 くか に よっ て,そ の シス テム の価 値 評価 は変 っ て くる。 処 理 能 力の 向 上,管

理水準 の向 上,省 力 化 経 済 性 将 来 性 な どの 面か ら,こ れ らの全 て を満 足す る シ ス テム を作 りあ

げ るこ とは,お そ ら く希 で あ ろ う。 処理 能 力の向 上 を図れ ば,通 常,経 済性 は あ る程度 犠 牲 にせ ざ

る を得 な くな る。

そ こで,検 索 シ ステム を作 る うえ に も,そ の利 用 目的 を限定 して,ど この メ リッ トを上 げな けれ

ばな らな いか を検討 し,そ の重 点 部分 を中 心 に総 合 的 に シス テムの 価値 評 価 を行な った 上 で,開 発

に と り組 まな けれ ばな らな い。 どの よ うな種 類 ・内 容の情 報 が,ど の よ うな対 象 ・範 囲 の利 用者 に,

どの よ うな方 式,形 式 で提 供 され,そ れ が どの よ うな 分 野の 目的 に使 用 され るか に よっ て,検 索 シ

ス テム は 彩れ そ れ特 徴 を もっ た 「何 々 の ため の何 々 シス テム」 とい った よ うな 専用 シ ス テム とな る。

とくに,情 報 提供 サー ビス を営 利 で行 な う場 合 には,こ の よ うな 検 討は 非 常 に重 要 であ り,目 的 に

合 った情報 を適 時に 選 択 し検索 して,見 易 い形 式 で安価 に 提供 で き る シ ステ ムにす るた め の十分 な

調 査研 究 をしな けれ ばな らな い。 その よ うな 利用 サー ビスを行な うには,デ ー タ ・バ ン ク を常に有

効 な利 用価 値 の高 い情報 で 満 し ておか な け れ ばな らず,そ の ため の メ ン テ ナン スが 非 常 に重 要 にな
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り,運 用 管理 に は かな りの労力 と時 間 を要 す るこ とに な る。 ま た,検 索 され た報告 のサ ー ビス効果

を高 め るた めに,そ の 表 示 には タ イ プ ライ タ,ラ イ ンプ リン タ,デ ィス プ レイな どを,緊 急 度 に応

じ て十 二分 に駆 使し た シ ス テム編成 を考 え る必要が あ る。 もちろ ん,バ ッチ 処 理 サ ー ビスにす るか,

オン ラ イン処 理 サー ビスに す るか は,情 報 の緊 急 性 形 態,量 な どによ り決 め られ るこ とに な ろ う。

こ の よ うな 背 景の もとに,わ れ わ れ は こ こで記事 情報 提 供 サ ー ビスの た めの 記事 情 報 検索 シス テ

ム として,コ ン ピ ュー タ関連の 記事 情 報 を と りあ げ,こ れ らの 大容 量 情報 を カナ文 字情 報 と して整

理 し,各 々の情 報 を限 定 し た長 さに 要 約 して,コ ン ピュー タで効 率 よ く管理 す る とと もに,必 要 に

応 じて即 時 に 出力 で き るよ うな システ ムMASCOTを 想 定 し,実 用 化 のた め の研究 を行 な うこ と

によ り,記 事情 報 提 供 サ ー ビス のた めの コン ピュー タ システ ム とし ての管 理技 法,検 索 技 法 を実 験

的 に考 察す るこ とに した。

以後,コ ン ピ ュー タ記事情 報 ・検 索 シ ステムMASCOTの 概 要に っい て 述 べ る こ とにす る。

② シス テムの概 要

コ ン ピュー タ情 報 ・検 索 シス テム(MASCOT:MAnagementandretrieval

SystemforCOmputer'sinformation)は,日 々発生 す る コン ピ ュー タに 関す

る政策,運 営 技 術 開 発 サ ー ビスな どの一 連 の記事 情 報 を,コ ン ピュー タ とその 周辺 機 器 を使用

して効 果 的 に管 理 し,そ れ らの情報 の 中 か ら利用 者 の ニー ス に合 った もの を選 択 し検索 し て,タ イ

ム リー報 告 す るた めの シ ステム であ る。 すな わ ち,新 聞 雑 誌 文 献,辞 典な どに 記載 され るコン

teユ ー タee関 す る,ハ ー ド面 あ るい は ソ フ ト面の 文章 情報 を,カ ナ文字,英 数 字で66文 字 以内 に

整 理 し てデ ー タ を作 り,そ れ らの デ ー タを使 用 して サー ビスの 目的 毎に フ ァイ ル を編成 し,さ らに

それ らを統括 管 理 す る デー タ ・ベ ー スを確 立 し,デ ー タ ・マ ネ ジメン ト ・シス テム を造 りあ げてい

る。 フ ァイ ルは,イ ン デ ック ス ド ・シー クエ ン シャルま た は ラン ダム ・アクセ ス ・フ ァイ ル で編 成

して い る。 これ らの フ ァイ ルで 管理 で き るデ ー タ件数 は,お よ そ35万 で あ る。検 索は,会 話形 式

で行 な い,必 要 な情 報 を選 択 し,適 時抽 出 で きる簡単な 専 用 言語 を保 有 して い る。 検 索 に必 要 なキ

ー ワー ドは
,記 事 内容 を最 も良 く表 わす 語 句 を数 個 そ の文 章 の中 か ら選 び 出すKWOC方 式 を と

っ てい る。KWOC方 式 を とっ た のは,自 然語 をキ ー ワー ドと して文頭 か ら順 次検 索 し て行 く

KWICに よる方 法で は,異 音 同語,同 音 意語,関 連語 な どの取扱 い を コン ピュ ータ側 に まかせ る

こ とに な り,プ ロ グラ ムが複 雑 な割 に は処 理効率 が 悪 く,実 用 的 でな い と判 断 した ため であ る。現

在'研 究 を行 な っ てい るよ うな タイ プの シス テム では,入 力 時 に 多少 の労 力 が かか って も,キ ー ワ

ー ドの基 本 的な 管理 は 人手 で行 な う方 が よい
。 それ は,キ ー ワー ドとデ ー タの結 び っe〕をデ ー タ収

集 段 階で明 確 に し て お くこ と に よ り,検 索 結果 の利 用効率 を高 め るこ とにな るか らであ る。 検索 結

果 の「vesは 賜 くす るナ・め 咄 力項 目の配　IJを考 え簡潔 噸 領 よ くま とめ るよ うに配慮 した
.報 告

に 緊 急性 を用 しな ・場 合 は・ 麟 の 理解 度 編 め るた め 自動 辮 締 ・・ テ ム 鞭 用 し て辮 繍

の 出力 も可 能 に し た。

これ ら一連 の処 理 を行 な うコン ピ ュー タ ・プ ログ ラム は,汎 用 デー タ ・マネ ジメ ン ト ・シス テム

(RAPID:RetrievalAndProductionforIntegratedData)一 富
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=ヒ通 提供)を ベー スに した コ ボル 語 に よ るプ ロ グラム と アセ ン ブ ラ(FASP)に よ る独 自の イ ン

バ ー デ ッ ド ・フ ァイル を も った専用 プ ロ グ ラム の2つ の面 か ら作成 し,こ れ らを比 較 検討 し て シ ス

テム の運 用 面で の 効率 テ ス トを行な った。

MASCOTは,FACOM230-60TSSモ ニ タVの 下で 稼動 す るデ ィス ク ・ベ ース の マ

ネジメ ン ト ・シス テム で あ る。現 段 階 に おい て は,ONLINE-DBMSが 富 士 通 か ら提 供 され

て いな い の で,バ ッチ 用のDBMS-RAPIDを 使用 し,記 事情 報 検 索 を行 な うこ とに した。

MASCOTに おけ る記 事情 報サ ー ビスの 主 旨は,必 要 とす る コン ピ ュー タ情 報 の所在 を・明 らか

に し,そ の概 要 を知 らせ るこ とで あ り,ま た,情 報 源 お よ びそ の詳 細 を知 りた い向 きには,出 所,

掲載 頁 な どを提示 して,そ の足掛 りを教 え るこ と にあ る。MASCOTが 将 来 自動 検索 サー ビス ・

シス テ ム とし て巾広 く利用 され て ゆ くた め に は,当 然 マ イ ク ロ ンステム との 同期,サ ブシス テ ム間

の有 機 性が 必要 とな ろ う。 ・

本来,こ の よ うな情 報 提 供 サ ー ビスの たあ の シ ステム を開 発 す る場 合 には,利 用 面の 制 約 条件 を

は っ きり させ て か らと りか か るべ きであ るが,わ れ わ れ は,こ の際,利 用価 値,利 用 効 果 を全 く無

視 して シ ス テム設 計 に 当 らざ るを得 な か っ た。 なぜ な ら,記 事 情報 の オ ンラ イ ン検 索 とその提 供 サ

ー ビスの実 施例 は い まだ無 く,全 く未開 の分 野 であ ったか らであ る。 利 用価 値 を高 め るた め に は,

やは り一 定 期間 そ の システ ム を活 用 し,幾 度 か改 良 を行 なっ て試行 錯誤 的 に最 も好 ま しい 利用 の パ

ター ンを見 出 し て行 くの が賢 明 であ る と思 われ る。 この よ うな観点 か ら,本 シ ステ ム の研究 開発 は,

あ くまで コ ン ピュー タ ・サ イ ドに立 っ て記 事 情 報 をど の ように 管理 し,検 索 した ら効 果 的 か,記 憶

の効 率 化,管 理 の仕 易 さ,検 索 の迅 速性 とい った3点 か らその技 法 を究 明 す るこ と に した。

MASCOTは,サ ブ シス テム と して① コン ピ ュー タ用 語 ・検 索 シ ス テム(MASCOG:

MAnagemehtand.retrievalSystemforCOmputer'sGlossary),

② コ ン ピ ュー タニ ュー ス ・検 索 シス テム(MASCOA:MAnagementandritrieval

SystemforCOmputer'sArticle),③ コ ンピ ュー タ文献 ・検 索 シ ス テム(MASC

OL:MAnagementandretrievalSystemforCOmputersLitera-

ture)か ら構 成 され て い る。

MASCOGは,コ ン ピ ュー タに 関連 す る各用 語 とそ の意 味 を記録 し,必 要 に応 じ て用語 の 意 味

を検索 サ ー ビス する シス テムで あ り,出 典,記 載 頁,関 連用 語 な ど も含 め て タ イプ ライ タまた は デ

ィスプ レイに表示 し報 告 す るこ とが で きる。

MASCOAは,主 要 新 聞 あ るい は専 門 分 野 の新 聞 に記載 され た コ ン ピ ュー タに関 連 す るニ ュー

スの要 点 を,カ ナ文 字情 報 と して記 録 管理 し てお くこ とに よ り,必 要 に応 じ て指 定 された 条件

(AND,ORの 機 能 を有 し,そ の組 合 せ 検 索が 可能)の ニ ュー スを会話 形 式 で 選択 しなが ら検 索

し,タ イ プ ライ タ,ラ イン プ リンタ,漢 字 プ リンタに 印刷 し報告 す るシ ステ ムで あ る。 ・

MASCOLは,内 外 の雑誌 また は文 献の 名称,発 行 年 月,記 載 内容(題 目),所 属 分 野 な どを

英 字,カ ナ文字,記 号 な どで 整理 し,管 理す るこ とに よっ て 必要な分 野 の必 要 な 内容 が盛 込 れ た雑

誌 や文献 を適時 検 索 し,サ ー ビスす るシス テムで あ る。 検索 方 式 お よび 出力 様 式 は,MASCOA
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と 同様 で あ る.こ れ らの サ ブ シスtム につ し'ては 後の 節 で詳 し く説 明す る・

0

竜

コ ン ピュー タ情 報 ・検 索 シ ス テム
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サブシステム サ ブシステム
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図9.0.1MASCOTの 構 成
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電子計 算機 用語 辞 典

基 準 コ ン ピュ ー タ辞 典

総 合 コ ン ピュ ー タ辞 典

JISコ ン ピュ ータ用語

IFIP-ICCVOCABULARY

新 聞

日本工業新聞

日刊工業新聞
電波新聞

電気新聞
日本経済新聞
データ・ネット

雑 誌 ・

(海 外)

オ ー トメ ー シ ョ ン

ビヘ ビア ・サイエンス

ACM

マネジメン ト ・サイエンス

ソフ トウエア ・エイジ

コンピュ一夕 ・ジャーナル

文 献

(国 内)

事 務 管 理

事 務 と経 営

情報 科 学

数理 科 学

組 織 科学
コンピュータ ・レポー ト

コンピュー トピア

、

口

コ ン ピュー タ情 報 ・検 索 シス テム:MASCOT

■

図9.0.2

一56一



'

唯

向

●

9.1サ ブ シ ス テ ム:コ ン ピ ュ ー タ 用 語 ・ 検 索 シ ス テ ム(MASCOG)

(1)MASCOGの 概要

pン ピ ュ一夕用 語 ・検索 シス テム:MASCOGは,コ ンピ ュー タに関 連 す る用語 と そ の情報 を

記 録 し,必 要 に応 じて指 定 され た 用語 の 意味 や出 所 を検索 し,提 供 サ ー ビスす るシ ス テ ムで あ る。

コ ン ピュー タの分野 で 使 われ る用 語 は,

① ハ ー ドウエ ア設計 上,製 作 上 の用 語

② プ ロ グ ラ ミン グ上 の用語"

③EDP運 用 管理 上の 用 語

④ ユー ザに おけ る利用分 野 の用 語

⑤ 数 学,経 営工 学 な ど の周辺 科 学 の用 語

⑥ 電気,機 械 な どの 関連 産 業 の用 語

な どが あ る。

MASCOGで は,こ れ らの用 語 を整理 し,フ ァイル に50,000語 程 度 管 理 で きる よ う設 計 し

てい る。 しか し,現 在 は 実験 段 階 で もあ るので 使用 デー タは23,000語 に止 め研 究 を行 な っ て

い る。用 語 は8種 類 の用 語 辞典 か ら引 用 し てお り,こ れ ら23,000語 の中 か ら同 意語 を整 理 して

その うちのお よそ15,000語 を用 い て デ ータ ・ベ ー スを作成 しでい る。用 語 は,辞 典 の用 語 をそ

の ま ま キー ワー ドと して使用 し てい る。 用語 間に シソ・一ラス を もっ こ とは,非 常 に大 切 な こ とで は

あ るが,こ の 分野 の用 語 が い まだ 定 着 し てい な い現段 階 におい ては,整 理が 難 しい ので 今 回 は それ

を考 えず に デtタ ・ベー ス を作成 した。1件 当 りの デ ータは,用 語,用 語 の意 味 出所(辞 典名,

掲載 頁)tt整 理 番 号な どの項 目で 構成 してお り,英 数 字 ・カナ文 字で 集 団磁 気 デ ィ スクFACOM

471Kに 記 録 し て.いる。 検 索は,コ ン ピュー タ用 語 をキ ーワ ー ドと し,英 数 字 ・カ ナ文 字 を使用

した 語 また は句 によ る自然語 で行 な う。 用語 の 意 味は,初 心者 用,専 門家 用 の 区別 な く特 定 の8種

類 の辞 典か らそ の内容 を整 理 し,66文 字 以 内 に要約 して入力 デー タと した もの で,意 味の難 易 や

そ の 内容が 十分 表 現 し切 れ な い と ころ が あ る。 そこで,こ の よ うな不 足 の情 報 を補 うた め に,デ ー

タの中 に出所,掲 載頁 を盛 込 ん で さ らに詳 しい デー タが欲 しい 向 きに は,適 当な 辞 典が 選 べ るよ う

な足 掛 りを提 供 し てい る。

MASCOGは,MASCOTモ ニ タの下 で働 く検 索用 サ ブ シス テ ムで あ り,将 来 は 他 の サ ブシ

ステム:MASCOA,MAscbLと 関 連 を もたせ,自 由 に組 合せ 検索 が で き るよ うに す る予定

で あ る。 デ ー タ ・ベー スは,汎 用 デー タ ・マネ ジメ ン ト ・シス テム:RAPIDを 使用 し て運用 し

てい る。 検 索 した結 果 は,問 合 せ 後 数 秒で タイ ヲ ライ タまたはCRTデ ィス プ レイ に報 告 で きる。

また,漢 字 文 の 出力が 必要 な場 合 には,電 算写 植編集 システ ム を用意 して い る。
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図9.1.1コ ン ピ ュー タ 用 語 ・検 索 シ ス テ ム=MASCOG
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図9.1.2 MASCOGに お け る シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

(2)デ ー タの収集 方 法

入 力 デー タと して,コ ン ピ ュ ータ関 係 の辞 典 か ら,用 語,用 語 の意 味 辞典 名,掲 載 頁 な ど を収

集 した。 利用 面 を考 え ると用語 は,デ ー タ収集 段 階 で初級 者用 とか 技 術 者用 とか,あ る いは専 門 分'

野 用 とか 区別 し て整 理 して おい た方 が好 ま しい 。 デー タは,数 種 類 の辞 典 か ら収集 す るた め同 語
,

同意 語 関連 語 を整 理 し,同 語 は一 つ に,同 意語 ・関 連語 は参 照 用 語 と して一 グル ープ に ま とめ た。

た とえ ば,「 グ ラ フ ィ シク ・デ ィス プ レイ」 とい う用 語 には,同 語 とし て,グ ラ フィ ッ ク デ ィ ス

プ レ イ,グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レ ーな どを ま とめ,同 意語 として,デ ィ スプ レ イ,図 形 処理装 置

ブラウ ン管デ ィ スプ レ イ装置,さ らに 関連語 として,デ ィ スプ レイ ・シス テム,コ ン ピ ュー タ ・グ
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ラ フ ィ ッ ク,図 形 処理 シ ス テム,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ー タ ・プ ロ セ ッ シ ン φ 図 形 処 理 プ ロ グ ラ ム な 、

どを ま とめた 。 これ らを と りま とめ る作業 には,多 くの労 働 と時 間そ れ に専 門 の知識 を必要 と した。

実験 シス テム は,次 の8種 類 の 辞 典 か ら用語 を引 用 し入 力 デ ー タ とした 。

① 図 解 ・電子計 算 機 用語 辞 典(日 刊 工業)

② 基 準 コン ピ ュー タ用語 辞 典(日 本事務 能率 協会)

③ 総 合 コン ピ ュー タ辞 典(日 本経 営 出版 会)

④JIS情 報 処理 用 語(日 本規 格 協会)

⑤ 電 子計 算 機 ハ ン ドブ ック(オ ー ム社)

⑥ 電 子計算 機 ハ ン ドブ ッ ク(コ ロナ社)

⑦'情 報 処理 ハ ン ドブ ック(光 淋 書 院)

⑧IF'IP-ICCVocabularyoflnformationProcessing

整 理 され た デー タは,コ ン ピ ュー タ ・シス テム の入 力デ ー タ とし て カ ー ド(用 語 マ ス タ,用 語意

味 デ ー タの2種 類)に 穿孔 した。 入 力 デ ー タ ・フ ォーマ ッ トは次 の 通 りで あ る。

、

〉

用語 マ ス タ

整理番号

(5桁)

用 語

(32桁)

出 所1 出 所2 出 所3

辞典

略

号

(2)

掲載頁

・

(5) (5)

用語 意 味 デ ーダ

整理番号

(5桁)

用 語 の 意 味

(66桁)

◆

'(3)デ
ー タ ・リンケ ー ジの方 法

当初,コ ンピ ュー タ用語 の シ ソー ラス を作 成 す るた め に体 系 化 を企 てた が,情 報処 理 は い ろい ろ

な分 野 の集 合 であ るため,一 つの 用語 が何個 所 の分野 と も関 係 を もっ こ とが 多 く,特 定 のマ・ス タ に

帰着 させ ることは むず か しい。たと幻 ま,「 キャラクタ・ディスプレイ」という用語 をとりみ ずた場合,ソ フトウエア

の 分 野,ハ ードウエアの 分 野,ユ ーザ利 用 の分 野,プ ログラム言 語 の分 野 など,い ろいろな分 野の マ ス タと関

連 をもつ た め,取 扱 い 易 い 木構 造 に データ編成 することが で きず 複 雑 な ネットワーク構 造 を と らざるを え

な い。 ま た,「 キ ャ ラク タ ・デ ィ ス プレ イ」 は,見 方 を変 えれ ばオ ンラ イ.ン ・サ ー ビス の端 末 機 と

して 使用 され,オ フ ライ ンの デー タ ・コ レク タと して も使われ る,さ らに,MISに 不 可欠な 周辺

装 置で もあ るな ど,さ ま ざまな 分 野 との 関連 を もっ て お り,さ らにそ れ らの結 び つ きが 強 くなっ た

り弱 くなった り複 雑 な様 相 を呈 し てい る。 現段 階で は,こ の よ うな関 係 を全 て満足 す るよ うな複 雑

■
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な シソー ラス を組 み あ げ る こと は むず か し く,メ ン テナ ンス の 問題 と合せ て考 え る とそ の実 用 化 は

不可 能 に近 い と思 われ る。 以上の よ うな状 況 か ら,こ の研究 では無 理に体 系化 は行 なわ ず,特 定 の

用 語 に対 す る参 照用語 として 同 意語 関 連語 を 同一 グル ー プに集め る程度 に止 め,シ ソ ーラ スは強

収集 した用 語全 て をEBCDICコ ー ドで分 類 し,リい て考 え な い こ とにし た。 デー タの 整理 は,

整 理 した 索引用 語 とその 意味 の ・一覧 表 の一 部 を次 に掲 載 す る。ス トしたもの を 用い て行 なった 。
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(4)フ ァ イ リ ン グ の 方 法

〔デ ー タ ・ベ ー ス の 定 義 〕 デ ー タ ・ベ ー ス は汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シ ス テ ムRAPID

の 定 義 ユ ー テ ィ リ テ ィPRDDESPの フ ォー マ ッ ト指 定 に よ り行 な う。

ρ

◆

デ ー タ ベ ー ス

定 義 カ ー ド

一一タベース

(MASCOO)

DISCRIPTION

メ ソ セ ー ジ

デ ー タ ベ ー ス

定 義 リ ス ト

●

禽

図9.1.3 MASCOGに お け るデ ータ ・ベ ースの 定義

〔 デ ー タ ・ベ ー ス の構 造 〕MASCOGは,デ ー タ の 階 層 を 持 た な い1レ ベ ル の レ コ ー ドで あ

るが,RAPIDの 規 定 に よ り,2レ ベ ル 以 上 の レ コ ー ド ・タ イ プ を持 た な け れ ば な らな い 。 ま た,

ソー ト され た マ ス タ ・レ コ ー ドを リ ン グ結 合 す る な ど の た め に,レ ベ ル1を ダ ミー ・レ コ ー ドと し

て レ コ ー ド タ イ プ名DUMMYKEYを 設 け,デ ー タ"1971"を 格 給 した 。 レ ベ ル2に は,コ

ンteユ ・一夕 用 語 に 関 す る一 連 の 情 報 を 格 納 す る マ ス タ ・レ コ ー ド(レ コ ー ド ・タ イ プ名:WORD

REC)を 設 け,レ ベ ル1と レベ ル2の 間 を リ フ ァ レ ン ス ・ti-F(ア ドレ ス情 報)と リ ン グ

(DUMRING)で 結 合 し た 。

DUMRINGはNEXT,PRIOR,MASTERの 機 能 を 持 ち,正 順 逆 順 マ ス タ と連

結 す る リ ン グ構 造 で あ る。
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「 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 二 ー ー 一 一 ー ー 一 －l

i。 ベル1ダ ・一… ・l
lDUMMYKEYl
ll

ll
ll

iマ スタ。。一 ドl
lレ ベル21
1WORDREC;

1___一__」

図9.1.4MASCOGに お け る デ ー タ ベ ー ス め 構 造

}
1レ コ ー ド ・タ イ プ名:DUMMYKEY

l

↓1971

　

1レ ベ ル1(・ 桁)

i
・ 、 レコ ー ド ・タ イ プ名:WORDREC

l

lレ ベル2

:
1(2)(5)(5)
L_____________________________________一 〒 一 ー ー 一 一,

図9.1.5MASCOGに お け る フ ァイ ル の 構 成

a1

.

整理番号

(5桁)

用 語

(32桁)

意 味

・

(66桁)

出 所1 出 所2 出 所3

辞典

番
号

ページ

1 2

」

「
1

ー

 「一一一一一

3所

NEXTタ イ プ(正 順)

-PRIOR〃(逆 順)

一ーー ーー －MASTER〃(マ スタ)

図9.1.6リ ン グ 構 造

〔デ ー タの 格納 〕 用語 マ ス タ と用 語 の意 味 デ「 タ は 各 々 磁気 テー プに 記 録 され てお り・ 用語

マ ス タはEBCDICコ ード順,意 味 デ ー タは整 理 番号 順 に分 類 してあ る。デ ー タ1レ コー ドの デー タ
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ベ ー ス へ の 格 納 は,各 々 の 整 理 番 号 の マ ッチ ン グに よ り 行 な わ れ る。 格 納 は ,ま ず レ コ ー ド ・タ

イ プ のRTCSに リ フ ァ'レ ン ス ・コ ー ドを 入 れ る た め,PUTRANDOMに よ っ てDUMM

YKEYを 格 納 す る 。 マ ッ チ し た デ ー タは フ ィー ル ドに セ ッ トし,キ ー ワ ー ド とな る用 語 を ラ ン ダ

マ イ ズ ・ル ー チ ン を通 し て 格 納 ア ド レ ス を 決 定 す れ ば,デ ー タ は リフ ァ レ ン ス コ ー ドに よ る 関 連 を

も ち な が ら デ ー タ ・ベ ー ス の指 定 さ れ たWOROECec順 次 格 納 され て ゆ く。 これ らの 一 連 の 処 理

の う ち に,各 レ コー ドは リン グ に よ っ て 結 合 さ れ,キ ー ワー ドで あ る用 語 は シ ー クエ ン シ ャ ル に ポ

イ ン タ で 結 ばれ る。

4

■

バック

アップ 用

COPY
テープ

用 語
マスタ

テープ 寳

◎

図9.L7 デ ー タ の 格 納

次 に デー タ ・ベ ー スへ の格納 に おけ る プロ グ ラムの一 部 を掲 載 す る。
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与
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0120400260TOMSG4,、
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_」y_()y.E__、 邑EＬA.NSTOＬR_「 ト1.εAN■

MOVEHITOR-B1.

MO.】E、 了121.9.._R.=?EΣ2,,_,、

MOVEH310RrB3`

WHENヒRRORGOTO

_Moy.E_PA.AJ「.OR.E.F.,..

MOVENO-1TOCD:

MOVEWDTOWじ ■p・

MOVE600KSTOHON・

...f.MOVE、BO.OK婁 一_T、Q.」→Oh4∈i旦

白

MOVE

MOVE.
WR!TE

MQVE

WR!TE
GOTO

MEANsTOトAN・

FM-】..TO...PrFM・....一_.一.._.t.-

PR†.BEFOREADvANClN6⊂1`

Fトd-? .、..TρP}Fトfi..._..."1di

PRTBEFOREADvAN⊂lNG

R-MT2.

◆

(5)検 索 の方 法

検 索は,語 また は句 の 自然 語 の キ ー ワー ドで行 な う。 問合 せ お よび 応答 は端 末 タ イプ ラ イタ を用

い るが,CRTデ ィ ス プ レ イの使用 も可 能 で あ る。 また,緊 急 を要 さな い場 合 は,漢 字 出力 もで き

る。 シス テムの レベル ・ア ップ とし て,関 連語 検 索や オ ン ライ ン ・サー ビスが 当面の 問 題 であ り,

用語 の体系 化 とMASCOG専 用 の オペ レ ー テ ィング システ ムを考 え て行 きた い。MASCOGに

おけ るキー ワー ドとデ ー タ との関 係 を 次に示 す。
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●

亀

用

(32桁)

,例 → ア キ ュ ム

レ ー タ

キ ー ワ ー ド

用 の 愚 昧 出 所

(66桁)(36桁)

累 算 器 ・演 算装 置 に あ る レジス タで,

四側演算 ・論理 演 算 の結 果 を記 憶 す る もの

図9.1.8 MASCOGに お け るキ ー ワー ドとデ ータ との 関 係

検 索 は,ま ず 用 語 を キー ボー ドか ら入力 し,ラ ンダ マイ ズ ・フ ィール ドに セ ッ トす る。 ラ ンダ マ

イズ ・ルー チ ンに よっ て ア ドレス情 報 が得 られ る と,そ こに格 納 されて い る レコードが アウトプット'

エ リアにセ ッ トされ 出力 され る。 検索 レコ ー ドが 質 問 した用語 と異 な る場 合 に起 るシ ノニ ムは
,

RAPIDが 保 有 す るユ ー テ ィ リテ ィの ラ ンダ マィズ リス トecそ の 内容 が 提 示 され る。 検 索用語 の

タ イ プイン ・ミスお よ び検 索 用語 の未登 録 のメ ッセ ー ジは,そ の都 度 エ ラー表 示 され る。 こ こで,

MASCOGの 検 索 プ ロセ スを図9.1.9に 示 す。

ト
語用

方壁

イるジ
,掌適 理

ダ イ レ ク ト検 索

格納 され て
い ない こ と

を 表示

図9.1.9

納 されているか.

MASCOGに ーお け る検 索 プ ロ セ ス
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検索要求の手順と表示形式は次の通りである。

①

②

③

④

⑤

READY表 示

KEYWORD指 定

出力TYPE指 定

ジ ュ ン ビ ・カ ン リョ ウ

ケ ン サ ク ヨ ウ ゴ:(32文 字 以 内 で 指 定)

REQUEST命 令

ERROR表 示

タ イプ:(出 力 形式 の指定)

RQ

ERROR:』(そ の原 因)

@-MASCOG用 プ ログ ラム の ロ ーデ ィン グされ る と準 備 完 了が 表 示 され る。

② 「ケ ンサ ク ヨ ウゴ:」 と シス テ ムか ら問 合せ が きた ら32・ 文字 以 内 の英 数 字,カ ナ文 字 で検 索

用語 を指 定 す る。

③ タ イ プ ライタ,CRTデ ィス プ レイ,漢 字 出力 な どの指 定 を記 号 で行 な う。

④ キ ー ボー ド上 のREQUESTボ タン を押 し,検 索 の 実行指 示 を行 な う。

⑤ タイ プイ ン ・ミス,未 定 義 用語 な どが リス トされ る。

検 索結 果 は,図9.1.10の よ.うな 出力 様式 で 報告 され る。

① 端 末 タイ'プラ イ タに よ る出 力様 式例

祈升祈祈祷畳畳祈祷畳畳祈祷提督骨畳畳祈祷畳畳畳祈祷養畳畳曼祈祷畳祈祷書畳畳曼祈特任祷善管畳善管奇骨祈祷蒼蒼祈祷祷祈祷祈祷畳祈祷祈曼祈祷祈祷祷誉祈祷誉畳畳祈

ケンサク ヨうコ⑨

ヨウコ・ ノ イミ

アト●レス

ハWチ;シ ≠ヨうホうオ テンソう スル ハ・アイノ テ.卜 ・コロ?タ ハ イ千り亨オ アうワス ヒヨうシ'ノ コト

シ ユ ツ テ ン JISシ.ヨ ウホう シヨリ (ニ ホン 千力ク 苧ヨウカイ》 P.0801

ツ⑨カイ テ.ン シ勺イサン千 三ウコ.シ ・テン(ニ ツカン コウVヨ ウ シンフ⑨ンシヤ)P・10

テ・ンシケイサン宇 ハント.フ.ツ ク α 一ム シヤ) P.10-8

祈祷骨幹畳祈祷昔昔脊誉曇祈誓衡量祈祷祷餐祷誉昏祈祷畳昏餐升祈祷祈祈祷蒼蒼骨弁善管祈祈祷畳骨畳畳祷祈祷骨粉各畳畳祈祷憂苦養祈祷祈祷祈祷祷畳畳骨折祷祈祷誉書債

② 電算 写 植編 集 シ ス テムJEM3850に よる 出力様 式 例

検 索 用 語:線 型計 画法

用語 の意 味:互 に関連 し合 っ てい る活 動 の集 を,最 適 に す る ため の計 算 方法 。

混 合物 を作 る問 題,人 員 配 置の 問題 輸送 問題 は好 例。

出 典:電 子 計 算機 用 語辞 典(日 刊工 業)頁0138

電 子計 算機 ハ ン ドブ ッ ク(コ ロ ナ社)頁0089

総 合 コン ピュ ー タ辞 典(ユ ニパ ック総 研)頁0154

図9.1.10MASCOGに おけ る出 力様 式

検索 に お け るプ ロ グ ラム の一部 を次 に掲 載 す る。
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400080MOVEC2TOCNTRL-(二HA,

0120

0121

4000901N-IR.

400100DISPLAY・ 缶書債 勺ンサ≦～ ヨウ⊃"オ タイフ竺 イン ンテクン"サ イ(ENDハJOB-END)★ 誉砦・・
0122

0123

400110A⊂CEpTTYPE●IN.

4001201FTYPE-IN=・ENDIGOTO END-RT・
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0128
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(6)メ ンテ ナ ン スの方 法

フ ァイ ル ・メ ン テ ナ ンス に は,デ ー タの追加 処 理 修 正 処 理 消去 処 理が あ る。 追加処 理は,新

造語 や新 生 語 の デー タ をつ け加 え た り,未 登 録 のデ ー タを格納 した りす る場 合 に行 な う もの で あ る。

修正 処理 は,す で に格納 され てい る用語,意 味 出所 な どの デー タの全 部 また は一 部 を新 しい デー

タと置換 え る変更 や 更新 の作業 で あ る。 消去 処理 は,格 納 され てい るデ ー タが不 要 に な った 場合

あ るいは間 違 っ て格納 した 場合 に,そ の デ ー タ を削 除 す るた め に行 な う もの であ る。

〔追加 処 理 〕メメ ンテ ナ ンス ・デ ー タが,用 語 マ ス タに ない こと をチ ェッ クした後 デ ータの 格

納(AO1)の 場合 と同様,コ マ ン ドPUTRANDOMを 使o.て 格納 す る。 追加 デ ー タが小 量

の場 合 は,キ ー ボー ドか ら入 力 し格 納 す る。

℃

,

図9.1.11

メンテナンス

データ

(MT,CRT)

デ ー タ

去or修 正

用 語
マスタ

テープ

MASCOGeこ お け る フ ・ イ ・レ ・メ ン テ ナ ン スの プ ロ セ3
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θ

●

ぜ

〔修正 処理 〕 用 語 の意 味 出所(辞 典略号,掲 載 頁)の 修正 を行 な う。 用語 の修 正 は,追 加 ま

たは消 去 の 方法 で処 理 す る。 これ は,用 語 その もの がキ ー ワー ドで あ り,ラ ンダ マイズ ・フィー ル

ドで あ るた め制約 上修正 処理 が 行 な え な いた めで あ る。修正 コマ ン ド(MODIFY)の 実行 は,

GETRANDOMで,修 正 す べ き項 目の リフ ァレン ス ・コー ドをRTCSエ リア にセ ッ トして

か ら行 な う。 その際 修 正 デー タは意 味 フ ィール ドまた は 出所 フ ィール ドに移 され て いな けれ ばな

らな い。

、修 正 の結 果 その レ コー ドは,旧 レ コー ドの格納

され てい たエ リアに記 録 され る。

修 正 レ コー ドの ア ドレ ス情 報 格納 情 報 は,プ

リン ト ・ア ウ トし て その 状況 を確 認 す る必要が あ

る。

〔消 去処 理 〕 消 去処 理 は,削 除す べ きレ コー

ドの リフ ァレ ンス ・コー ドをRTCSエ リア にセ

ッ トし,消 去 コマ ン ド(DELETE)に よ り実

行 す る。

消 去 結果 デ ー タ ・ベ ース 内の 消 去 された エ リ

アは スペ ー スに な り,後 に追 加 され るデー タのた

めの 空領 域 とな る。

消 去した レ コー ドの状 況 は,RAPIDユ ー テ

ィ リテ ィを利用 し,プ リン ト ・ア ウ トし て その結 図9
.1.12修 正 プ ロ セ ス

果 を確認 す る必要 が あ る。

↓

C－ 夕入り

C－ 夕 ・セ ・0

ト

GETRANDOM

RTCS`こ リファレンスコー ドを セ ッ ト

↓

ピ 正データ ・セ・δ

↓

MODIFY一

,

(修 正 紗)

ぜ

亀

(デ ータ入D

l

(デ7タ ・・ ヅ ト)

1

GETRANDON

RTCSに リファレンス ・コー ドを セ ッ ト

..

(消 去データ… ト)

`

lDELETE一

1

(消 去 終 り

図9.1.13 消去 プ ロ セ ス

、
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9.2サ ブ シ ス テ ム;コ ン ピ ュ ー タ ・ニ ュ ー ス ・検 索 シ ス テ ム(MASCOA)

9.2.1汎 用デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト・シス テムRAPlDを ベー ス に したMASCOA

(1)シ ステム の概要

コ ン ピュー タニ ュー ス ・検 索 シ ス テム(MASCOA)は,コ ン ピュー タに関 連 す る内 外の ニ ュ

ー ス記 事 を英 数字 ・カ ナ文 字 で1件 当 り66文 字以 内 に要約 し
,デ ー タ ・ベ ー スで 管 理す るこ とに

よっ て,必 要 に応 じて適 時 該 当 す る ニ ュー ス を検 索 し提 供 サ ー ビスす るシ ス テ ム であ る。

MASCOAで 管理 す る コ ンピ ュー タ ・ニ ュ ース は,コ ンピ ュー タ産 業全 般 か らみた場 合 お よそ

次 の分 野 の記事 情 報 で あ る。

① 政 策 ・経 営

② 技 術 開発

③ 関連 産業 の動 向

④ 生 産 ・販 売

⑤ サ ー ビス

⑥ 管理 ・運 用

⑦ 利 用動 向

MASCOAは,MASCOTモ ニ タの下 で稼 動 す る サ ブ システム で あ る。 デー タ ・ベー ス作成

には,汎 用 デ ・一夕 ・マネ ジメ ン ト ・シス テムRATPIDの 保 有 す る機 能 を活 用 して お り,デ ー タ

はそ の管 理 によ っ て集 団 磁 気 デ ィス ク または 磁気 テー プに格 納 し てい る。MASCOAに 収 容 で き

るデー タは およ そ1,000,000件 であ り,そ の うち利用度 の高 い あ るい は新 しいニ ュー ス に っい

ては,1次 情報 と して200,000件 を集 団 磁気 デ ィ スクに,比 較的 利 用 度 の低 い あ るい は 古 くな

っ たニ ュー スに つ い ては2次 情 報 と して800,000件 を磁 気 テ ープ に,各 々記 録で きる よ う設計

してい る。 フ ァイル編 成 は,1次 情 報が ランダム ・ア ク セス ・フ ァイル,2次 情 報が シー クエ ン シ

ャル ・フ ァイル であ る。

これ らのデ ー タの ア ップ ・デ ー トは,別 に 用意 す る デー タ発生 統 計,利 用 統 計 な ど の状況 を検 討

しなが ら行 な う。 検 索は,語 ま た は 句 か らな る自然 語 をキ ー ワー ドと して行 な う。 用 語 シソ ーラ ス

は,十 分 利 用者 の 要求 を満 す こ とは で きないが,.と りあえず この よ うな 体系 化が で きるので は ない

か とい う程度 の もの を作成 し てい る。 シソ ー ラスの 階層 は,レ ベ ル0か らレベ ル3ま での4段 階で

あり,これ こレベル3の 同意 語 を取扱 うレベル3'という補 足 レベルを設 けて い る。 シソーラスをもつことは,マ クロ

的 な面 か らも ミク ロ的 な面 か ら も検 索 で き,さ らに,違 った分 野の 違 った レベ ルの キー ワー ドと も

・組 合 せ て情報 検索 が で きるな ど巾広 い 利用 が 可 能に な るこ とか ら便 利 で あ る
。 どの ニ ュ ース に も.

記事 情報 であ れば必 らず,そ の文 章 の 主題 部分,目 的 部分,そ れ を 補足 す る部分 が 存在 す るが,

MASCOAに お い て は これ らを,情 報 の 発生源 を示 す事 業体 名,ニ ュ ー スの 目的 を示 す 主要 用語,

ニ ュース の内容 をよ り十 分 表現 す るた め の補 足 用語 とい う形 で文 章 の 中の3つ の 部分か らキ ーワ ー

ドを抽 出 して い る。 検 索 は,AND(*)機 能 とOR(+)機 能 を キー ワー ド(8個 まで使 用 可能)と

自由 に組合 せ て指 定 で きる。
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た と えば,46年 以後 のICの 開 発 状況 を知 りた け れ ば,(46.+47)*(IC)*(カ イ ハ ツ)

と検 索指 定 す るこ とに よ り,ニ ュー ス の件数 や 記事 内容 が即 時 に タイ プ ラ イ タまた は ラ イ ンプ リン

タに 報 告で きる。 ま た,緊 急 を要 し な い場 合 はよ り見易 くす るため に電 算写 植 編集 シ ス テム の利用

も可 能 で,JEM3850に よ るコ ン ピ ュー タ ・ニ ュー スの漢字 出 力が で きる。 こ の場 合,MAS

COAに お け る出力 情 報 は カタ カナ が中 心 で あ るの で,1こ れ らのニ ュース をカ ナ漢 字交 換 ル ーチ ン

を通 し,文 章中 の 用語 を カ ナ文 字 コー ドか ら漢 字 コー ドに換 え てテ ープ に と り,そ の デ ー タ を

JEM3850の シス テム に引 き渡す とい う手続 きが 必要ectSiる 。

② デ ー タ収 集の 方 法

コ ン ピュー タに 関す るニ ュニ ス 記事 は 日本工 業 新 聞,日 刊工 業 新聞,電 波新 聞,電 気 新聞,日

本 経 済新 聞 な どの 新聞,お よびDATANETNEWS,コ ン ピュー タ ・メ ー カ発行 の ニ ュー

ス誌 な どの 機 関紙 か ら収集 した。 ニ ュー ス記事 は各紙 が 同時 に掲 載 した り,発 行 日を異 に して掲 載

す るな ど重 複 す る もの が多 々 あ るの で,ま ず これ らを整 理 し た。

それ らの整 理 を 終え た ニ ュース 記事 は,'事 業 件名,主 要用 語,補 足 用 語 な どの キ ー ワー ドを考 慮

しな が ら英数 字,カ ナ文字 で66文 字 以 内に ま とめ 資 料 表に転 記 した。出 所,発 行 年 月 日,.整 理 番

号 な ど も,こ の とき同 時 に 記入 した。

次 に,転 記 した デ ー タの中 か ら3個 以 内 で キ ー ワ ー ドを抽 出 した。MASCOAに お け るキー ワ

ー ドは
,い わ ゆ るKWOC方 式 を と り,語 また は句 か らな る自然 語 であ る。 た と え ば,「 日立 は,

HITAC84』50用 磁 気 デ ィス ク装置 を開 発 した 。 」 とい うニ ュー スが あ る場 合,・事 業 体名 とし

て 「日立」,主 要 用語 と して 「磁気 デ ィス ク装 置」,補 足語 と して 「開発 」 が キー ワー ドと な る。

キー ワー ドは,事 業 体名,主 要 用 語 補足 用 語,各 々1個 つつ とは限 らず その 数が2:1:0,

1:0:1,013:0な ど, ,ど の よ うな割 合で もか まわな い。 キ ー ワ ー ドを抽 出 す るに あ た っ て

は,そ の キ ー ワーこドが シソー ラス ・テー ブル に登 録 され てい るか否 かの照 合 が必 要 であ る。 キ ー ワ

ー ドが 登 録 され て いな い場 合 は
,デ ー タを格納 す る以 常に,そ れ らの キ ー ワー ドを一 括 して追加 処

理 のた めのメ ン テナ ンス ・ルー チ ン を通 し,テ ー ブル に登 録 しておか なけ れ ばな らない。

デ ー タの収集 段 階で は,コ ン ピュ ー タに関 す る 巾広 い知識 を もっ た専 門家が 必要 で,と くに デ ー

タの整 理 とキー ワ ー ドの抽 出舌とお いて は,シ ソー ラス を よ りよ い ものに作 りか え なが らデー タを作

成 し て ゆ く高 い技 術 と老 大 な労 力 が必要 で あ る。

資料表 に転 記 した デー タは,入 力 デ ー タと して次 の よ うな フ ォ ー マッ トで カー ドに記 録す る。

用 語 デー タ

整理番号

(5桁)

キ ー ワ ー ド

1

(20桁)
.

キ ー ワニ ド

2

(23桁)

キ ー ワー ド

3'

(32桁)
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ニ ュ ー ス ・デ ー タ

整理番号

(5桁)

出所 コー ド

(3桁)

発行年月日

(6桁)

ニ ュ ー ス 内 容

(66桁)
●

(3)デ ー タ ・リン ケー ジの方 法

コ ン ピ ュー タ用 語 の デ ー タ ・リンケ ー ジは,現 在 の とこ ろ体系 化 され標準 化 された ものが ない。

コン ピ ュー タ分 野の歴 史 は,い まだ浅 く発 展途 上 にあ るた め,こ の よ うな成 長 段 階 にお け るコ ン ピ

ュー タ ・ニ ュー スの用 語 は,従 来 か ら引 き続 き使わ れ て きた 用語,新 し く発 生 した用語,他 の分 野

か ら導入 され た用 語,省 略 し て使 われ る用 語,変 形 して 使 わ れ る用 語,不 要 となった用 語 な どが 入

乱 れ て 使われ てい る。

この よ うな状 況 にお いそ コン ピ ュー タ用 語 の体系 化 を行 な うこ とは非 常 に むず か し く,あ え てシ

ソ ー ラス を造 っ て も,リ ンケ ー ジの洩 れ や時 間 の経 過 に と もない間違 っ た関 係 を生 ず る恐 れ があ り,

十 分 利用 に 供 す る もの に な らない と思 わ れ る。 シソ ー ラス を常 に満 足 の ゆ く状 態に して お くため の

メ ン テ ナン スは大 変 な作 業 で,コ ン ピ ュー タ ・ニ ュ ース の分 野 の シソー ラス造 りのメ リッ トが十分

認 識 され,こ の ため に莫 大 な労 力 と費用 と時 間 をか け る ことが許 され な ければ,已 の試 みは 達成 で

きな いであ ろ う。

一 般 に用 語 シ ソー ラス を造 るには
,語 源 あ るい は語 の構 成 か ら体 系化 を行 な う場 合 と,活 用 面か

ら体 系 化 を行 な う場 合 とが あ る。 前者 に おい そ,PROGRAMMER"と い う用 語 を と りあ げ て,

そ の 周辺 の シ ソー ラ スをみ てみ る と次の よ うにな っ てい る。

PA… … …PAGING,RARABOLAS,PALAMETER'

PC… … …PCMI.

PL・ ∴… …PI〃/1'

PN… … …PNEUMATIC

PO… … …POISSON,POLICY,POLLUTION

PRB… … …PRBS

PRI… … …PRINTER,PRIORITY

PROC… … …PROCESSING

PRPROD… … …PRODUCE,PRODUCTION

PROF・ ・… … ・PROFITS

PROGRAMMABLEPRO

/'PROGRAMMER

PROG<ニ ーー－PROGRAM
＼ PROGRAMMING

PRQGRAMS

〉

'

PU… ……PUNCH

、
＼

PROJ… … …PROJECT
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ま た,活 用 面 か らみ た 場 合 の コ ン ピ ュ ー タ用 語 の シ ソ ー ラ ス は,"キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イ"

と い う用 語 を ど りあ げ て み る と,次 の よ う に な っ て い る。

通信機

電子 機 器 …… …COM,

4

ハー ドウエ ア 周辺 機 器

通 信回線,変 換 機 送 信機,受 信機 変 復 調装 置

デ ー タ記 録装置 タ イ ミン グ装置 大 気 汚染 監 視装置

アナ ロ グ計算 機 ハ イ ブ リ ッ ド計算 機 ミニ コ ン,電 卓

力装 置 … …… カ ー ド ・リーーダ,テ ープ ・リー ダ,OCR,MICR

出力装置

一 く

記 憶 装 置 … … … 磁 気 ドラ ム,磁 気 デ ィ ス ク,

部 品 材 料 … … … コ ン デ ン サ,IC,LSI,

カー ド・パンチ,ラ インプリンタ,ス ラ イ ド,プ ロ ッ タ

マイクロフィシュ

音 声 装 置 グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ

㌶i;<;;三1:る 竺
磁 気 テ ー プ,レ ジ ス タ,CPU

カ ウ ン タ,リ レー

コ ン ピュー タ ・ニ ュー スで使 われ る用 語の シソ ー ラスは
,こ れ らの 方 法で 体系 化 し てゆ くこ とが

で き るが,こ の 分野 に存 在 す る用語 の全 てを シソー ラスで取 扱 うの では とりま とめ 上,収 拾 が つ か

な くな る恐 れ が あ るの で,実 用 化す るた めには 用語 の選 別 また は 標準化 を行 な った うえで,こ れ ら

の方法 を利用 す る心 構 え が 必要 で あ る。

そ こ で,MASCOAで は,利 用 面 か らは まだ 十分満 足 ゆ く ものでは ないが,コ ン ピ ュー タ用語

の際立 っ た分 野 におい て,簡 単 な シ ソー ラス を後 者 の活 用 面 か ら把 える方法 で造 るこ とに よ り
,で

きるだ け実 際 の利 用 に 近づ け るた めの実験 を試 み た。

階層 は,レ ベ ル0か ら レベル3ま で の4段 階であ り,レ ベル3の 同意 語 を取 扱 うレベル3'を 設

け た。MASCOAで は,コ ン ピュ ータ ・ニ ュー スの記 事情 報 を,「 向 は」(主 題 部分),「 何 々

を」(目 的 部分),「 何 々 した」(動 作 部分)の3っ の 部分 か ら把 え,そ れ ぞ れに レベル0で 事業

件名,主 要用 語,補 足用語 とい う総 称 をつ け るこ とに し た。

レベ ル0に お け るイ ンデ ック ス

事

主

補

レベ ル1は,レ ベル0の 大 分類 で 表9 .2.1に 示 す よ うな,事 業 体で は生 産業,商 業 サー ビス 業

計 算機 製造 業,… … ・・㌦ 主要 用語 で は 標準 化 大 型 プ ロ ジェク ト,優 遇 措置 税 制 … …… とい った

キー ワー ドで あ る。 なお,補 足 用 語 に つい ては活 用 面 か らの体 系 化 が不 可能 で あ るの で,最 下 位 の

レベル3と そ の関連 の レベル3に の みキ ー ワー ドを もつ ことに した。

レベル2は 将 来 レベ ル1と レベ ル3の 間の中 分類 が必 要 に な る可 能性psあ るの で 設け た もの ℃
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表9.2.1 レ ベ ル1に お け る イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブル

(事 業 体) 31 オ ー ト メ ー シ ョ ン

01 生 産 業 32 通 信

02 商 業 ・サ ー ビ ス業 33 シ ス テム開発

03 計算機製造販売 34 手法 処理方法

04 電子機器製造販売 35 汎 用 ソ フ トウ エ ア

05 ソ フ ト ウエ ア 会 社 ・計 算 セ ン タ ー 36 特 殊 問題 向 プロ グ ラム

06
、

官 公 庁 37 言語 プ ロセ ッサ

07 団 体 38 管理 プ ロ グ ラム

08 学 校 39 周辺機器

09 病 院 40 部品,材 料

41 記憶装置

(主 要 用 語) 42 計 算 機

11 電子工業全般 43 電子機器

12 電子計算機全般 44 媒 体
」

・16 標 準 化 46 業務管理

17 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト

'
47 設立,合 併

「 、

18 優遇措置,税 制

19 技術者教育 51 価 格

20 情報処理の高度化 52 オ ノ ラ ィ シ ・リ ア ル タ イ ム

21 ソ フ トウエ アの流 通 53 処理 サ ー ビス

22 情報産業の育成 54 展示 会,講 習会,講 演 会

23 特許,権 利保護

24 資金対策 (補 足 用 語)

61 そ の 他

30 制 御
・

現在 の と ころ使用 してい ない。 ダ ミー レベル を設 け る こ とは,た とえ ば レ ベル1の 計算 機 製造 販 売

を,さ らに電 子 計算 機 製造 販売,ミ ニ コ ン製造 販 売,電 卓 製造 販売 会 計機 製造 販 売 な ど と再分 化

した い場 合 に便 利で あ る。

レベル3は,用 語 を ミク ロ的に 把 えた 場 合,そ の用語 の 性 質 を表 わす最 小 単位 であ る。 た とえ ば,

日立 製作 所 磁気 デ ィ スク装 置 パ ン チ カー ドな どが この レベル であ る。 次 に 示す 表 は レベ ル3の

キ ー ワー ドの一 部 を事 業 体 名,主 要 用 語,補 足 用 語 に分 け て リス トした もの で あ る。

一80一

●

ら

6



■

事家 体 右
二糸ンCDC

GE

生 平 「吊 言〉

03001012

0300102

03001021 GE.NERALELεCTRIC

0300103 シヤ・フ.

03001031 5HARP

4

03001032 ハ▼カワテ・ン亨

0300141 タ1〕fホコウ工亨

03001411 ,カチホ

・■ 0300142 ,イカ・一ケイリン千

0300143 ,「rs・v勺ン

0300151 チエルへ.ルシ・

0300161 DEC

0300171 トウシバ・

03001711 トう宇目うシバ・リラテ・ン干

03001712

0300191

TOsHIBA

:,チ.ン

03001911 ニホンテ・ン干

03001912 NEC

0300192 ニホンミニコン

0300193 二糸ンMDS

0300194 ニホンヒ・クター

0300195 二市ンコ0ンヒ・ア

0300196 ニツシヨウエレクトロニクス

0300197

0300198

ニホンシ・ム宇

ニホンケイリン千八二ノハ.イ

0300211 ハ率うエル

03002111

0300212

03002121

HONEYWELL

ハ.oう ス

ハ●O－ス

03002122 BURROUGHS

3300118

33001i9

3300120

3300131

3300151

3300152

3300161

3300181, ...

3300182

3300183

3300184

3300185

3300186

3300187

3300188

33001881

,3001882

3300201

3300202

33QO 、2.03_.

33eo204

3300251

3300252 .

3300261

3300271

3300272

3300213

3300274

3300281

3300291

ロ

シヨう,イ干シ.ヨう糸うシステム

シミンシ.ヨう糸うカンリシステム

シ・卜,ウア,うスコ・ウセイシステム

3テ・イメンシ.ヨンシステム

,イ 宇オセンカ旦シテじメータシステム .

,一 ミ,ルシステム

チイ手刀イハツ

テ.一夕シユウシユうシステ6

テ・一,カンリシステ`

テレメー,システム

DIPS

夕,一,ハ ・ンクeツ勺イ

テ・ンシ力トケイシステム

補
6100061

_...61qOO62

..6100063

6.100064

6iOOO65

貝 田 語

手セイ

モ〔シ.ユツテイ勺イ

苧ニシごユツト・うコう

辛ヨう力

亭・シ・ユヲ

.61000651

..61000.66

6100067

_._61ρ906β

..6100069

.一.61QO.O .6.91

61qoO .70

--61000.70.1

テツト:pエ イ予三ヨうちこヨう藁うき{ヨ.リシス重`∠[.一.一.-61ρ007ユ.

テニンシシヨクシニシステ6

テ!ンサンシヤシヨクシステ乙

シ†シヨ9シλテム

hrbt〔OEb

トツ亨ヨシ・9b糸 う「rンリクシステム

トシコウツうシステム

TPDS

VERSlON

ハ・ンク・三シ・ト,うヘンシユうシステム

ヒ・デ,フ「システ乙

ヒ.テ・π.テ.イ スフ・レイ.システム

フトニうサンシ:ヨう糸うシヨリ ....

フアクシミリシステム

フ・0ク,ラ ムカイハツ

マイクoブイ彫6シXf6

メテ・イカス

_6.100072

-.61.qOO73

6100091

6100092

..6100093.

._61.000931

.、.61qρp932

、610.OO94

_6100095

-,61qO.096

-610.0097

._6ユ.qoO98-...、 一_.

6100099

6100100

6100101

6100102

リクセィ辛・シ「ユツ

モ↓シ竺ユッコうカン

.,旦ヨ.ウテイ

亨●…ノ・ユツユシユツ

千三うリヨク

._一、手3うチョウ ..、_..

千日うト・うケン†ユう

..十 三うト,bηtハ ツ

、_..モ:ヨ ・〉セイ..

千ヨうイク千万ン

苧ヨウト・うリヨう

ケントウ

ケントうチユウ

ケイ刀ク

シご+1 .ヨウrrイカク.、..

十ホン7イカク

ケン干.

ケンシユつ

ケイサ1イセイ予ヨう

ケツテイ

ケン千ユウ

ケン苧ユうシヤ

7ン干ユうシ・ヨ

ユィエィシ〔ヨウ粛ウ

7イエイ

.

・

` `

◆

一81一



レベル3'は,レ ベ ル3の 同意 語 で異 音 同 語 俗語,略 語 な どで あ る。 た と えば,レ ベ ル3の 磁気

デ ィス クにお け る レベル3'に はMD,デ ィス ク装 置 磁気 デ ィス ク記憶装 置 な どが あ る。MASC

OAに おけ る シ ソー ラスと デ ー タとの 関 係 を図9.2.3に 示 す。

イ ンデ ッ クス ・テ ー ブル

レベル0レ ベ ル1レ ベル3レ ベル3'

記事情報

(同 意語)

》

(大 分類) (小 分類)

一 ← 一 ← …<

醜 く亘辺一 ぐ 気デ・ス・<

補朋 詰 開/研 究開発

ン
/　〔〆一

-

L

|

*

二二
/

一

で
*

二
'

/

/

カ

・

日 立

HITACHI養
、

日立 中 央研 究所

デ ィス ク

デ ィ スク装 置

磁 気 デ ィスク装 置 ㍉

ノ
発

.＼ 技術開発/ク

/り/
///

記 事情 報 レコ ー ド

●

1

出所 コ ー ド 発行年月日 整 理 盃 キーワー ド① キーワード② キーワー ド③ ニ ュ ー ス 内 容

(3桁) (6桁) (5桁) (32桁) (32桁) (32桁)
.

(66桁)

磁 気ディスク .日立 はHITAC8450用
011 450530 00017 日 立 装 置 開 発 磁気デ ィス ク装置 を開 発 した。

.

1

1レ コ ー ド

図9.2.3 MASCOAecお け るシ ソー ラス とデ ー タとの 関 係

また,キ ー ワー ドとニ ュース記 事 内容 の リス トの一部 を次に掲 載 す る。

◆
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(4)フ ァ イ リン グ の 方 法

〔デ ー タ いベ ー ス の 定 義 〕 デ ー タ ・ベ ー ス の 定 義 は,汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム:

RAPIDのRPDDESPlζ 基 づ い て 行 な う。

図9.2.4

デ ー タ ベ ー ス

定 義 カ ー ド

データ ベース

(MaSC(M)

DISCRIPTION

メ ツ セ ー ジ

ス

ト
ー
ス

ベ

リ

タ一
義

デ

定

MASCσAに おけ るデ ー タ ・ベ ー スの定 義

〔デー タ ・ベー スの構 造 〕MASCOAに お け るデ ー タ ・ベ ースの 特徴 は,4つ の 階層 をもっ

た キ ー ワー ドをイ ンデ ッ クス ・テ ー ブル に登 録す るこ と,キ ー ワー ドとニ ュー ス記事 内容 を1対 多

の関係 で連 結 してい るこ とな どであ る。

図9.2.5に み る よ うに,キ ー ワー ドの イ ンデ ッ クス ・テー ブル で は,総 称(LEVO),大 分 類

(LEV1),小 分 類(LEV3),小 分 類 の同 意語(LEV3D),マ ス タ ・レ コー ドの ア ドレ

ス情 報 を格納 す るレ コー ド(PGKEY)の 各 レ コー ド ・タ イプ を階層 的 に リン グで結 合 し てい る。

レベル0か ら レベ ル2ま で の登 録 は ア ドレス指 定 によ り行 ない,・レベ ル3お よ び レベ ル3'は ラン

ダマイズ ・ルー チ ンを通 して登 録 し てい る。

また,デ ー タ部分 で は,ニ ュ ー ス記 事 を発行 年 月 日順 に分 類 し て格納 す るた めの ダ ミー レコー ド

(SDUMMY),ニ ュー ス記事 の 内容 を格納 す るた めの マ ス タ ・レコ ー ド(MRECORD)を

リン グで 結合 して い る。

〔デ ー タの格 納 〕 ① キ ー ワー ドの登 録:レ ベ ル0か らレベ ル3ま で の シ ソー ラ ス ・コ ー ド7桁

とレベル3'の 同 意語 判 別 コー ド1桁 を分類 し,コ ー ド順ee登 録 して 木 構造 の イ ン デ ック ス ・テー

ブル を作 成 す る。 シソ ー ラ ス ・コー ドを 使っ て登 録す るこ とは,下 位 レベ ルの レコー ドの ポ イ ンタ

を連 続 的 に結 合す る場 合 に,上 位 レベ ルの マス タ ・ポ インタ を利 用 で きる とい う点 で効果 的 であ る。

登 録 された キ ー ウ ー ドは,シ ソー ラス ・テー ブルの リス トと して プ リンタに 出力 す る。
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レ コ ー ド ・タ イ プ 名

LEVO

LEVl

LEV2

LEV3

LEV3D

MRECORD

SDUMMY:MRECORDを 年度 別 に 並べ るため の ダ ミー レコー ド

PGKEY:MRECORDの 格納 ア ドレス情 報

レ ベ ル0の キ ー ワー ド(総 称)

レベ ル1の キ ー ワ ー ド(大 分 類)

レ ベ ル2の キ ー ワ ー ド(中 分 類)

レ ベ ル3の キ ー ワ ー ド(小 分 類)

レ ベ ル3の キ ー ワ ー ドの 同 意 語

:マ ス タ ・'レコ ー ド(ニ ュ ー ス 記 事 の 内 容)

令

図9.2.5 MASCOAに おけ るデー タ ・ベ ー スの 構造

9 ② ニ ュース記 事内 容 の 格納:デ ー タ格納 の前処 理 と して,ニ ューズ記事 のキ ー ワー ドが イン デッ

クス ・テ ー ブ ル に 登 録 され て い る か ど うか を チ ェ ッ ク し な け れ ば な らな し,・。 ニ ュー ス 記 事 に あ るキ

ー ワ ー ドが イ ン デ ソ ク ス ・テ ー ブル に 登 録 さ れ て い な い 場 合,そ し て ニ ュ ー ス 記 事 に 一 つ も キ ー ワ

ー ドが つ い て い な い 場 合 は
,そ の 状 況 をエ ラ ー リ ス トに 出 力 し 修 正 処 理 を 施 す 。 テ ー ブル ・サ ーチ

は,ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス で 行 な う。 そ の順 序 は,ま ず レ ベ ル3を 最 初 に 検 索 し,引 き続 い て レベ ル

3',レ ベ ル1と 検 索 し て ゆ く。

デ ー タ の 格 納14,発 行 年 月 日 順 に 行 な うた め,最 初 に 年 度 判 定 を行 な い レ コ ー ド ・タ イ プSDU

MMYか ら年 度 ポ イ ン タ(リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ド)を セ ッ トす る。 次 に,マ ス タ ・レ コ ー ド

'-87一
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(MRECORD)を 格 納 エ リ ア に セ ッ トし て ニ ュ ー ス 記 事 の 内 容 を 格 納 す る 。 さ ら に,イ ン デ ッ

ク ス ・テ ー ブル と チ ェ ッ ク して 得 られ た レベ ル3の キ ー ワ ー ドの ポ イ ン タ(PGKEY)へ,マ ス

タ ・レ コ ー ドの ア ド レ ス 情 報(リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ド)を セ ッ トし て リ ン グ結 合 を 行 な う。 格 納 し

た デ ー タ は,'リ ン グ した キ ー ワ ー ド と と も に ラ イ ン プ リ ンタ で 出 力 す る 。

次 にMASCOAに お け る デ ー タ の 格 納 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 掲 載 す る 。
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図9.2.7,デ ー タ の 格 納

㈲ 検 索 の方法

検 索 は,コ ン ピ ュー タ ・ニ ュー ス 記事 の中 で用 い られ る語 また は句 か らな る 自然 語 のキ ー ワー ド

を 使っ て,端 末 タイ プ ライ タ か ら行 な う。

検索 結 果 は,そ の件 数 の多 少 に応 じてラインプリンタま た は,端末 タ イプ ライ タに 出力 す る。 ま た,見

易 い結 果 を得 るた め に電 算写 植 編集 シス テム を利用 した 漢字 出力 も可能 であ る。 検 索方法 は,簡 単

な専 用言語 を用 い キ ー ワ ー ドと論 理記 号(AND,OR)と を組 合 せ た会 話 形式 で,必 要 な情 報 を

探 してゆ くや り方 で あ る。 た とえ ば,「 日立 お よ び東芝 におけ る45年 度 か ら46年 度 の 間の デ ィ

ス プ レイ開発 状 況」 を知 りた い場 合 には,次 の よ うな検 索指 示 と表示 を行 な う。

こ の例 で は,ま ず,ス テ ッ プ1で 検 索情 報 の期 間指 定 を行 なっ てい る。 指定 され た期 間 内の 情 報

は781件 あ る との 応答 があ.る。

ス テ ップ2で は,』ス テ ップ1の 範 囲 で デ ィス プ レ イ とい う情報 が 御伴 あ るか を問合 せ てい る。 応

答 は32件 で あ る。

ス テッ プ3で は,ス テ ッ プ2の 条 件 の もとで開 発 が何 件あ るか を問合せ て い る。 応 答 は14件 で

あ る。

ス テ ップ4,5で は,そ れぞ れ ステ ップ3の 条 件 の もと
.で,日 立,東 芝 の情 報 が御 伴 あ るか を問合

合 せ て い る。 応 答 は,そ れ ぞれ8件,5件 であ る。
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(T:期 間 指定*:AND機 能 十:OR機 能P:印 書命 令L:ライ ンプ リン タへの 出力指 示RQ:出力実施 命 令)

図9.2.8 MASCOAに お け る検索 指 示 と表示 例

ス テ ップ6で は,ス テ ップ4と ステ ップ5の 情 報 を一 つ に ま とめよ とい う命 令 で あ る。 『立 と東

芝 を合 せ た情 報 は,13件 であ る とい う応 答 が あ る・

ス テッ プ7で は,ス テ ッ プ6の 結 果 を ラ イン プ リン タに 出 力で きるよ うに準 備 せ よ とい う命 令 で

あ る。

ステ ップ8で は,検 索結 果 の 出力 を実 行 し な さい とい う命 令 で あ る。 、

検 索結 果 の 出力様 式は,図9.2.9に 示 す。

次 に,MASCOAに お け る検 索 プ ロセ ス を順 を追 っ て説 明 して ゆ く。 図9.2.10に み るよ うに,

検 索要求 一1で は,発 行 年 月 日の 検 索範 囲 を指 定 す る こ とに よ り,レ コー ド ・タイ プSDUMMY

の年度 インデ ッ クスに お いて 指定 され た期 間 の ア ドレス情 報 を リン グ ・サ ーチ し て,該 当す るレコ

ー ドの 件 数 を カ ウン トす る とと もに,そ の結 果 を タイ プ ライ タに 表示 す る。

検 索要求 一2で は,キ ー ワー ドを タ イプ イ ンす る こ とに よ り,そ の キー ワー ドが イ ンデ ックス ・

テー ブル に登 録 されて い るか ど うか をチ'ノ クす る。 キー ワー ド ・チ・エ ックの手順 は,レ ベル3,

レベ ル3',レ ベル1の 順序 で行 な う。 キ ー ワ ー ドが 登録 されて い れ ば 命令 キ ーに従 ってキ ー コ

ー ド(ア ドレス情 報)検 索 を行 な い
,登 録 され て いな い場 合 は,エ ラ ーメ ッセ ー ジを プ リン ト・ア

ウ トしエ ラー を修正 して,改 め て検 索要 求 をや り直 す。

イ ン デ ックス ・テ ー ブル か らのキ ー ワー ドが検索 され る と,既 に 検 索 した デー タが ない 場合 は そ

のキ ー コー ドを一 時バ ッフ ァに記 録 し,あ る場 合 は その デ ー タ とAND(*),OR(十)の 機 能 を使

って論 理 統合 を行 ない,そ の 結 果 を別 のバ ッフ ァへ 記 録 す る。

バ ッフ ァは,第1バ ッフ ァ,第2バ ッ フ ァ,第3バ ッフ ァの3つ を確保 して お き,検 索,統 合 処

理 の たび にバ ッフ ァを移動 す る。 古 いバ ッ フ ァは,順 次 消 去 され,新 しい 結果 と置 換 え られ てゆ く。
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① 端 末 タイ プ ラ イタに よ る出力 様 式例

ケ ン サ ク ジ ヨ ウ ケ ン(45 .01)*(IC)*(カ イ ハ ツ)

キ ジナ イ ヨ ウ

ン!ユ

ハ ッ コ ウ ネ ン ガ ッ ピ

ス タ ン フ ォ ー ドケ ンキ ュ ウ ジ ョ ハNASAノ エ ン ジ ョ デ

ダ イ ノICト モ イ ワ レルIVCヲ カ イ ハ ッ シ タ

デ ン パ シ ン プ ン

:45.01.20

② 電 算写 植 編集 シ ステ ムJEM3850iこ よ る出所様 式例

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆ ☆

☆ 検索条件:(43+4・4)*(ク リアリングセンター)☆

☆ ☆

☆ 記事内容:科 学技術庁は政府研究機関のクリアリングセンター ☆

☆ 構想を明らかにした。 ☆

☆ ☆

☆ 発行年月日=43年07月16日 ☆

☆ ☆

☆ 出 典:日 本工業新聞 ・ ☆

☆ ☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

③ ラ イ ン プ リ ン タ に よ る 出 力 様 式 例

ケ ン サ ク ジ ョ ウケ ン:(44.08)*(カ イ ハ ッ)テ イ キ ョ ウ ケ ン ス ウ:18

コ ウ ゾ ウケ イ カ クケ ン キ ュ ウジョハILCシ ャカラ ソ フ ト ウエ ア カ イ ハ ツ ヲ ジ
ュタクシ タ(ニ ッ カ

ン コ ウ ギ ョ ウ,44.08.02)'

フ ジ ツ ウ ハFACOM-Rマ タ ハ230-25ヲ ナイゾウスル ス ウチ セ イ ギ ョ ソ ウチFANUC

250ヲ カ イ ハ ツ シ タ(デ ン パ シ ン ブル,44.0.&05)

フ ジ ッ ウ ハ ガ イ ブ キ オ ク ソ ウ チFACOM472Kデ ィ ス ク パ ッ ク ソ ウチ ヲ カ イ ハ ツ シ タ(デ

ン パ シ ン ブン,44 .08.13)

トウ シバ キ カ イ ハ ト.ウ シ バ トキ ョ ウ リョクシ テ コ ン ピ ュ 一 夕 ・ニ ュ メ リカ ル ・コ ン ト ロLル ・シ

ステムヲ カ イ ハ ッ ス ル(ニ ホ ン コ ウ ギ ョ ウ シ ン ブ ン,44.08、20)

図9.2,9MASCOAに お け る 出 力 様 式
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検 索 要 求 一1

(年 月 日指定)

件数 カウ ント

エ ラ ー 表 示

CO1

検 索 情 報

表 示

検 索 要 求 一2

(キ ーワー ド指定)

検索
OKか

YES

データベース

(MASCOA)

NO

チ

ス

ー

ラ

サ
ー

ル

ソ

ブ
シ

=テ

CO2

NO登 録

されでいるか

YES

マ ッ チ ン グ

CO3

NO
マ ッチ ング

OK

YES

アフ
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ツ
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パ

CO4

シ ソ ー ラス

フ ァ イル

データベース

(MASCOA)

検 索

CO5

エ ラ ー表 示

図9.2.10 MASCOAに おけ る検 索 プ ロセ ス
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検索結 果 は,最 終 検 索 前に行 なわ れた3っ の 処 理ee対 して,、そ の内 容が 各々 バ ッ フ ァに記 録 され て

い るので,そ れ ぞれ の指定 を行 な えば いず れ のバ ッフ ァの 出力 も可 能で あ る。

検 索 が 終 っ てPRINT命 令 が タイ プ され ると,バ ッフ ァ内 にあ るキ ー コー ド(ア ドレ ス情 報)

をサ ーチ して,ダ イ レク トに デー タベ ー スか ら関係情 報 を とり出す こ とがで き る。 バ ッ フ ァか ら取

り出 され た情 報 は,一 度 プ リン ト ・エ リア に セ ッ トし てか ら,PRINT実 行 命令 とと もに ライ ン

プ リン タまた は タイ プ ライ タ,場 合 によ っ て は磁気 テ ー プ に出 力 す るこ とにな る。 磁気 テ ー プ出力

は,カ ナ 漢字 コー ド ・コンバ ーtトを施 し,漢 字 混 り文 とし て別eと報 告 す る場 合 に 使 うた め の もので

あ る。

次e(,MASCOAに お け る検 索 プ ロ グラム の一 部 を掲 載 す る。

一..Q23エ_一 ユΩ⊥Ω∠BA趾D _SEC且 ΩN..._

0238011020!RAPIDPAGEBUFFεR100

_」ユ2三LgL___」 ユユユQ30/RT-. .LEVO・

0240011040!01ROPICX(4)・

」0、241011鐙Q∠ 旦t -⊥ 一旦L.
0242011060/01RIPlCX(32)・

0244011080/OlR2PICX(32),

_Q2.kZ._且 且 Ω虹 腿 工.一ーIEY-31 .,"
0246011100/01R3P!CX(32)●

一」Wユ ■Ω∠R

O248011120/01R3DPICX(32)■

一 ⊥__

0250011140!01ADCODE.

_」 ユ2Sユ_____α1ユ1, .5TQ∠ 一.一._一 Ω2_RE工D__」 ≡「1⊂ 一一9-(.■Ω)一!._一 ー 一

0252011160! 02NCDPIC9(6)■

』 ユ_一 一一旦】ユ㎜ _皿 」岨 丘一_..一.___

0254011220/01SKYPIC9 ,(4).

0256 011240!01 MREC・

一

0258. 012080!・02BANGOPlCXX・

_Q2SL」)112Q
O260 012100ノ 02'CD2PICXX・'

●

0262 012111! 02FlLLERPICXXX.

lua _
0264012130!02lR-CTPIC9(4)o

ＬU26i__旦 Ω0釦 Ω」 蛭 【)L/URE」)1.V.i.SIQN.一,__、

02660200200PEN-RT.'

一

0268 020040 OPENOUTPげ 「PRlNT●F・

0270020060

-_-Q2:Z⊥__Q2.QQZQ._

0272020080

MOVESPACESTOWK-(二W■OUT.

1－

MOVEZEROTOOUT-COUNT`

0274 020100F1■MOVEZERO右 「OBF1(K1)BF2(K1)BF3(K1)●

_Q2Lエ5____Ω2-0ユ ユ

0278020150

且

0280020170

0276020120

一2■ エ_一一..一.020.1&Ω 一一_._」)LSP/LAY-」)凹 」 ・一一_

1FKINOT>1000GOTOF1・

DlSPLAYDP-O.

ACCEP↑CONS1・

<-95 一
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02820201901F1NST=

___」 迦__」020200.__._一._i.E-.4NS工_..皇

02840202101FINST宕

ENDl

NεXTlGOTO↑P-N・

...1,日三具⊥._SO_工 《)__コ[」巨竺P↓

1R-S・GOTO1'P-S●

一一_ぷ ～8・5____020220-____」.Ent..EHLO.12_4S_N◎ 」-NUMER-1.{=_GO_」 二〇_...T.YRELユ ↓___
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-一

口

02880210101FWKNNOT〈FLDIGOTOTYPE2.
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0290021030WD-GT●
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0292021050! GETRANDOMLEV3.
___029-_._i.F_.SCB2_tL!LO.L2a」.し,90-_工O-.N62-L___

0294021070/WHENERRORGOTONG1・

___029S.._,_._』)2.■0.80.⊥[E⊥_」E.一.」(-WD.一.ロ_,.R3.GO_TO_.O工2』

⑥ メ ン テナ ン ス の方 法

MASCOAで は,め ざま し く発 展 を説 け るコ・ンピ ュー タの分 野 に お け る日 々の ニ ュース記 事情

報 を取 扱 っ て い る こ とか らMASCOTの どの サ ブ システ ム よ りメ ンテ ナ ンス の重 要 性 は大 き く,

頻 繁 に それ を行 な わなけ れ ば な らな い と思 わ れ る。 とこ ろが,こ れ らの処 理 は実 務 上,デ ー タ管理

者の 立場 か らみ る と,そ の サ イ クル を小 刻 に す るこ とは非 常 に面倒 であ り,メ ンテ ナ ン ス ・デ ー タ

が発 生 す るた びに更 新 して いた ので は切 が な い の で,週 あ るい は月 単位 の比較 的 長 い サ イ クルで考

えた い し,そ れ らを一度 に処理 して し ま いた い とい う希望 が あ る。汎 用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シ

ステ ム を使用 した 場 合は,と くに この メ ンテ ナ ンスに 大 きな 時間 を要 す るの で,デ ー タ構造 をや た

らに複雑 に した り,デ ー タ量 を老 大 にす るこ とは,実 務 上 避 るべ きで あ ろ う。

こ のよ うな 状況 は,利 用 者側 か らみれ ば,常 に最新 のデ ー タが欲 しい の で ア ップ ・デ ー トを頻 繁

に して お いて も らいた い とい うこ とで あ るし,デ ー タを管理 す る側 か らみれ ば メ ンテナ ンス をで き

るだけ 減 らし,で きるこ とな ら一 括 処理 し た い とい う こ とに な るので あ ろ う。MASCOAで は・ 以

上 の よ う なこ とを十分 考 慮 して,で きるだ け情報 提 供 サ ー ビス の ニ ー ズ に応 じ られ るよ う,メ ン

テ ナ ンス ・デ ー タがあ る程度 ま と まった 時 点 で一 括 して処 理す るこ と～こし た。 また,デ ー タの利用

効 率 を 上 げ るた め個 々の デ ー タに つ き利 用 統 計 を と り・ 古 くな った デ ー タと利 用 頻 度 の 低い ものに

つ いて は管理 限界 を決 めて,1次 フ ァイル(磁 気 デ ィス〉),か ら2次 フ ァイ ル(磁 気 テ ープ)へ

管 理 レベ ル を下 げ て保 管す るこ とに した。MASCOAの メ.ンテナ ンスは,こ れ ら1次 情 報,2次

情 報の ニ ュー ス記 事 の内 容 と各 階層 のキ ー ワー ドにつ いて,追 加,修 正,消 去 の処 理 が 自由 に行 な

え るよ うに した。 以下 は,一 連 の メ ンテ ナ ンス の うち と くに1次 情報 に限 っ て,そ の メ ンテ ナ ンス

の 方法 を述 べ て行 くこ とにす る。

〔キ ー ワ ー ド ・メ ンテナ ンス 〕 イ ンデ ック ス ・テー ブルの キー ワー ドの追 加 ・修正 ・消 去の 処

理 を行 な う。 メ ンテ ナ ン ス ・デ ータ の入ガ は,カ ー ドまた は磁 気 テ ー プか ら行 な う。

キー ワー ドの追 加処 理 は,シ ソー ラスの レベ ル番 号 の指 定 とマス タ ・キ ー ワー ド,デ ィテー ル ・

キ ー ワー ド(レ ベ ル3'の 場合 は マ スタ ・キ ー ワー ドの み)を 指示 して リン グ結 合 を行 ない登 録 す
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寧

由

る。処 理 は,デ ー タの格納 の 時 と同様PUTコ マ ン ドによ って 実行 す る。

修正 処理 は,変 更 すべ きキ ー ワー ドが下位 レベル に デ ィテ ール ・キ ー ワ ー ド(レ ベ ル3の 場 合は

マス タ ・キ ー情 報)と リン グ して い る と きは,い っ た ん下 位 レベ ルの レコー ドの ア ドレス情 報(リ

フ ァレン ス ・コー ド)を バ ッフ ァに導 き,同 時に リン グか ら切 離 して処 理 す る。 修正 が終 った な ら

ば 再度 リン グ結 合 を行 なっ て処理 を完 了 させ る。 レベル3'の 場合 は,下 位 レベルが な いの で ダ

イ レ ク トに 修 正で きる。 キ ー ワー ドの 修正 は,シ ソ ー ラ スの変 更 につ なが るこ とが多 く,階 層 をい

くつ か 同時 に 修正 しなけ れ ばな らない こ とが 多い。

簡 単 な例 で 修正 処 理 を説 明す るた めに,い ま1個 の マス タ ・キ ーの 修 正 つ ま りデォ テ ール ・キ

ーの 代 表語 を変 更 す る場 合に つい て考 え て み る と
,こ のマス タ ・キーの レ コー ド・タ イ プが もつ

RTCSエ リアに リフ ァ レン ス ・コー ドを セ ッ トし,修 正 デ ー タをワ ーク ・エ リア にセ ッ トして'

MODIFYコ マ ン ドを実行 す れ ば,古 い デ ー タは 新 しい デ ー タに置換 え られ る。 た とえ ぱ 「ツ

ウサ ン」 とい うマ ス タ ・キ ー・を 「ッ ウ シ ョウ ・サ ンギ ョン シ ョウ」 と置 換 えたい 場 合 に は,ま ず ・

「ツ ウサン」 の格 納 され て い る リフ ァ レンス ∫コー ドをGET系 コマ ン ドでRTCSエ リアにセ ッ

トす る。 次 に,修 正用 干 リアに 「ッ ウサ ン シ ョ ウ ・サ ンギ ョウ シ ョウ」を セ ッ トしてMODIFY

を実 行す れ ば 修正 は完 了す るこ とに な る。

レ ベル3,レ ベル3'の キ ー ワー ドの 修正 は,こ れ らが ラン ダマイズ ・フィー ル ドで あ るた め,

実際 の処理 で は 修正す べ きデ ー タを消 去 処理 で削 除 した 後に 新 しいキ ー ワー ドを追加 す るとい う形

で登 録 し,リ ン グ結合 す る。

消 去処 理 で は,下 位 レ・・bvaこリング して い るデ ィテ ール ・キ ー ワー ドをど う処 理 す る か とい う情 報

を,メ ン テナ ン ス ・デー タを入 力 す る際 に指 示 してお か なけ れ ば な らない。 処理 は,削 除 すべ きキ

ー ワー ドの リフ ァレン ス ・コー ドをRTCSエ リアに セ
ッ トして消去 コマ ン ドで 実行 す る。

〔デ ー タ ・ベ ース ・メ ン テ ナ ンス 〕 追 加 処 理は,デ ー タの 格納 時の 処 理 と同様 に 行 な う。

'修 正処 理 は
,記 事 内容 の修 正 と抽 出 したキ ー ワー ドの修正 とに分 け られ る。 記 事 内容 を格 納 して

い る マ ス タ ・レコー ド(MRECORD)の 修正 は,格 納 され てい る ア ドレス情報 を サー チ して

求 め,新 しい デー タ をセ ッ ドして 修正 コ マ ン ドMODIFYを 実行 す れば,元 の ア ドレスに 新 しい

デ ー タが 記録 され る。 抽 出 キ ー ワー ドの 変 更 は,格 納 時 に リング したマ スタ・・キー情 報 を旧 キ ー ワ

ー ドか ら切 離 しtgあ と
,新 キ ー ワー ドに リン グす るこ とで更新 処理 が行 な わ れ る(SETFREE

コマ ン ド,CONNECTコ マ ン ドを使 用)

消 去 処理 は,記 事 内容 を格納 し てい る マス タ ・レコー ドの 削除 をまず行 ない,こ こで 得 られ る ア ,

ドレス情 報 と,入 力 デー タの キ ー ワー ド情報 か らイ ンデ ックス ・テ ー ブルに リン グ され て い るマ ス

タ ・キー情 報(マ スタ ・レコー ドの ア ドレス情 報 キ ーコー ド情 報)を 削除 し て処理 は 完了 す る。

図9.2.11にMAS .COAに お け るフ ァイル ・メ ンテ ナ ンスの プロセ ス を示 す。
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図9.2.11 MASCOAに お け る フ ァイ ル ・メ ン テ ナ ン ス の プ ロセ ス

9.2.'2専 用 デー タ ・ベ ー ス ・シ ス テム:MASCOA

(1)シ ス テム の概 要

汎用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・システ ム』(GDBMS)は,思 想 的 に機能 的 に優 れ た特 徴 をも ち な

が ら も,ユ ー ザ ・サ イ ドの業 務 が これ を活 用で きるま でに合理 化 され,体 系 化 され てい な いた め,・

ほ とん ど利 用 され てい な い 状況 に あ る。 ,'

また,多 くの便 利 な機 能 を持 って い る こ とが実 際 の 活 用面 では か えっ て 禍 し,プ ロ グ ラ ミング に

おい て特 殊 な コ マ ン ドを学 ば ねば な らな か った り,管 理 ・検 索 ・レポー ト作成 な どの面 で,い ろ い

ろな複雑 な働 きを盛 沢 山 システ ム側 に負 わ せ るた め,処 理 時 間 がべ らぼ うにか か っ て しま うとい う

欠 点 が あ る。 そ こでMASCOAで は,コ ン ピュー タニ ュー ス提 供サ ー ビス とい う面 か ら,こ の シ

ステム に必要 な最小 機 能 を設定 し,FASP言 語 を用 い て シス テ ム を構築 して 記事 情 報 提供 サ ー ビ

スのた めの 検 索実 験 を行 な うこ とに よ り,.デ ー タの 格納 と検 索 の 面 か ら処 理効 率 の向上 を画 るこ と

に した。

MASCOAで は,キ ー ワー ドを.自然 語 で もち,こ れ らの キ ー ワー ドの シソ ー ラス 体 系 と し て

階離 造 を作 。 て い る.キ 弓 一 ドに は,そ れ ぞ れ に対 応 した 論理 ・一 ドがつ け られ てお り・ そ

れ らを管理 す るた め に シソ ー ラス ・フ ァイル を 設 け た。 ま た,デ ー タとキー ワー ドを結 びつ け るた
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G

め,イ ンバ ーデ ッ ド・フ ァイ ル を作成 した 。 インバ ー デ ッ ド・フ ァイル では,論 理 コー ドとデ ー タ

(デ ー タ格 納番 地)が1対 多 の関 係 で連 結 され て い る。

論 理 コー ドは8桁 か らな り,頭 の2桁 が レベル1(大 分 類 コー ド),次 の2桁 が レベル2(申 分

類 コ ー ド), .次の3桁 が レベル3(小 分 類 コー ド),最 後の1桁 が レベ ル3'で レベル3の 関連 デ

ー タ とな って い る
。

検 索 は,自 然 語 で タイ プ ライ タか ら問合せ るこ とに よ り,シ ソー ラス ・テ ー ブル で 自然語 の キー

ワー ドを論理 コー ドに変 換 し,イ ンバ ーデ ッ ド ・フ ァイ ルかち 指 定 の論 理 コー ドを探 しだせ ば そ

こには求 め るデー タの格納 番地 が 示 されて い る。MASCOAで は,8つ 以 内の キ ー ワー ドをAND

また はORで 結 びつ けた論 理 検 索 が可 能 であ る。 条件 に合 っ た デ ー タは,格 納 番 地 をた どって 引 き

出 され る。

この システ ム で は,イ ン デ ッ クス部 に デ ー タの 所在 を示 す ア ドレス情 報 を もっ てい る他 デ ー タ

部 に おい て も,ペ ー ジ情報 部 ・レコ ー ド部 な どで 個々 の デー タの所 在の細 目や,デ ータ ・リンケー

ジのた めの ア ドレ ス情 報 を もっ て お り,変 則 的 な インバ ーデ ッ ド ・フ ァイルの構成 とな っ てい る。

フ ァイル 編成 は,シ ソー ラ ス 。フ ァイル,イ ンバ ー デ ッ ド ・フ ァイル が共 に シー クエ ン シ ャル ・

フ ァイ ル であ る。 デ ー タは,キ ー ワー ド群 を ブロ ック単 位 で格納 した パ ー テ シ ョン ド ・フ ァイルで

あ る。 検索 は,キ ー ワー ドを昇鷺 に整理 した うえ で ダ イレ ク ト ・ア クセ ス処 理 を行 な う。

この シ ステ ム の唯 一 の欠 陥 は,個 々 に デー タの メ ンテ ナ ン スが しに くい こ とで あ る。 しか し,デ

ータ ・べ ースペ の格納 で は通常 の デ ー タ処理 にお け るフ
ァイ ル作成 と同 じ位 の 時間 で す む し,検 索

』に お い て は
,ダ イ レ ク ト検 索 の 機 能 を失 うこ とな く,即 時 的 な 処 理 が 可 能 で あ る。

な お,MASCOAの 概 要,デ ー タ の 形 式 シ ソ ー ラ ス の 編成 な ど に つ い て は ,9.2.1節 を 参 照

さ れ た い 。 ま た,フ ァイ ル 構 造 に っ い て は, .45-SOO1「 経 営 予 測 の た め の デ ー タ ・マ ネ ジ メ

ン ト」 の5.3節 を参 照 さ れ た い 。

(2)シ ソ ー ラ ス ・フ ァイ ル

シ ソ ー ラ ス ・フ ァ イル は,イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァイ ル 作 成 お よ び検 索 に お い て,自 然 語 の キ ー ワ

ー ド と論 理 コ ー ドの 変 換 を 行 な う た め に 必 要 で あ る
。 フ ァ イル は,デ ィ ス ク ・パ ッ ク を 使 用 し,順

編 成 で シ ソ ー ラ ス ・フ ァイ ル を 作 成 した 。 デ ィ ス ク ・パ ッ ク に 登 録 す る 前 処 理 と して ,カ ー ドか ら

磁 気 テ ー プヘ キ ー ワー ドを 移 し,そ れ らの キ ー ワ ー ドをEBCDICコ ー ドのASENDINGec

ソ ー トす る。 こ の ソ ー トは,イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル を作 成 す る 際
,自 然 語 の キ ー ワ ー ドか ら論

理 コ ー ドへ 変 換 す る た め に便 利 で あ る。

ま た,検 索 を 行 な う際 に,目 的 の キ ー ワー ドを サ ー チ す る 時 間 を 短縮 す る た め に,シ ソ ー ラ ス ・

フ ァ イ ル 作 成 時 に お い て 相 対 ブ ロ ック に 対 し て 割 当 て られ た 情 報 を 磁 気 テ ー プ に 出 力 す る。 こ の 磁

気 テ ー プ 記 録 を イ ン デ ッ ク ス ・テ ー プ ・フ ァ イ ル と呼 ぶ 。
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図9.2.12.専 用 シ ス テ ム:MASCOAの シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト
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(3)イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル

イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル とは,イ ン デ ッ ク ス の フ ァ イル の キ ー ワ ー ドに 対 応 し て,い く つ か の

関 連 す る デ ー タが 格 納 され て い る フ ァイ ル が 存 在 し,キ ー ワ ー ドと デ ー タが ア ドレ ス 情 報(直 接 ア

ドレ ス ま た は 間 接 ア ド レ ス)で 結 ば れ て い る フ ァ イ ル 構 造 を い う。 この シ ス テ ム に お け る イ ン デ ッ

ク ス 部 は,マ ス タ ・イ ン デ ッ ク ス とい う形 で 存 在 し,1ト ラ ッ ク:1ペ ー ジ と し た ペ ー ジ構 造 にお

い て,レ ベ ル1の コー ドの 全 て に これ ら の ペ ー ジ を 割 付 け る。 各 ペ ー ジ に は,そ の コー ドに 属 す る

デ ー タ が 格 納 され て い る ペ ー ジ情 報(1ペ ー ジ:1ア ドレ ス と し た相 対 ペ ー ジ ・ア ド レ ス)を 記 録:

し て い る 。 こ こ で い う レ ベ ル1と は,論 理 コ ー ドの 上 位2桁 の こ と で あ る 。 マ ス タ ・イ ン デ ッ クス

に は,デ ー タ部 の ペ ー ジ情 報 を 記 録 し て い るが,そ の 他 に ペ ー ジ 内 に お け る デ ー タ の 位 置 と そ の レ ・
●

ベル に 関す るデー タ数 も同時 に 記 録 してい る。

マス タ ・イ ンデ ックス部 の構成

レベ ル1

レベ ル2

00 /
000 001 002

デ デ デ
`

1 | 1
タ
先
頭

タ
先
頭

タ

数

＼
ぺ レ

1 コ

ジ 1
1

ド 」

9

●

デ ー タ先頭 ア ド レス とは,ペ ー ジ内 に おけ る レベル3の デ ー タの最初 の位 置 の こ とで あ る。

デー タ部 は,ペ ー ジ情 報 部 と レ コー ド部 か ら成 り,ペ ー ジ情 報 部の先 頭 には レコー ド数 が 記録 さ

れ て い る。 この レ コー ド数e('は,1ペ ー ジ分 のデ ー タ ・レコー ド数 が記 録 され てい る。 これ は,デ
』
一 夕部 にペ ー ジ情 報部 と レ コー ド部が 同一 ペ ー ジ内 に存 在 す るため,レ コー ド部 の ス ター ト番地 を

計 算 す る うえで必 要 な ため で あ る。 ポ イン タの 数 を示 す のは,1デ ータ に最大3個 以内 の ポ イ ンタ

がつ け られ て い るためで あ る。

デ ー タ部の構 成
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レ コ ー ド部 の 構 成
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ま た,レ コー ド部 の各 デー タの先 頭 に あ るペ ー ジ とレコ ー ドは
,検 索 終 了後 デ ー タを抜 出す た め

に使 われ る。

レベル1・ コー ドおよ び レベル3コ ー ドは
,検 索 時 に おい て検 索 テー ブル に格 納 し,次 の 条件 が

ANDの 場 合 に 参照 す る。

リン グ ・ペ ー ジは,同 じ属 性 の デ ー タが次 のペ ー ジにあ る場 合 を考え て付 加 えて あ る
。

リン グ ・レコ ー ドは,同 じ 属 性の デー タが どこに あ るか を示 す もの で
,次 の デ ータの位 置 を示 し

てい る。 この シス テ ム では,フ ァ イルの 構成 図 に も示 す通 り,デ ー タの 内容 が格 納 され てい る領 域

に もア ドレス情 報 が存 在 す る とい う変 則 的な インバ ーデ ッ ド ↑フ ァイ ル を構成 して い る
。 図9.2.

15に イ ンバ ー デ ッ ド ・フ ァイル 作成 プ ロセ スを示 す。

(4)検 索 の方 法

最 初 に検 索時 におけ ろ イ ン デ ック スの 参 照 につ いて述 べ る と,キ ー ワー ドが レベル1の 場 合 は,

マ スタ ・インデ ッ クス を レベル1の 論理 コー ドでサ ーチ して ペ ー ジ先頭 ア ドレス および デー タの先

頭 番地 を知 る。 マス タ ・イ ン デ ッ クス よ りペ ー ジ ・ア ドレス を得 たな らば 次 にデ ー タ部分 を参照

す る。 デ ー タの参 照 は,タ イ プ イン した キー ワ ー ド(D論 理 コ ー ドが 検索 す る論 理 コー ドの申 で一 番

小 さい とき,あ るい は 前 回 タイ プイ ン した キー ワー ドの論 理 コー ドが,現 在 タ イ プイ ン した キ ー ワ

ー ドの論理 コー ドよ りも小 さい ときに のみ行 な う
。

また,キ ー ワー ドが レベ ル3の 場 合 は,ま ず,論 理 コー ドの レベル1の 部分 で マ スタ ・インデ ッ

クス をサ ーチ す る。 次 に,マ ス タ ・イ ンデ ッ クス よ りペ ー ジ ・ア ドレスを得 て デー タ部 を参照 す る
。

す なわ ち,デ ー タ部 の フ ォー マ ッ トよ りレコー ド数 とポ イン タ数 を知 り,計 算 に よ りデー タの位 置

を求 め る こ とにな る。 ポイ ン タの抽 出 は,レ ベル3コ ー ドか ら行 な う。 キ ー ワー ドが レベル3で あ

るに もか か わ らず,ま ず レベ ル1の コー ドでサー チす るの は,レ ベル3の 情報 が レベ ル1の 中 に細

目 として 存在 す るた めで あ る。

検 索 で指 示す る キー ワー ドは,8個 以下 の複 数個 で あ るの で,MASCOAで は これ らcl)検索キ

ーの 個 数だ け テ ー ブル を サ ーチ しなけ れば な らな い
。 サ ー チは,マ ス タ ・イン デ ックス に おい て論

理 コー ドの小 さい順 に行 なわ れ る。 これ は,論 理 コー ドの 小 さい順 にデー タ部 の ポ イ ンタがっ け ら

れて い るた めで あ る。
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次 に,検 索 方 法 に つ い て 述 べ る と,最 初 に キ ー ワ ー ド を タ イ プ イ ン す る場 合 は,,該 当 す る ペ ー ジ

・ア ド レス よ りポ イ ン タ を 抽 出 す る。 キ ー ワ ー ドが レ ベ ル1な らば そ の ペ ー ジ 内 の ポ イ ン タ は 全

て 該 当 す る。 キ ー ワ ー ドが レ ベ ル3な らば ま ず,マ ス タ ・イ ンデ ッ ク ス の レ コ ー ドの レ ベ ル1の

部分 か らペ ー ジ ・ア ドレ ス を 知 り,デ ー タ 部 の レ ベ ル3の ポ イ ン タの レ コ ー ド数 を サ ー チ す る。 該

当 し た ロ ン タ は・ 検 索 テ づ ルee格 納 し チ ・ ・ ク'ビ ・ ト をON`・ す る・ チ ・ ・ ク.・ ビ ・ ト

ONと は,検 索時 に該 当 した デ ー タのポ イ ンタ を検 索 テ:一ブル に 格納 す るが,後 に 該 当した こと'る

知 るた め に コー ド化 テー ブル の ポ イン タに 印 をつ けてお く。 これ が チ ェ ック ・ビ ッ トONで あ る。

検 索が全 て終 った段 階 で,チ ェ ック ・ビッ トONに な って い る もの を集 め れ ば,そ れ が 検索 す る情

報 で あ る。

2回 以 降の タイ プイ ン につ い て は,レ ベル3の キ ー ワー ド検 索 につ いて 述べ る。,

AND検 索 を行 な う場 合 は,キ ー ワ ー ドに 対応 す る論 理 コー ド群 の中 か ら レベル1の 一 番小 さ い

ものを取 出 し,前 回行 な った 検索 の論理 コー ドとの間 で大 小 を比 較す る。

前 回検 索の論 理 コー ド<今 回検 索 の論 理 コー ドの場 合 は,検 索 テ ー ブル の レベル3の 部分 を

今 回 タイ プイ ン したキ ー ワー ドで サーチ し,合 致 してお れ ば前 回 の キー ワー ドの中 に今 回 のキ ー ワ

ー ドが あ つた こと にな り
,ANDの 条 件が成 立 した ことに な る。 この と き行 な うサ ーチ の 回数 は,

タ イ プイ ンの キ ー ワー ドの数 で あ る。 該 当 コー ドに対 して は, .チェ ック ・ビッ トをONに す る。

前 回検 索 の論 理 コー ド 〉 今 回検 索 の論理 コー ドの場 合 は,今 回 タ イ プイ ンした キ ー ワー ドの

論 理 コ・一 ドに おけ る レベル 江の ペ ー ジ ・ア ドレス を得 て,そ のペ ー ジ内 の全 て の ポ イ ン タを検 索 テ

ー ブル に一時 記録 し
,前 回 の コー ド化 テー ブルよ り取 り出 し て,検 索 テ ー ブル の中 か ら前回 の コー

ドと合致 した もの を探 しだす 。 合 致 した ものに つ いて は,コ ー ド化 テー ブルの チ ェ ッグ ・ビッ トを

ONに す る。

OR検 索 を行 な う場 合 は,該 当ペ ー ジを コー ドし,検 索 テ ー ブルに追加 す る。 ポイ ン タの抽 出は,

論理 コー ドの レベ ル1の マ ス タ イ'ンデ ック スよ りペ ー ジ ・ア ドレス を得 て,そ の ペ ー ジ内 の レベル

3の デ ー タ との 突合せ を行 ない,一 致 して いれ ば検索 テ ー ブル にポ イ ン タを追加 す る。 この と きチ

チ ェッ ク ・ビッ トをONに す る。

禽

/
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9.3サ ブ シ ス テ ム:コ ン ピ ュ ー タ 文 献 ・柊 索 シ ス テ ム(MASCOL)

(1)MASCOLの 概要

コ ン ピュー タ文献 ・検 索 シ ステ ム(MASCOL)は
,国 内 また は 海外の コ ン ピ ュー タに 関す る

雑誌 や文献 の記事 をデ ー タ ・ベ ー スに蓄 積 し,管 理 す るこ とに よ り,必 要 とす る文献 の名 称 発 行

日,著 者名,掲 載 頁,題 名,分 野 を適時 提 供サ ー ビス す る情報 検 索 シス テム であ る。MASCOL

で管理 す る雑 誌 ・文献 の範 囲は,お お むね 次の7項 目に大 別で きる。

① ハ ー ドウエ ア と製 造技 術

② ラ フ トウエ ァ と製作 技 術

③ 周辺 科学 と応 用 技 術

④ シ ステ ム開 発

⑤ 情 報 処 理部門 の運 営 と管 理

⑥ 政 策 お よび経 営

⑦ 要員 教 育

MASCOLで は,こ れ らの 雑誌 ・文 献 を分 野 別分類 コー ドで整 理 した り,そ の 内容 を最 も良 く .

表 わす 語 または句 を題 名 の 中 か ら1個 また は2個 抽 出 して キ ー ワー ドを決 定 して い る。 入力 デ ー タ

は,こ れ ら分 類 コー ドや用語 の キー ワー ドに雑 誌 ・文献 コー ド,発 行年 月,掲 載 真 題名,著 者名

を組合 せ て1レ コー ドと'して い る。 デ ー タは,固 定 長の 項 目で 構成 して い るtJジ ステ ムは,汎 用 デ

ータ ・マ ネ ジメ ン ト ・・シ ステ ムRAPIDを 使用 し,デ ー タ ・ベー スを作成 して,集 団 磁気 デ ィス

クFACOM471KでMASCOLデ ー タを 管理 して い る。MASCOL用 の フ ァイ ルに は,お

よそ100,000件 の デー タが 収容 で き る。 フriイ ル編成 は,RAPIDが そ の機 能 として保 有す

るラ ンダム ・ア クセ ス ・フ ァイル で あ る。

キー ワー ドの シ ノー ラス は,現 在 の とこ ろ もって い ない。 そ の理 由 は,MASCOGと 同様,用

語 の体系 化が 難 しい た め で あ る。 これ を補 う もの として,MASCOLに は分野 別分類 コー ドが用

意され て い るが,こ の分 野 は重 点分野 とい う意味 で,コ ン ピ ュ ータ に関連 す る際立 っ た分 野 を32

と りあ げ,雑 誌 ・文献 に最 も合 った分 野 の コー ドを分 類 コー ドと して この中 か ら採用 してい る。

検索のた めの キ ー ワー ドは,期 日,分 類 コー ド,用 語 な どを合せ て6個 以 内 で あれ ば,い くっ で

も指定 で きる。 キー ワー ドを6個 と制 限 した のは,MASCOLに おけ る検索 で は3～4個 のキ ー

ワーー ド指定 が 多 い こ と,ペ ー ジ ・バ ッファ をCPUメ モ リ上に で きるだ け大 き くと り,レ スポ ンス

・タイム を短 縮す る こ とな どに よ るた め であ る
。 検 索機 能 と しては,MASCOAと 同様AND

(・)とOR(+)を もち,こ れ とキ ー ワー ドとを組合 せ て,自 由 に利 用 者 が指 定 で きる。 た とえば,

(4'4+45+46)・(シ ステ ム開 発)・(MIS)・(撒 工 業)は,「 機 械工 業{とお け る

MISの システ ム開 発」 にっ い て掲 載 した もの で,44年 ～46年 に発行 され た雑 誌 ・文献 か ら検

索 す るとい う意 味 であ る。

デ ー タの管 理 検 索,お よび 報告 は,全 て英 数字 ,カ ナ文 字 を用 いて 行 な う。端 末 機 は,タ イ プ

ライ タ,ラ イ ンプ リン タ,ま た緊 急 を要 さな い場 合は,必 要 に応 じて電 算写 植 編集 システ ム を利用
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ψ

6

す る こ とが で きる。MASCOLは,MASCOTモ ニ タの下 で稼 動 す る検索 シ ス テム であ るが
,

現 在 は他 の サ ブ シス テム との間 の連 繋を もって いな い。 コ ン ピ ュー タ用 語 の シソ・一ラス が で き
,専

用 の オ ンライ ン ・サ ー ビスの シ ステム が で きた時点 では,当 然 こ れ らの サ ブ シス テム間 の有 機 性 は

必要 に な ろ う。

出力項目

キーワード
検索条件

発行年月
文献内容

著者名
出 所

掲載項

誓
問
紙

質
用

◎
◎

入力項目

!劃

検 索 シ ス テ ム

電算写植

編集 システム

変換

テープ

管理統計

(情報の発生

分野別分類 と
用語の整理

雑誌 ・文献

1)ll,111111

利用統計
(情報の利用

ターデ}
加
正
去

追
修
消

カ ー ド

読取装 置

磁気

テープ

装 置

口o

〔〕目 〔〕〔〕 〔ヨ

、

図9.3.1 コ ン ピ ュ ー タ 文 献 ・検 索 シ ス テ ム:MASCOL
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② デ ー タの 収 集 方 法

現 在,発 行 さ れ て い る 雑 誌 ・文 献 か ら 国 内 約100種 類,海 外 約40種 類 を と りあ げ,そ の 中 か

ら コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る情 報 を 選 定 し て 入 力 デ ー タ の た め の 資 料 と し た。 国 内 資 料 は,事 務 管 理,

事 務 と経 営,デ ー タ通 信,情 報 科 学,組 織 科 学,数 理 科 学,コ ン ピ ュ ー タ ・レポ ー ト,コ ン ピ ュ ー

トピ ア,日 経 エ レ ク トロ ニ ク ス な ど の 雑 誌 が お もな も の で あ り,コ ン ピ ュ ー タ重 要 語 索 引 集(情 報

科 学 研 究 所)な どか ら引 用 した 。 海 外 資 料 は,Automation,BehavioralScience,

BusinessAutomation,Co㎜unicationsofTheACM,Datamation,

Managementscience,SoftWareAgeな どの雑 誌 を中 心 に海 外雑 誌 ・文 献 情報(日

'本 能 率 協会)か ら引 用 し た
。 『 ・ ◆

これ らの 資料 を基 に,ま ず 文献 の 名称,掲 載 頁 発 行 年 月,題 名(タ イ トル)を 資料 表 に整理 し

た。 デ ータ の転 記 には,コ ン ピ ュー タに入力 可 能 な英 数 字,カ ナ 文字 を用 い た。 次 に,転 記 され た

資料 表 の個 別の デ ー タに つ き,そ の表題 を最 も良 く表 わ す分 野 を分 野 別分 類 コー ド表 か ら選 び 出 し,

その番 号 を資 料表 に記 入 した。 さ らに,そ の表 題 の中 か らキ ー ワー ドとな るべ き重 要語 を,語 また

は句 の 形 で抽 出 し,資 料 表 に 記入 した。 用語 に つ いて は,イ ンデ ック ス ・テー ブル に登 録 され て い

るか ど うか をチ ェ ッグし,同 音 異語,異 音 同語,関 連語 な どを整 理 して テー ブル を修正 した 。整 理

の 済ん だ入 力 デー タは,用 語 デ ー タ;文 献 デ ー タ,継 続 デー タの3種 類 の カt－ドに納 めた 。 継 続 デ

ー タは
,題 名 が66文 字 以 内に納 ま らな い場 合 に使 用 す るもの で,継 続 番号 を記入 して2枚 ま で 追

加す る こ とカSできる。 これ らデ ータの カ ー ド ・ラ ォー マ ッ トは,次 め通 りで あ る。

用語 デ ー タ

文 献 コ.一 ド

3桁

掲 載 頁

4桁

用 語

(1)

32桁

用 語

(2)

32桁

文献 デ ー タ

◎

'

文献 コー ド 掲 載 頁 継 続 番 号 発行 年月 分 類 コ ー ド 題 名

' (タ イ トル)

3桁 4桁 1桁 4桁 2桁 66桁
」

継続 デ ータ

文献 コー ド

3桁

掲 載 頁

4桁

継 続 番 号

1桁

題 名 の 続 き ,

66桁
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(3)デ ー タ ・リンケ ー ジの方 法

デ ー タ ・リンケ ー ジは,MASCOG同 様 考 えて い な い。 デtタ ・リンケ ー ジを造 りあ げ る方 法

として,一 つ は語 源 か ら用語 の 構成 を体系 化 して シ ソー ラス を造 るや り方 であ り,も う一 つ は活 用

面 か ら分類 整 理 し体系 化 して シソー ラス を造 るや り方 で あ る。 前者 は,国 語 問題 を研 究し て い る機

関 で早 くか ら着 手 されて いな が ら,MASCOTで これ らの 技 術 を応用 で きる段 階 に は至 って いな

い。 また,後 者 では,情 報処 理 用 語のJISは す でに造 られ た もの の用語 の数 は少 な く,コ ン ピュ

ー タの分 野 で 使われ てい る用 語 の ほ とん どが まだ標準 化 され て いな い
,な ど コ ン ピュー タ用 語 の体

系 化は むず か しい 状 態に あ る。 こ のよ うな状 況の なか で,MASCOLに お い て,こ の シ ステ ム を、

利 用 して もら う人達 に満足 して もち え る コン ピュ ー タ用 語 の シソー ラスを作 りあ げ るこ とは,不 可

能 に近 い もの と判 断 した た め,あ えて このた め に労 働 を費 す こ どをしなか っ こ。 い ま だ,コ ン ピュ

ー タの分 野 は 日進 月歩 そ の進 展 が他 の分 野 に 比 べは るか に速 く
,新 技 術,新 シス テム が続 々 と誕 生

し てい る。 そ こで生 れ る新生 語,新 造 語,改 良語,俗 語,関 連語,消 滅語 は数限 りな く散 在 し,こ

れ らを含 めて コン ピュ ー タ用語 の シ ソ ー ラス を管理 してゆ くこ とは,と うて い 困 難 と思 わ れ る。

そ こ でMASCOLで は,デ ー タ ・リ ンケ ー ジ と同 様,コ ン ピュー タ文 献の うち比 較的 利 用者 の

多 い マ ク ロ的 な位 置1こあ る用語 を整 理 し,重 点用 語 と して,そ れ らに 関す る情 報 を提 供 サ ー ビスす

るこ と も重要 で あ る と思 われ るの で,重 点分 野 別分 類 コ ー ドを設定 し,こ の コー ドを指 定 す るこ と

によ り,一 般 の検 索用 語 よ りも簡単 に早 く検 索手 続 きを済 ませ,報 告 を得 るこ とがで き るよ うな機

表9.3.1MASCOL用 分 野 呂扮 類 コー ド

01 政 策 18 ロ ボ ッ ト

02 経 営 19 制 御

03 情報化社会 20 オ ン ラ イ ン

04 人間と組織 21 デー タ通 信

05 創 造 性 22 コ ン ピ ュ ー タ

06 意思決定 23 ミニ コ ン

07 未来問題 24 フ ァ ク シ ミ リ

08 流 通 25 マ イ ク ロ フ ィル ム
、

09 自動化,省 力化 26 図形処理

10 情報処理 27 情報検索

11 シ ス テ ム 28 シ ン ク タ ン ク

12 公 害 29 OS

13 標 準 化 30 プ ロ グ ラ ミン グ

14 教 育 31 プ ログ ラム言語

15 手 法 ・方 式 32 デ ータの 管理 と帳 表 作成

16 周辺科学

17 予 測 50 その他
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能 を シス テムに もた せ た。 これ らの重 点語 の主 な もの は,経 営,情 報 化社 会,未 来 問題,人 間 と組

織 シス テム,情 報 処 理,デ ー タ通 信,コ ン ピ ュー タ,プ ログ ラ ミ')グ な ど32語 であ る。

MASCOLで は,さ らに的 確 な情 報 を検 索す るため に〆 特定 の用 語 と組 合 せて キー ワー ドを指

定 す る こ とによ り,よ り利用 目的 に合 致 した 雑 誌や文 献 を探 し出 す こ とがで きる。 な お,用 語 の イ

ンデ ッ クス ・テ ー ブル は数 字が アセ ンデ ィ ン グ順 英 字が アル フ ァベ ッ ト順
,カ ナ文 字 は50音 順

に整 理 した。

(4)フ ァ イ リン グの 方法

〔デ ータ ・ベー スの定 義 〕 デー タ ・ベ ー スの定義 は,汎 用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム:

RAPIDユ ー テ ィ リテ ィRPDDESPの 指 定 に基 でいて行 な う。

デ ー タ ベ ース

定 義 カ ー ド

デ ータ ベ ー ス

(MASCOL)

DISCRIPTION

メ ツセ ー ジ

ス
ト

ー
ス

ベタ

リ
一
義

デ
定

'

■

図9.3.3 MASCOLに お け るデ ー タ ・ベ ースの定 義

〔デー タ ・ベ ー スの 構造 〕 キ ー ワー ドは,分 類 コー ドと用語 か ら構 成 して お り,分 類 コー ドと,

文献 内容 を記 録す るマ ス タ ・レコご ドとは,リ ン グで結 合 して い る。用 語 イ ンデ ックス は,ラ ン ダ

マイズ'レ コードとして登 録 して い る。用語 とマス タ ・レコー ドとの 関係は,用 語 を登 録 す る際に,マ

ス タ ・レコー ドの ア ドレ ス情 報 を得 る ことに よって 結合 して い る。

こ こで,こ れ らの関 係 をさ らに 細 か に述べ ると図9 .3.4の 右 側 の 関係 に み るよ うに,分 類 コ ー ド

をペ ー ジ指 定 す るた め の レコー ド ・タ イプ(DIVCODE),文 献 内容 を格 納 す るた めの レコー

ド ・クイ プ(MRECODE),文 献 内 容 を追加 し継 続す るた め の レ コー ド ・タイ プ(REPRE

CORD)を,各 々 階層 的 に リン グで結 合 してい る。 一 方,図 左 側 をみ る と,用 語 イ ンデ ック スは

.あらか じ めEBCDICコ ー ドで ソー トされ てい る もの を使 用 す るので,こ れ を ラン ダマ イズ ・レ

コー ドと関 係づ け をた め の レ コー ド ・タ イプ(DUMRECORD)
,用 語 イ ン デ ック ス を ライ ダ
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一
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「

____________________________」

MAS .COLに お け る デ ー タ ・ベ ー ス の 基 本 構 成

マ イズ ・ルLチ ンを通 し格納 す るた めの レコー ド ・タイ プ(WDRC),用 語 と文 献内 容 とを 関係

づ け るた め 文献 内容 が格 納 さ れて い るマ スタ ・レコ ー ドの ア ドレス情 報 を得 るレ コ ー ド ・タ イ プ

(ADCODE)を,各 々 階層 的 に リン グで結合 して い る。

_____________________一 二 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 「「 　 一 ー

サ ブ リン グ

1.1
|

」___二_一 一ーーー一一ー

レ コ ー ド ・タ イ プ名

DUMRECORD;キ ー ワ ー ド ・ソ ー ト用 ダ ミ ー ・レ コ ー ド

WDRC;用 語

ADCODE';MRECORDの 格 納 ア ド レ ス情 報

DIVCODE;分 類 コ ー ド

・'MRECORD:文 献 内 容

REPRECORD;継 続iriコ ー ド.・

図9.3.5デ ー タ ・べ 「 ス の 構 造

〔デ ー タ の 格 納 〕 ① 用 語 イ ン デ ヅ ク ヌ の 登 録:登 録 す る 用 語 イ ン デ ッ ク ス'テ ー プ は・ 全 キ ー

ワ ー ド32桁 がASENDINGで:7ー トさ れ て い る もの を 使 用 す る。MASCOLに お け る用 語
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⑨

イ ンデ ック スは,MASCOA同 様 ラ ンダマ イズ ・レ コー ドと して格 納 す るため
,ダ イ レク ト検 索

が で き る。ま た,用 語 が あ らか じ め ソ ー トされて い る こ とに よ り,ラ ンダ マイ ズ ・ル ーチ ンの アル

ゴ リズ ムで生 ず るア ドレス指定 で も,そ れ らの用 語 はデ ー タ ・ベ ース の ペー ジに 関連 的 に格納 され

るので,バ ッ フ ァへ の ア クセ ス回数 を減 し,検 索 を速 め る意味 で効果的 であ る。 ラ ンダ マイズ に お

け る シノニム は,RAPIDシ ステ ム の ランダ マイズ ・リス トを利用 しそ適 当な処 置 を 行 な う
。

RAPIDの ユー テ ィ リテ ィに よ り,登 録 した 用語 やエ ラー情 報 は プ リン タヘ リス トす る。

●

図9.3、6 用語 イ ン デッ クス の登 録

`

◆

② 文 献 内容 の格納:格 納 デ ー タと用語 の イ ン デ ックス ・テー ブル との チ ェ ックは,格 納 デ ータ1

文 献につ き1～2個 の 用語(キ ー ワー ド)を もって お り,そ れ らの用 語が イン デ ックス ・テ ー ブル

に 登録 され てい るか ど うか を調 べ る もの で あ る。 キ ー ワー ドが 登 録 され て いな い レコー ドにつ い て

は格納 処 理 は行 な わず,デ ー タ ・エ ラー と して リス トす る。 文献 内 容 を記 録 す るマ ス タ ・レコー ド

(MRECORD)は,分 類 コー ド別 に リン グで 結合 す る と と もに,文 献 内容 を補 足 す る継続 レ コ

ー ドとサ ブ リング をっ く
っ て い る。 マス タ ・レコー ドを格 納 した ア ドレス情 報(リ ファ レ ンス ・コ

ー ド)は
,用 語 イ ンデ ックス と 関連 づ け るた めADCODEへ 登 録す る。 格 納 した デ ー タは

,キ ー

ワー ドとと もにRAPIDユ ー テ ィ リテ ィを 使用 して リス トし
,そ の状 況 を確 認す る。
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図9.3.7デ ー タ の 格 納

(5)検 索 の方 法

検 索は語 または 句 か らな る用語,ま たは分 類 コ ー ドをキ ー ワー ドとして 行 な う。 問合せ は端 末 タ

イ プ ライ タか ら行 ない,応 答 は その 件数 の 多少 に よ りライ ン プ リンタ また は端 末 タイ プ ライ タ に行

な う。緊 急 を要 しない 場合 は,電 算 写 植編 集 シス テム に よ り漢 字 出力 もで きる。 検 索方 式 は,・簡単

な専 用言 語 を用 い た会話 方式 で行 な う。 キー ワー ドと デー タとの関 係 は,図9.3.8の 通 りで あ る。

問 合せ に よ り,キ ー ワー ドが イ ン デ ック ス ・テー ブル に登 録 され て い る場合 には,検 索 条 件 に従

っ てそ の命 令 を実 行 し,登 録 され てい な い場合 には,イ ン プッ ト ・エ ラ ー とし てその 旨 を タ イプ ラ

イ タ表示 す る。用 語は,ラ ン ダマ イズ ・レ コー ドとし て格納 され て し〕るの で,検 索 は ダ イレ ク ト ・

サーチ で きる。分 類 コー ドの 検 索 は分 類 表 を参照 し,イ ン デ ッ クス ・ア ドレス情 報 を求 め て行 な う。

イ ンデ ック ス ・ア ドレ ス情 報 とは,DIVCODEe(格 納 され て い る分 類 コー ドの リフ ァレ ンス ・

コー ドで あ り,リ ン グ ・マ スタの ポ イ ン タであ る。

キ ー ワー ドが登 録 され て い る ものにつ い て は,リ ン グ検 索 を行 な い検 索件 数 め 表示 を得 る。 検 索

結 果 の報 告 を受 け た い場 合 は,出 力 の様式 と実 行命 令 を指 示 す れ ば,検 索 条件,出 力 件数,文 献 内

容 な どが リス トされ る。 す な わ ち,検 索 実行 の 命令 を指 示 す る と,PRIORオ プ ショ ンの 機能 に
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イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブル

キ ー ワ ー ド(50音 順)

コ ア メ モ リ
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個 人 コ ー ド
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記 事情 報 レ コー ド
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、 古
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ド ド
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ス ス

指 計

ψ 阜、

意思決定

来来問題

流 通

自動化,省 力化

＼

1|＼

出 典 コー ド 発行年月 整 理 允 分 類コード キーヴー ド① キーワー ド② 雑 誌 ・文 献 ・タ イ トル

(3桁) (4桁) (4桁) (2桁) (32桁) (32桁) (66,132198桁)

船舶の超自動化と
例→ 030 4507 0013 09 自動化 コンピュータ コンピュータ」 今村 宏

1レ コ ー ド

頃

●

図9.3.8MASCOLに お け る キ ー ワ ー ドと デ ー タ との 関 係

よ り逆順 の リン グ検 索が 行 な われ,ア ドレス 情報 として のペ ー ジや レコ ー ド番号 な どの リファ レ ン

ス ・コー ドを探 し出 し,ア ウ トプ ッ ト ・エ リアに文 献 デ ー タが導 かれ て出力 され る。 この 一 連の 検

索 プ ログ ラム は,図9.3.9に 示 す通 りで あ る。

検 索指 示 お よ び表 示 は図9.3.10の よ うな 方法 で行 な う。

図9.3.10の 例 では,機 械 工 業 にお け るMISの システ ム開発 につ いて 掲載 され て い る記 事 を

44年 ～46年ec発 行 され た雑 誌 文献 の 中 か ら検 索 す る場合 の指示 とその 表 示方 法で あ る。

まず,ス テ ッ プ1で44年 ～46年 の 文献 情 報を問 えばst525件 あ るとい う応答 が あ る。

ス テ ッ プ2で は,ス テ ップ1の 条 件 の もとに システ ム開発 が何 件 あ るか とい う問 に対 し,54件

とい う応 答 で あ る。

ス テ ップ4で は,ス テ ップ3の 条 件 の も とで機 械工 業 の情 報が 何件 あ るか と い う問 に対 し,2件

とい う応 答 であ る。

ス テ ップ5で は,ス テ ッ プ4の 結 果 の報 告 を受 けた い の で,そ の情 報 を タイ プ ライ タに 出力 で き

るよ うにせ よ とい う指 示 で あ る。

ス テ ッ プ6は,検 索 の 結果 の 出力 を実 行せ よ とい う命 令 であ る。
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フ ァ イ ル

〉 ラ ー表 示

句

号

● 「

令



●

「
1メ イ レ イ ケ ン サ ク キ ー
L____一___

、

Q

P

R

(44.01.01-46.12.31)

1,シ ス テ ム カ イ ハ ッ

2,MIS

3,キ カ イ コ ウ ギ ョ ウ

4,R

「

ケ ン ス ウ

525

54

8

2

ス テ ッ プ

-
⊥

2

3

4

5

ρ0

L問 合せ指示項目 LMAsc。 。か らの表示項目

(T:期 間 指定*:AND機 能 十:OR機 能P:印 書命 令R:タイ プラ イタへ の 出力指 示RQ:出力 実施 命 令)

図9.3.10 MASCOLに おける検索指示 と表示例
"

●

●

MASCOLに お け る検 索 は,だ い た い 以 上 の よ うな ス テ ッ プ を 踏 ん で行 な うが ,検 索 結 果 の 報

告 書 の 出 力 様 式 に つ い て は,図9.3.11の よ うな3っ の タ イ プ の 形 式 で 表 示 で き る。

(6)メ ン テ ナ ン スの 方 法

MASCOLIこ お け る メ ン テ ナ ン スは,大 別 し て,キ ー ワ ー ドの メ ン テ ナ ン ス と デ ー タ ・ベ ー ス

の メ ン テ ナ ン ス に分 か れ る。

〔キ ー ワ ー ド'メ ン テ ナ ン ス 〕 キ ー ワ ー ドの メ ン テ ナ ン ス は,消 去 処 理 お よび 追 加 処 理 に よ っ

て行 な う。 修 正 処 理 は,キ ー ワー ド格 納 フ ィ ー ル ドが ラ ン ダ マ イ ズ ・フ ィ ー ル ドで あ るた め,

PAPIDの 規 定 上 こ の 機 能 が 使 え な い こ とか ら消 去 ま た は 追 加 処 理 で 代 行 す る。

消 去 処 理 は,消 去 キ ー ワ ー ド を レ コ ー ド ・タ イ プエ リア に セ ッ トし,リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ドを サ

ー チ し た うえ で
,レ コ ー ド ・タ イ プ の もつRTCSエ リア に そ の リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ドを セ ッ トし

て,消 去 コ マ ン ド(DELETE)で 実 行 す る。

追 加 処 理 は,キ ー ワ ー ド登 録 ル ー チ ン と 同 様 に して 行 な うが ,同 一 の キ ー ワ ー ド登 録 を選 る た め,

あ らか じ め キ ー ワ ー ド ・チ ェ ッ ク を し て か ら処 理 を行 な う。 メ ン テ ナ ン ス し た キ ー ワ ー ドは プ リ ン

タ へ 出 力 し,そ の 状 況 を 確 認 す る。

〔デ ー タ ・ベ ー ス ・メ ン テ ナ ン ス 〕 マ ス タ ・デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス に は,消 去 処 理,修 正 処 理

追 加 処 理 が あ る。 メ ン テ ナ ン ス処 理 を行 な う に は,メ ン テ ナ ン ス ・デ ー タ の ア ドレ ス 情 報 を イ ン プ

ッ ト しな け れ ば な らな い。 ア ド レ ス情 報 は,デ ー タ格 納 ル ー チ ン で 出 力 し た リフ ァ レ ン ス ・コ

ー ドで あ り
,メ ン テ ナ ン ス は,こ れ らの コ ー ドを参 照 し,キ ー ワ ー ド に リ ン グ さ れ て い る キ ー コ ー

ドと 関 連 づ け て 処 理 を 行 な う。

消 去 処 理 に は,格 納 ル ー チ ン で リ ス ト し た リ フ ァ レ ンス ・コ ー ドと キ ーーワ ー ドの 情 報 が イ ン プ

ッ ト ・デ ー タ と して 必 要 で あ る。 消 去 処 理 は,リ フ ァ レ ンス ・コ ー ドを マ ス タ ー ・デ ー タの レ コ ー
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① 端 末 タイ プ ラ イタによ る出力 様 式 例

ケ ン サ ク ジ ョ ウ'ケ ン(45十46)*(ミ ラ イ モ ン ダ イ)*(ソ ウ ゾ ウ セ イ)

タ イ トル:ミ ラ イ ガ ク ニ オ ケ ル ソ ウ ゾ ウ テ キ コ ン トン ー ヒ カ ク ミラ イ ガ ク

ノ タ チ バ カ ラ 」 サ イ トウ セ イ イチ ロ ウ

ソ ユ ッ ァ ン ジ ョ ウ ホ ウ カ ン リP.0022

ハ ッ コ ウ ネ ン ガ ッ ピ:45 .07

② 電算 写 植編集 システ ムJEM3850に よ る出力様 式例

検 索 条 件:(公 害)*(コ ン ピ ュー タ)

題 名:公 害 と戦 う ・ゴ ン ピ ュ ー タは 公害 追放 の武 器 た り得 るか」 臼井 健治

雑誌 文献 名:コ ン ピ ュー トピア 頁0025

発行 年月45年9月

③ ラ イ ン プ リ ン タ に よ る 出 力 様 式 例

ケ ン サ ク ジ ョ ウ ケ ン:(45.09)*(オ ン ラ イ ン)テ イ キ ョ ウケ ン ス ウ016

セ イ ユ ジ ョ ノMISト オ ン ラ イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ」 セ キ マ ナ ブ(COMPUTER

REPORT,POO21,45.σ9)

セ イ サ ン ノ オ ン ラ イ ン シ ス テ ム ー シ ン エ イ キ ミッ セ イ テ ッ ジ ョ ノ ゼ ン ボ ウ」 ノ サ カ ヤ ス オ

(ケ イ ・ ウ,P.0039,45.09)

オ ン ライ ン シ ス テ ム ノ セ ッケ イ ト ジ ッサ イ(6)」 ノ グ チ ア キ オ(ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ.ン,

P.0081,45.09)

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム ノ パ フ ォー マ ン ス ソ ク テ イ ト ソ ノ ジ ツ レ イ」 ア イ ザ ワ タ カ シ,ハ ギ モ トタ

ク ゾ ウ('ビ ジ ネ ス コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン,P.0068,45.09)

図9.3.11MASCOLに お け る 出 力様 式
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与

●

ドタ イ プに お け るRTCSエ リアにセ ッ トし,消 去 コ マ ン ド(DELETE)に よっ て行 な う。 こ

の際 に,下 位 レベ ル に リン グされ た 題名 の継 続 レ コー ド(REPCORD)を も同時 に 消去 す る。

また,キ ー ワー ドと リン グし てい るADCODEは,キ ー ワー ド検索 お よび リン グ検索 を行 な っ

て該 当す る もの を探 し出 し消 去す る。

修 正 処理 は,リ フ ァレ ンス ・コー ドをRTCSエ リアに セ ッ トし,デ ー タ ・フ ィー ル ドの エ リア

に 修正 す べ きデー タ をセ ッ トして 修正 コ マ ン ド(MODIFY)に よ っ て実行 す れ ば
,同 一 ア ドレ

スに 新 しい 内容 が記 録 され る。

追加 処 理 は,デ ー タの 格納 と同様 の入 力 フ ォー マ ッ トで追加 デー タ を作成 し
,マ スタ ・デ ー タ お

よび キーワードをPUTRANDOMの コマ ン ドを用 い て格 納 す る。 入力 装 置 は
,デ ータ 量 に応 じ

て,タ イ プ ライ タ,'カ ー ド読取 装 置 な どを 使い分 け る必 要 があ る。

メ ンテナ ンス ・デ ー タの処 理状 況 は,ラ イ ンプ リンタへ 出力 し確認 す る。MASCOLに お け る

フ ァイ ル ・メ ンテ ナン ス の プロセ ス を図9 .3.12に 示 す。

●

'

格 納 デ 一 夕

デ 一 夕 ベ ー ス

メ ン テ ナ ン ス

メ ンテ ナ ンス

デ 一 夕 リス ト

メン テ ナ ンス

デ 一 夕 入 力

メ ン テ ナ ンス

デ ー タ は?

キ ー ワ ー ド

メ ンテ ナンス

メ ン テ ナ ン ス

デ 一 夕 リ ス ト

キー ワー ド

プ ア イ ル

図9.3.12MASCOLに お け る フ ァ イ ル ・メ ンテ ナ ン ス の プ ロ セ ス
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汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

活 用 上 の 問題 点
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10.汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

活 用 上 の 問 題 点

メ ー カや ソフ トウ ェ ア会社 か ら提供 され てい る汎 用 デー タ ・マ ネ ジメ .ント・システ ム(GDBMS)

は,デ ー タの管 理機 能 検 索機 能 加 工 機能 レポ ー ト作成 機 能 な ど豊 富 なユ ー テ ィ リテ ィの 機能 を

もち,し か もプ ログ ラ ミング を使 易 くす るた め に特 殊な 言語 を もっ てい る とい われ てお り,コ ン ピ ュ

ー タ ・ユ ーザ に と
っ て は システ ム作 成 上 こめ うえな い便 利 な道 具 と思 われ てい る。

GDBMSが 発 表 され て久 しいが,し か し,こ れ らの シス テ ム をユ ー ザ ・サ イ ドで真 に有 効 に使 い

こな し てい る例 は ほ とん どな い とい って もよい。 現 在 脚 光 をあび 各 界 で注 目 され て い るNASAの

管理 システ ム,NHKの 番組 総 括 シス テ ム,MEDLARSな どの文献 検 索 システ ム,鉄 道 の旅 客 サ

ー ビス ・システ ム
,銀 行 の預 金 管理 シス テ ム ・信 販 の ク レジ ッ ト・サ ー ビス ・シス テ ムな どは全 て専

用 システ ム であ り,独 自の シス テム で デ ータ ・ベ ー ス を創 りあ げて い る。

これ だ け便 利 なGDBMSが あ りな が らこれ らが使 われ て い ない 理 由 とし て,GDBMSの デ ー タ

'ベ ー スに 格納 され るまで の前 段階 の 用意が
,ユ ーザ に とってあ ま りに も大 きな負担 にな りす ぎ るこ

とであ る。 デ ー タ ・ベ ース の概 念 とし て 多 目的 の フ ァイ ル を有機 的 に結 合 し共 通 的 に管 理 し なけれ ば

な らな いが,こ の た め の デー タ の構 成 ・フ ァイル 編成が 重 要 な キー ・ポ イ ン トで あ る。 設 計上 の不 備

が格納 に莫大 な時 間 を要 し,メ ンテ ナ ンス に大 きな労力 をか け る原 因 と な
ってい る。 また,デ ー タの

格納 か らレポ ー ト作成 処 理 に至 る まで,機 能 面 で 優れ た もの を持 ちなが ら十 分な 検 討 を怠 ると,実 際

の活 用 面で は シス テ ム を運 用す る段 階で 全 く使 い ものにな らな い とい うこ とに もな りか ね る。

一 方
,プ ロ グ ラ ミン グを 容 易 にす るた め,デ ー タ ・ ベース の定 義 ・格納 ・検 索 ・メ ンテ ナ ンス な ど

の機能 にお い て特殊 な 言 語 を もって い るが,こ れ らの言 語の 働 き を理 解す るため に結 構 時 間がか か る。

どち らか とい えぱ,こ れ らの コ マ ン ドは専 門家 向 きの言 語 とい え るであ ろ う。

この実験 の結 果判 った ことは,GDBMSの 全 ての機 能 を業 務 に フル に発 揮 させ よ うと思 うと,現

実 に は処 理 時 間 と労 力 の 点 で使 い もの にな らな くな る恐 れが あ る とい う こ とで あ.る 。 検 策 が主 体で

あれ ば格 納 や メンテナンス の 面 で機 能 を落 す必 要 が あ るし,レ ポー ト作成 が主 体 で あれ ば検 索 や メ ンテ

ナ ンの面 で機 能 を落 す 必要 が あ るな どGDBMSの 機能 を十 分理 解 した うえで使 い 分 け しな ければ な

らない。 検 索 時間 を速 め るた め には,複 雑 な デー タ構造 はで きる だ け避 け,階 層 を減 らしポ イ ンタ を

少 な くしな けれ ばな らない。 ま た格納 を速 め るた めに1ヰ検索 と同様 デ ー タの構 造 はで き るだけ 簡単

な ものが よ く,ソ ー トリ ング は少 な くした方 が よい。

この よ うにGDBMSは,必 らず し も活 用 面 か らみて実 際 的 に使 い易 い シス テ ム とはな って い ない。

しか し,シ ステ ム担 当者 がGDBMSの 機 能 を十 分使 い こなせ る技 術 力 を も ち,企 業 の シス テムが 体

系 化 され た うえ で業 務が デ ー タ ・ベ ース を作成 で きる状 態 に管 理 され てい れ ば,GDBMSの 利 用 効

果 は大 きい ことが 疑い ない 。 デ ー タ ・ベ ース の概念 は,企 業 の業 務管 理 に お い て無駄 な デ ー タを省 き
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総 合 的 ・シス テム 的な 方向 を確立 す る目 標 と して注 目すべ きで あ るが,

ス テムの 中 で使い こな してゆ くとい う努 力 もまた必 要 で あろ う。

同時 にGDBMSを 企 業 の シ

■
・

,,

◆
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カ タ カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム
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11.カ タ カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム

11.1力 夕 力ナ 漢 字 変 換 シス テ ム の動 向

最近 の コ ンピ ュー タの 普 及 ・発展 ぶ りに は,目 をみ は る ものが あ るが,そ れ と と もに,わ れ われ の

取 り扱 う情 報 の 種類 や量 も また 飛躍 的 に増 大 してい る。

従 来 の 汎用 コ ン ピュー タは:カ ナ文 字,英 字,特 殊 符 号 しか取 り扱 う ことが で きな か った た め,コ

ン ピ ュータ によ る情 報処 理 は,お のず か ら計 算事 務 を中 心 とす る数 字情 報 に 限 定 され て きた。 しか し,

情 報処 理分 野 に お け る文 字情 報 の重 要 性が 認識 され るに つ れ て,に わ か に本 来の 漢 字 を中 心 とした文

字情 報 へ の要 請が 高 ま って きた。

従 来 か らの処 理で は コ ン ピュー タで 文字情 報 を扱 う場 合,漢 字 をカ ナに 変 換 す る こ とに よ っ てか ろ

う じて切 り抜 け て きた。 しか し最近,コ ン ピ ュー タによ る漢 字処 理 へ の要請 が高 ま っ,てきて お り,漢

字処 理 シス テム の開 発 が ハ ー ドウェア の面 で もさかん に 行 なわ れ,4～5種 類 の 漢 字処理 機器 が す で

に開 発 されて い る。

コ ン ピュ ータ で漢 字 を扱 う とな ると,そ れ に付 随 して い ろい ろな 問題 が で て くる。 まず,漢 字 の数

が 欧 米 に く らべ てべ らぼ うに多 い とい うこ とが あげ られ る。

一 般 の処 理 に おけ る文 字 の種類 として は
,最 低5,000字 位 の もの が必 要で あ ろ うと思 わ れ る。 そ

の ため に イ ン プ ッ ト/ア ウ ト プ ッ トへ の負担 は大 き くな る。 と くに,ア ウ トプ ッ トは,機 械 的 に処'

理 す るの で 問題 はな いが,イ ン プ ッ トは ど うして も人 的 な要 素が100%を し め るので 問題 で あ る。

コ ンピ ュー タで漢 字 を処 理す る場 合 に 問題 とな るの は,イ ン プ ッ トに その大 きな比重 がか け られ てい

る とい う点 で あ る。

漢 字処 理 の た めの イ ン プ ッ トデ ー タの作成 は,通 常,漢 字 テ レタ イプに よ って イ ンプ ッ トをす るご

従 来 か らの 処理 と し て,す で に漢 字 を ロー マ字,カ ナ文 字 に変換 して,コ ンピ ュー タの イ ンプ ッ ト ・

ファイ ル として とって あ る場 合の 漢 字 出力 は大 変 で あ る。 しか し,こ れ もカナ文字 を中心 に した デ ー

タ を コ ンピュ ー タで 自動 的 に漢字 に変換 で き るとすれ ば,時 間,コ ス ト,シ ス テム,な どの 面 で漢 字

処 理へ の 移 行 は,可 能 で あ る。,.

この よ うな背 景 か ら,最 近 に な って,コ ン ピュー タに よ る漢 字処 理 システム の活 用 を容 易 に す る方

法の 一つ ど して,「 カナ や ロー マ字 」の 入 力 をい かに 「漢 字 かな混 り文 」 に変換 す るか とい うこ とが

問題 点 とな って い る。

11.1.1カ タ カナ漢 字 変換 シ ステ ム の概略

カタ カ ナ文字 を漢 字 に 変換 す るには,次 の よ うな2通 りの場 合 が 考 え られ る。

① す で に カナ文 字で 漢字 か な 湿 り文 をイ ンプ ッ トして あ る場 合 の変 換

② 漢 字 か な湿 り文 を カナ文 字 に直 して イ ンプ ッ トす る場 合 の 変換

この両 者 の変 換処 理 は,い くつか の点 で異 な る。 そ の大 きな相 異 は,漢 字 を カナ文 字に 直 した場 合
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に お こ る。

① 同音 異議 語

② ワ カチ書 き

な どの 問題 に よ る もの で あ る。

「同音 異義 語」 は,カ タ カナ で 「コ ウテ イ」 と書 い た場 合

工程,公 定,行 程,考 訂,公 邸,更 訂,肯 定,皇 帝,-校 定,校 訂,校 庭,航 程,高 低,高 弟t・・t…・・

な ど これ に対 応 す る漢 字 が 沢 山 あ るので,カ ナ を漢 字 にな お す場合 に この よ うな 区分 を ど う処 理す

るか と い うこ とで あ る。

また,「 ワカチ書 き」 とは,た と えば

ヒル ル スバ ンニ コイ

とカナで 書 かれ て い る場合

昼 留 守 晩 に来 い

なの か

昼 留守 番'に 来い

な のか わか らない。 この た め イ ンプ ッ トの 段 階 で分 か ち書 き を しな けれ は な らない。

づ ま り

ヒル ル ス バ ン ニ コイ

ヒル ル スバ ン ニ コイ

とい うよ うな語 の 区切 りが 必要 に な る。

他 にい ろい ろ な変換 上 の 問題 点 は あ ろ うが大 き くわけ て は,こ の2つ のポ イ ン トを コ ンピ ュー タの

な かで い かに処 理 す るか とい うこ とが 大 きな問 題 で あ る。 通 常,コ ン ピュー タ で カ ナ文字 を漢 字 混 り

文 に変 換す る場合,こ の よ うな 条件 を区分 す るた めあ る種 の フ ァ ンク シ 。ン処 理 が 必 要 で あ る。

その た め,漢 字 か な湿 り文 を カナ文 字 に な お す場 合 は,変 換 の シ ステ ムに あ った フ ァ ンク シ ョ ンを

あ らか じめ挿 入 す る こ とが で き るので 問題 は な いが,す で に カ ナ文 字 化 され て い るデー タにつ い ては,

フ ァ ンク シ ョン処 理 が され て いな いの で 変 換 は大 変 で あ る。

新 規 デー タ

フ

ァ
ン
ク

シ

ョ
ン
処
理

カナ文 字

イン プ ッ ト

(ユ
〔こ コ

現存 デー タ

〔こ 〕

ファンクション

処 理
Qコ

図11.1.1変 換処 理 の典 型 的 な例
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11.1.2入 力処 理 お よ び 自動翻 訳

カナ文字 を漢 字 か な混 り文 に変換 す るため の入 力 として,フ ァ ンク シ ョン処 理が 必 要 な こ とは す で

にのべ た。 この フ ァ ンク シ ョ ン処 理 は,翻 訳 の方 式 に よ りほ ぼ決 ま る。 よ って,こ こで は一 般 的 に ど

の よ うな翻 訳 の 方 式が あ るか を述 べ 以 後の シ ステ ム の参 考 に した い。

翻 訳 方 法は 大 き くわ けて

① 文 字 単 位 、

② 語 単 位

にわ かれ る。

11、1.3文 字 単 位 の翻 訳

(D音 ・訓 を個 別 に 区分 す る方 法

漢 字1字,1字 の ヨ ミガナ を見 出 し とす るテ ー ブル(辞 書)を 用 い て,デ ー タの カナ 文字 を変 換

す る方 法 で あ る。 つ ま りヨ ミガナ単 位 に テ ーブル とっ き合 せ を行 な いデ ー タ を漢字1字 分 ず つ 変 換

して い く方 式で あ る。

この方 法 で は,単 位 切 りが ど うな るか わか らない。 しか し 「シ ンデ ンズ ジ ドウ カ イセ キ ソ ウ チ」

(心 電 図 自動 解 析 装 置)な どで は,ど の よ うに単 位切 りされ て も困 らな い。 この方 法の,も っ と も

有 利 な点 は 「ヨ ミガナ は変 わ らない」 とい う点で あ る。 単 語 に は,新 しい言葉 が生 じるが,漢 字 に

は,こ の よ うな ことは な い。 この 方 式で は,同 音 異義語 の処 理 が むずか しい とい う欠 陥 が あ る。 入

力 方法 の例 をあ げ る と,「 この 方法 で策 引 す る」 とい う場 合 に は,

※ コ ノ'ホ ウ ・ホ ウ※ デ ・サク ・イ ン※ スル/と い うよ うな 表現万 法 を とる。

(2)音 訓 の 両 方 か ら区分 す る方 法

漢 字1字1字 の ヨ ミガ ナ を音 と訓 の両 方か ら,イ ン プ ッ トし,音 訓の両 方 の テ ー ブル よ り一致 す

る語 を選 ぶ 方 法 で あ る。

た と えば 「ホ ウ/カ タ」 とい う語 に対 しては 下記 の よ うな テー ブル よ り検 索 す る。

音:報,方,法,砲,芳 … ・… ・・

訓:片,形,方,肩,型 …… …

この 方法 で 索 引 す る と,音 訓両 方 よ り一致 した コ ー ドを選 択 で き るの で同 音 異義 語 な どの 問題 は

な く変 換率 は非常 に よい。 ただ しこの方 法 は,イ ンプ ッ トの時 の手 間が かか る。

入 力 の表 現 形 式の1例 を あげ る と 「この 方法 で」 は,

※ コ ノ ・ホ ウ/カ タ ・ホ ウ/ノ リ※ デ ・'…'…

とな る。

(3}ツ ク リや ヘ ン で区 分 す る方 法

この 方 法 は,漢 字1字,1字 をヘ ンと ック リに 区分 す るや り方で あ る。 た と えば 「法」 の 入 力表

現方 法 は

・サ ンズ イ/サ ル'

とな る。
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この方 法 は すで に漢 字か な湿 りを カナ 文 字 に変 換 してあ るデ ータ に関 して は適 用 で きない で あ ろ

う。 また,イ ンプ ッ トの パ ンチ量 は多 くな る し,漢 字 をどの よ うな ヘ ン とっ く りに わ け るか の判 断

が むず か しい。いず れ に して もあ ま・りよい 方 法 とはい えな い。

11.1.4単 語単位 に よ る翻 訳

(1)分 野 区 分,使 用 度 数 に よ る方 法

この方 法 は,語 単 位 と違 って単語 単 位 に変 換 を行 な う場合 に用 い られ る。 この 方 法で は,変 換 テ

ー ブルが 大 き くな るこ と と同音 異 義語 の区分 が っ きに くくな るとい う欠点 が あ る
。 そ のた め,分 野

区分,使 用 度 数 な どに よ る何 らか の 優先 順位 で漢 字 を選 択 す る必 要が あ る。 この 方 法で はユ ーザ の

イ ン プッ ト処 理 の手 間 や,ま た コ ン ピュー タ に よ る変換 の さい の 完全翻 訳 の た めの 訂正 が大 変で あ

る。 入力 方 法 の1例 をあげ る と 「この方 法 で 検索 す る」 は

「コ ノ ・ホ ウホ ウム デ ・ケ ンサクム スル」 と表示 す る。 翻 訳 後の 出力 様 式の例 と して

「・トウキム ハ ・カキム ニ ・キム ヲ ツケ ヨ ウ」 は

「〔冬 季 ・冬期 〕は 〔火気,火 器,夏 季,花 器 〕に 〔気,希,帰,貴,期 ・・… つ をつ け よ う。」

とい う表 現 に な る。

(2)品 詞 判 別 方 法

単 語 単 位 の 変換 で あ るが 単 語の うしろに くる品 詞 で,あ る程 度 同音 異義 語 を区分 し よ うとす る方

法で あ る。 た と えば,

〈 カ トウ〉 サ ンは

加藤

下等

過 当

な どか ら語 尾 の1,サ ン"に よ り 〔加藤 〕が 選 ば れ る。 この よ うに語尾 か ら人 名や普 通 名 詞 ・形 容動

詞 の 区 分 をす る方法 であ る。

この方 法 は単語 テー ブ ルの他 に 品詞 区分,文 法辞 書 な どが 必要 とな るので,テ ー ブ ルが 大 き くな

り,処 理 時間 もか か る。

11.1.5翻 訳 シ ステ ムの 基本"

カナ文 字 を コ ンピ ュー タ によ り漢 字 か な湿 り文 に翻 訳 す るた めの システ ム は,コ ンピ ュー タが 有 す

る記憶 装 置 や周 辺 機 器 によ って 変 って く る。 以下 その概 略 に つい て 述べ る。

{Dイ ンプ ッ ト処 理

⑭ す で にカナ文 字 デー タ と して保 管 さ れ てい る もの に っい て は,翻 訳 テー ブル の方 式 に よ って,フ

ァ ンク ショ ン処 理 をす る。 フ ァ ンク シ ョ ン処 理 は記票 を人手 で 行 ない,あ とは コ ン ピュー タ に よ

っ て処 理 す る。

もし,デ ィス プレ イが あれ ば,デ ィス プ レイ で処 理が便 利で あ る。
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ピ

◎

口

漢字

プ リンタ

口
漢字デ ィスプレイ

デ ィス プ レイ

図11.1.2カ ナ漢 字 変換 処 理 の概 略

■

⑱ 新 し くイ ン プ ヅ トす る原稿 に 関 して は,紙 テ ー プ,カ ー ド,な どを使用 す るが,デ ィ スプ レイ

イ ン プ ッ トも可 能 で あ る。 た だ し,④ ⑱ と もデ ィス プ レイの活 用 に は,コ ン ピ ュー タ を専有 して

し まわ ない よ うに処 理 をマ ルチ やTSSで 行 な うか,ま たは 効率 的な ミニ コ ン を使 用 しな い と コ

ス ト高 にな るお それ もあ る。

(2)プ ロセ ス(翻 訳)処 理

翻 訳 の た めの テ ー ブ ル作成 方 法 にっ い て は,前 項 に 述べ て きた ので こ こでは イ ン プ ッ トデ ー タ を,

どの よ うに翻 訳 す るか,っ ま りテ ー ブル よ り漢 字 を検 索 す る場合 に どの よ うな検 索 方 法 を とるか を

述 べ る。

⑧ シー ク ェ ンシ ャル編成 処理'

磁 気 テー プベ ー スの 検索 と同 じ要領 で イ ンプ ッ トデ ー タの検 索 を頭 か ら順 番 に行 な う。 この場

合 の翻 訳 テー ブ ル には,ラ ンダム に フ ァイ ル され て い る場合 と,あ る種 の シ ー ク ェ ンシ ャル に フ

ァ イル され て い る場 合 の2通 りが あ る。

いず れの場 合 も翻 訳 テー ブ ルが大 き くな ると時間 が か か る。
.

⑬ ダ イ レ ク ト編成 処 理

イ ンプ ッ トデー タ を処理 す るた めの翻 訳 テー ブ ル の位 置が,そ の イ ン プッ トデ ー タの もつ 固有

のKEYに よ り決 定 され るよ うな翻 訳 テ ー ブル の編成 をい う。

この 方 式 は デ ー タ と翻訳 テー ブ ルの 間に あ る種 の 条 件 や計算 式が あ る場 合 で,検 索 時間 は 速 い

が テー ブル(D更 新 は大 変で あ る。
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◎ ツ リーの応 用

先 に ダ イ レク ト編成 に よ る方法 をのべ たが,こ の 方 法 は さ らに,検 索す る翻 訳 テー ブル の項 目

の 間 に 階層 関係 を見 つけ 出 し,そ の項 目ご とに翻 訳 テ ー ブル に フ ァイルす る方 法 で あ る。

1 2 3

Z5 Y1

X3

X4

Y2

X2

X3

X4

X4

この方 式 で は,組 み合 わせ が 多 くな りテー ・ ・

図11.1.3階 層 に よ るデ ー タ編 成ブル その もの を多 くもたな けれ ば な らな い反 面

模 索 時間 は 短縮 され る。 その他 い ろい ろ な編成 が 考 え られ るが,こ こで は 基本 的 な もの を紹介 す

るに 止 め る。

{3)ア ウ トプ ッ ト処 理.'

ア ウ トプ ッ トお よ び完全 デー タ作成 に つ い て は,2通 りの方 法が 考 え られ る。 、

それ は,

・漢 字 プ リンタ

・.漢字 デ ィ ス プレ イ

の 活用 で あ る。 しか し,こ の ア ウ トプ ッ トデ ータ に して も前 述 した よ うに一 度で 完全 な翻 訳 が行 な

わ れ る こ とは少 ない。1次 ア ウ トプ ッ ト(翻 訳)を 行 な い,何 回か 校正 したの ちに最終(完 成)ア

ウ・トプ ッ トまた は,最 終 完 全 フ ァイル を完成 させ るのが一 般 的 な方 法で あろ う。

この 校正 は,先 の アウ トプ ッ ト機 器(方 法)に よ り異 な る。

④ 漢 字 プ リン タに よ る場 合

図11.1.4に 示 す よ うに翻 訳 ず みの ア ウ ト プ ッ ト と イ ン プッ ト原 稿 とを校正 し(赤 字 を入

れ),赤 字 をパ ンチ カー ドか紙 テ ー プ に穿 孔 す る。 文 の行 また は,節 ご・とに は整理 番 号 をつけ,

コ ンピ ュー タ によ る訂正 をや りや す.くす る。訂 正 は, ,、

① 部分 訂正(字 また は単 語 ごと にな お す)

② 全 体 訂 正(整 理番 号 がっ い て い る行,筋 すべ て をな おす)

③ 挿 入

④ 削 除
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な ど を組 み合 せ て行 な う。

コン ピュー タで は,訂 正 デ ー タ と一 次翻 訳 フ

ァイル にっ い てい る整 理 番号 に よっ て,マ ッチ

ング し,内 容 を訂正 す る。

⑱ 漢 字 デ ィ スプ レイ を使用 す る場 合

コ ン ピュー タの補助 記憶 に あ る翻 訳 ずみ デー

タ をデ ィスプ レイ を使 っ てイ ンプ ッ ト原稿通 り

に校正 す るや り方で あ る。 この方 法 は,一 番 最

適 の よ うに思 え るが,コ ン ピュ ー タをか な り専

有 す るの で コ ス ト的 に は問題 が あ る。

◎ 漢 字 プ リンタ,漢 字 デ ィス プ レ イを併用 す る

場 合

この方 法 は一 次校 正 を漢 字 プ リンタの ア ウ ト

プ ッ ト用 紙で 行 な い,赤 字 部分 の訂 正 をデ ィ ス

プ レイで 行 う方 法で あ る。⑱ の方 法 と異 な って,

すべ ての デ ー タをデ ィス プ レイ上 で み る必 要が

な く,赤 字 の み を訂正 す れば よい の で時 間的 に

も短 縮 され る。 訂正 の量 が あ ま りない 場 合 は有

効 な方 法で あ る。

赤字訂正

換

ル

変

イ

次

ア

ー
フ

変 換処 理

(コ ンピュータ)

一 次 変 換

モ ニ タ

訂 正処 理

(コ ンピ ュー タ)

完全

変換
フンイル

図11.1.4漢 字 プ リンタ を使用 した

訂正処 理

図1111.5漢 字 プ リン タ ・漢 字 デ ィス

プ レイ を併 用 した訂正 処 理
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11,1,6カ タカ ナ漢 字変 換 システ ム の開 発状 況

カナ文 字 入力 に対 す る漢 字 か な湿 り文へ の ソ フ トウ ェア 開発 は,今 迄 あ ま りお こなわれ てい なか っ

た。

しか し,漢 字処 理 機 器 の 開発 に よ って,最 近,漢 字 イ ンプ ッ トの一 方 法 として に わかに 注 目 をあび

て きた。 その ため どの 程度 の ものが あ るのか,は っ き りした状 況 は わ か'らない 。現 在,発 表 され てい

る もの として は,次 に示 す ものが有 名 で あ る。'

{1)国 立 国 語研 究所

'文 字 単 位 の変 換 テ ー ブル を もち
,音 ・訓 を別 々 に して,翻 訳 す る方 式 で あ る。 っ ま り,漢 字1字

1字 の ヨ ミガナ を見出 し とす るテー ブル(辞 書)を 用 いて,デ ー タの カ ナ文字 と コレー ト(辞 書 引

き)を して 行 く方法 で あ る。(ロ ー マ字 文 は カナ文 字 に変 換 した 上 で処 理 をす る)ヨ ミガナ単 位 に

テ ー ブル ◆マ ッチ ング(つ き合 わせ)を 行 な って,デ ー タ を漢字1字 分 ず っ 変換 して行 く,こ の ヨ

ミガナ 方式 の 最 も有 利 な 点 は,「 ヨ ミガ ナが 変 わ らな い」 とい う事 実 で あ るとい われ る。 単 語 はつ

ぎつ ぎに新 語が 生 ず るが,.漢 字 は ま った く新 しい よ みが なが 生 ず るこ とはな い。 この方 法で は,テ

ー ブルの容量 も小 さ くて す み,更 新 も非 常 に ら くにで きる。

(2)日 本 ソフ トウエ ア株 式会 社

単語 単 位の 変 換 テ ー ブル を もち,品 詞判 別 方法 を とっ てい る。 っ ま り単語 の後 に くる品 詞で あ る

程 度 の同音 異 義 語 を区 分 して い る。

この ジステ ム は,ロ ー マ字 を漢 字 かな 湿 り文 に翻 訳す る シ ステ ムで ローマ 字→ カナ文字一 漢字 か

な 湿 り文 と翻 訳 して い く。 辞書 と して は,単 語辞 書,文 法辞 書 を もってお り,そ れ ぞれ,自 立 語,

付属 語 の あつ ま りを テー ブ ルに もって い る。

(3)沖 電気 株 式会 社L

情 報処 理 振 興事 業 の 一環 として委 託 され た 「漢字 か な 湿 り文 変 換 プロ グラム」 で あ る。

その仕 様 の 概 略 は,次 の よ うな もの で あ る。

⑲ 入 力

① 入 力 デ ー タは か た仮 名 か ロ ーマ字 とし,媒 体 は 紙 テ ー プ また は,磁 気 テ ー プとす る。,

② 入 力 は・ 本 文 ブ ・ ・ク・ 尖 一 ブ ・ ・クな どカ・ら轍 され る・ 本文 プ ロ ・ク はに 続 きの意

味 内容 を もつ有 効情 報 の集 ま りと し始 め,終 り,本 文,識 別 詞等 か ら構成 す る。 本 文 はい くつ

か の段 落 か ら成 り,段 落 は文 節 か ら構成 す る。 ダ ミー ・ブ ロ ック はコ メ ン トな ど無効 情 報 の集

ま りとす る。

③ 識 別詞

各 種 の識 別 詞 を用 意 し,略 語宣 言,消 去,段 落 の識 別,原 表 記 の ま まの出 力,確 認 の繰 返 し,

その 他 が 容易 に 行 な え る。

⑬ 処 理 プ ロ グラ ム

処 理 プ ロ グ ラム の機能 は大 略,次 の よ うな機 能 を もつ もので あ る。

① 入 力 変 換機 能
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②翻 訳,変 換 機 能

③ 出 力編 集機 能

④ 辞 書 作成,更 新 機能

⑤ そ の他

(4)そ の他

そ の他,NHK,電 算機 メ ー カな どで研 究 また は実 施 して い るといわ れ て い る。 と くに,イ ンプ

ッ トが カナ文 字情 報 で は な いが ,21ビ ッ トで 構成 され る速 タ イ プ とい うイ ン プ ッ トマ シ ンが あ る。'

この 速 タイ プは,裁 判 所 な どで 使用 され て い るが,こ の イ ン プ ヅ トマ シ ン を使 って紙 テー プの イ

ンプ ッ トデー タ を作成 し,そ の21ビ ッ ト構成 の デー タ を コン ピ ュー タに よ り漢 字 か な湿 り文 に変

換 す る シス テムが 日立 と日電 で 開 発 され て い る。

これ な ど も,あ る特定 の 符号 を漢 字か な湿 り文 に変換 す るシ ステム「で あ り,猶猶カナ文 字 を漢 字 か な

混 り文 に変 換す る シ ステ ムの例 として 興味 深 い もの で あ る。

11・2MA .SCOTに お け る カ タ カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム

11.2.1シ ス テ ム の 目的

MASCOTは 図11.2.1の よ うな 基本 シス テム の もとに構成 され る記 事 情 報 検索 シス テ ムで あ る。

す な わ ち・ この シス テ ムは情 報 源 と して新 聞,文 献,雑 誌(国 内.国 外),辞 典,そ の 他 か ら,コ ン ピ

ュ ータ・周 辺 機 器・ 電 子 部 品,基 本 技術,応 用 技 術,政 府 の 動 向,メ ー カの 動 向:ユ ー ザの 動 向,文

献 紹介,用 語 の意 味 な どの情 報 を提 供 す るシス テム で あ る。

イン プ ヅ トデ 一 夕は,KEYお よ び漢 字 情報 をカ ナ文 字 に変 換 して カ ー ドに穿孔 して お り
,ア ウ ト

プ ッ トは・ タイ プラ イタ,文 字用 キ ャラ クタ ・デ ィス プ レイ,ラ イ ンプ リン タ,MTな どに行 な って

い る。 最近・ コン ピュー タに よ る 漢 字 処 理 の問 題 が ク ロー ズ アッ プ され て きてお り
,記 事情 報 をす

べ て カナ文字 で出 力 す るの は,ユ ーザ に対 し て,親 切・な処理 とはい えな い の で,研 究 課題 としてMA

SCOTの システムでは 漢 字処 理 を加 え その 出力 を可 能 に した。

このMASCOTに おけ る漢 字 処 理 の シス テムの うち本 節 で は次 の①
,③ を中 心 に述 べ る。

① イ ン プ ッ トデ ー タの 作成

これ は・ す で に カナ文 で イ ン プ ッ トし た漢 字 デ ー タ を,翻 訳 テ ー ブルで 自動 翻 訳 し,漢 字 か な湿

り文 と して完成 させ てMASCOT漢 字情 報検 索 の マ ス タ とす る。

② プ ロセ ス処 理

検 索 要求 に合 致 す るよ う,キ ー ワ ー ドを論 理的 に組 合 せ て該 当 す る記 事情 報 を コン ピ
ュータ で検

索 し,磁 気 テー プに 出 力 す る。

③ アウ トプ ッ ト処 理

検索 し・ 磁 気 テ ー プで 出 力 した漢 字 か な浸 りの 記事情 報 を,漢 字 プ リンタ(5,000字 の文 字 を

所有)の 所 定 の用 紙 に 印 刷す る。

④ デ ータの提 供
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所 定の用 紙 に 印 刷 され た報 告書 を,要 求者 に提供 す る。 また,コ ン ピュー タに収 録 され て い る デ

ー タ を
・ 定期 的 にメ ンテ ナ ンス す るた め 自動 編 集用 電算 写 植 シス テム を活用 して,漢 字 か な漏 り日

本語 文 とし ての 記事 情 報 を リス トす る。

11.2.2処 理 の方 法

この シ ステム に お け る処 理 は,す で に カナ文字 で,フ ァ イル され てい る デー タ を漢 字 か な混 り文 に

変 換 す る こ とで あ る。 記 事情 報 の フ ァイル に は,変 換 す るた め の フ ァ ンク シ ョ ン類 は,一 切 入 って い

ない。 このた め,原 フ ァイ ル に フ ァ ンク シ ョン を加 え る作 業が 必 要 とな るが ,こ の システム で は で き る

だ け,フ ァ ンク シ ョン類 を少 な くす る方 法 を検討 した。

以下 そ の概 略 を述べ る。

〔1〕 入 力 方法

カ ナ文 字 文 を漢 字 か な 湿 り文へ 変 換 す るた めに お こ る最 大 の 問題 は
,デ ー タの セ グメ ンテー シ ョン

を如何 に有 効 にお こな うか とい うこ とで あ る。 この問題 を解 決 す るため に今 迄 種 々の 方 法が 考 え られ

実験 され て きた。 この シ ス テム で は,そ れ らの 方 法の 中 か ら一番 単 純 でわ か りや す い方 法 を と りあげ

検討 す るこ とに した。 この シス テ ムで{ま,基 本 的 に は,単 語単 位 に カナ文 字 を変 換 す る方 法 をと って

い る。

(1}完 全 分 離方 式(A方 式)

この方 法 は漢 字(外 来 語 も含 め て)と ひ ら仮 名の 部分 を完 全 に分 離 して入力 す るや り方で あ る。

漢 字 の変換 は,次IC
.ZすB方 式 と共通 で単語 の 単位 で セ グメ ン トして入 力 す る。 この 形 式 の1例

を示 す と

・AB・CD・E・F・GH

漢 字 」 漢 字 」 瀦 」 欝 」 漢 字 」 ・

先 頭 に ・が あ っ た ら ・ま た は △(SPACEも 含 め たSpecialcharac'tor)が く る ま で

は 漢 字 とみ な し て 漢 字 テ ー ブ ル を 検 索 す る。

ex1.原 文:通 産 電 子 工 業 課IBMの 価 格 分 離 に つ い て,検 討 中

入 力:・ ツ ウ サ ン ・ デ;'fシ ・コ ー ギ ョ ウ ・カIBMノ ・カ カ ク ・

フ ン リ ニ ツ イ テ ・ケ ン トウ ・チ ュ ウ

ex2.原 文:需 要 予 測 の 手 法 と そ の 運 用 に 関 す る セ ミナ ー

入 力:・ ジ ュ ヨ ウ ・ヨ ソ ク ノ ・ シ ユ ホ ウ ト ソ ノ ・ウ ン ヨ ウ ニ ・

カ ン ス ル ・セ ミナ ー

画 漢字変換するものは泌 ずその単語の前後の形が次のどちらゐ、の形式。とらなければ

な らない 。

1。 ・× ×× ・

2。 ・× ××S

(2)不 完全 分 離 方式(B方 式)
,

考 え方 と して は,A方 式 に少 々手 を加 えた もので あ る。 この 方法 で はA方 式 の よ うに原 文 を漢
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文 部分 とひ ら仮 名 部分 に わ け る 必要 が ない。 この 形 式の 一例 をあ げ る と

・A .・B・C・ ・D・ ・E・ ・F・ ◆G・H

漢字 漢 字 漢 字 漢字 漢 字 漢 字

B方 式 で は,・ か ら ・まで が1語 に 該 当 し,・ は次 のセ グメ ン トに は作用 しない 。

ex1.一 元論 理 代数 方 程 式

A方 式

∋イチ ゲ ン ・ロン リ ・ダ イ ス ウ ・ホ ウテ イ シキ

B方 式

(一 ・ホ ウ テ イ シキ ・・ロ ン リ ・ ・タ イ ス ウ ・・ イチ ゲ ン ・

)-

ex2,需 要予測の手法と,そ の運用に関するセミナー

入力 ・▲ …}… 《 ・・…!み … ㌃ 〉 ・ル/只

ラ).

圃 漢字変換する形,

1。 ・×× × ・

2。 ・×× ×S

〔2〕 漢 字 デー ブ ル

翻 訳 テー ブル の作成 につ い て は,2通 りの考 え方が あ る。

① あ らゆ る分 野に 通 用す るテ ー ブル を所 有 す る。

② 専 門 分野 ご との テ ーブ ル と比 較 的利 用 度 の高 い 一般用 語 の テ ー ブル を所 有 す る。

前輪 同韻 語など用語の鯉 が大へんであるとともに・㌃ ブルが捕 に大きくなり一 ンピ

一 夕の容 量 や処 理 時 間 も増 大 す る。

後者 は,テ ー ブル を2種 類 サー チ をす る必要 が あ るが分 野 ご とに処 理 す るの で き めの こ まかい処 理

が可 能 で あ る。

本 シ ステム で は,後 者 を 採 用 し て い る 。 また,'翻 訳 の形 式 は,前 述 した と お り単 語 単位 に も

っ こ とを基本 と して い る。

漢字 テー ブルの作成 の 方 法 につ い て もい ろい ろ考 え られ るの で こ こで代 表 的 な例 をあげ て検 討 して

み る。

(1)発 生 語 登録 方式

この方 法 で は,テ ーブ ル中 に 発生 す る単語 をす べ て所 有す る。 漢 字 テー ブル の 検索 は1回 で す ま

せ る。 た とえば ロ ン リダイ ス ウ ホ ウテ イ シ キー 論 理代 数方 程式

(2)語 群分 離 方式

基本 単語 だ け テー ブル に登録 して お け ば よい の でtl)に比べ て テー ブ ルは 小 さ くす む。 だ だ この方

法 は 入力 の フ ォー マ ッ トの 制約(区 切)を 間 違 え ると変換 で きな くな る。

テ ー ブル例
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旬

「論 理 代数 方 程 式」 に つい て作 れば

ロ ン リ 論 理

ダ イス ウ 代 数 .

ホ ウテ イ シキ 方 程式

とな り,入 力 方 法 は,ロ ン リ/ダ ィス ウ/ホ ウテ ィ ジキ とな る。

この よ うな セ グメ ンテ ー シ ョ ンを行 な えば,変 換結 果 は 「論 理代 数方 程 式」 と出力 で きる。 また,

入力 方 法 と して

ロ ン リ/ダ イ スウホ ウテ イ シキ

ロ ン リダ イス ウ/ホ ウ テイ シキ

な どの セ グ メ ンテ ー シ ョン も行 な えるが,こ の よ うない ろい ろ な組 合せ を考 え る とテ ーブ ルが 非常

に大 き くな って レま うとい う欠 点が あ る。

しか し,翻 訳 す ると きどん な 区切 りに な ってい て も翻 訳 で き るよ うなテ ー ブルが 利 用者 に と って

は好 ま しい 状態 で あ る とい え る。 この よ うな考 え方 か ら 「論理 代 数方 程式 」 の テー ブル は,次 の よ

うな 形で もつ ことが で き る。

ロ ン リ

ダ イ ス ウ

ホ ウ テ イ シキ

ダ イ ス ウ ホ ウ テ イ シ キ

只 ン リダ イ ス ウ ホ ウ テ イ シ キ

し か し,

'込 ま れ て い な い 。 た と え ば,

論理

代数

方程式

代数方程式

論理代数方程式

これ だ けの 変換 用語 を用意 して も,テ ー ブルに全 ての セ グ メン テー シ ョンのケ ー スが 盛

ロ ン リダ イス ウ/ホ ウ テイ シキ→ 論 理代 数/方 程 式

の 出力 は

ロ ン リダ イス ウ方 程式

とな り輌完 全翻 訳 がで きない。 ここで も,イ ンプ ッ トの区切 りの 方 法が いか に難 しい か がわ か る。

この よ うな不 完全翻 訳 にお け る問題 を或 る程度 救 う方 法 として,最 長 マ ッチ方 式 とか チ ェー ン方

式 な どが あげ られ るが,こ れ ら も問題 点 を含 ん で い るの で前 記 の方 式 でお こな って段 階 をお っ て修

正 ・進 展 させ て い く方 法 が よい よ うに思 われ る。 一

〔3〕 外来 語(カ ナ表示)の 扱 い にっい て

この シス テム で は当 初,外 来 語 も漢 字 とみ な し,テ ー ブル を作成 す る予 定で あ った。 しか し,こ の

システ ム の中心 とな る コン ピュ ータの 用語 は,外 来 語 の しめ る割合 が非 常 に多 く,あ る部分 で は 外来

語 が,漢 字 よ り多 く な る の で,外 来 語 をテ ーブ ル と して持 た ず入 力形 式 の まま 出力 す る方 法

を と る必要が お こって きた。 そ こで次 の2っ の 方法 を考 え てみ た。 漢字 と外来 語(カ ナ文 字)を フ ァ

ン ク シ ョンで 区 分 す るた め
,

(1)漢 字 と外 来語(カ ナ文 字)の フ ァ ン クシ ョンを別 に考 え る。
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(2}漢 字 と 外 来 語(カ ナ 文 字)の 区 分 は,漢 字 テ ー ブ ル よ り該 当 す る もの は 漢 字 で,該 当 し な

い もの は 外 国 語 あ るい は 未 登 録 語 と し て カ ナ 文 字 で 出 力 す る。

上 記 の 詳 細 に つ い て 例 を あ げ て 説 明 す る と{1)の 表 示 形 式 は 次 の とお りで あ る。

tl-ti/・U・ … … ・ 」'*/V1… … ・躍Wl・ … … ・・W・+/・ ・'一 ・・m

ひ ら仮 名 漢 字 ひ ら仮 名 カ タ カ ナ 文 字 ひ ら仮 名

た と え ば,「 日本 ユ ニ パ ッ ク23日 か ら ジ ャ ー ナ リス ト を対 象 に コ ン ピ ュー タ セ ミナ ー を 開 催 す

る。 」 とい う ニ ュー ス は 記 事 情 報 フ ァ イ ル で は

「ニ ホ ン ユ ニ バ ヅ ク23ニ チ カ ラ ジ ャ ー ナ リス ト ヲ タ イ シ ョウ ニ コ ン ピ ュ 一 夕 セ ミナ ー ヲ カ イ サ

イ ス ル」

で あ るが,変 換 す る た め の 区 切 り入 りフ ァ イ ル で は

「*ニ ホ ン*十 ユ ニ パ ッ ク 十23*ニ チ*カ ラ 十ジ ャ ー ナ リ ス ト十 ヲ*タ イ シ ョウ*二 十 コ ン ピ

ュ ー タ ・セ ミナ ー 十 ヲ*カ イ サ イ十 ス ル 」

とな り,漢 字 と カ ナ 文 字 を フ ァ ンク シ ョ ンで 区 分 す る。 つ ま り フ ァ ン ク シ ョ ン*の 部 分 は 漢 字 で,

#の 部 分 は カ ナ 文 字 で ア ウ トプ ッ トす る。

先頭:十

図11.2.1tl)の 形 式

この 方 法 で は,漢 字 とカ ナ文 字が 別 々 に処 理 され るの で時 間的 には,(2)に 比べ て速 い。

ま た,(2)の 表 示形 式 は

t、'-tl/・UIU,・ ・/・ 、 一 ・、/・ ・ 、 一・・… 、 ・/… … 一 ・m

upで 使 用 し た 例 で い えば 次 の よ うに セ グ メ ン テ ー シ ョ ン を行 な う。

「*ニ ホ ン**ユ ニパック*23*ニ チ*カ ラ*ジ ャ ー ナ リス ト*ヲ*タ イ シ ョ ウ*二*コ ン ピ ュ

ー タ ・セ ミナ ー*ヲ*カ イ サ イ*ス ル 」

② で は 漢 字 と カ ナ 文 字 を 同 フ ァ ン ク シ ョ ンで 共 有 す る た め に ㌧ フ ァ ン ク シ ョ ン を使 い わ け る必 要 が な
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漢 字 変 換

1 カ ナ 変 換 )

ひ ら 仮 名

数 字

特 殊 文 字

●

●

図112.2(2}の 形 式

(2)は{Dに 比べ て,漢 字 の み な らず ひ ら仮 名,数 字,特 殊 文字 な ど,す べ て,漢 字 テ ー ブル上 で処 理

され るの で処 理時 間 がか か る。

〔4〕 翻 訳 テー ブ ルの決 定

これ まで に カナ文 字 に対 す る,漢 字 か な湿 り文変 換 シス テムの 基本 的な 検討 をい ろい ろ して きた が,

こ こで 本 シ ステ ムの翻 訳 テー ブル を次 の よ うに 決定 した。

(1)単 語分 離 に つい て

文章 中 にあ らわれた漢 字 を どのよ うに分 離 した ら最良 で あ るか とい うこ とは,非 常 に難 か しい 問

題 で あ る。 い ろい ろ検 討 した 結 果 ここで は粗 雑 な方 法 で あ るが,単 語の 構成 要 素 とし て 「接 頭語 」

「基本 単 語」 「接尾 語」 とい う考 え を導 入 し,文 章中 に あ らわれ た漢字 の分 離 を進 め て行 くこ とに

した。

1)接 頭 語:た と えば 「非 」(ひ),「 新」(し ん),「 再」(さ い),「 不」(ふ),「 無 」

(む),「 前」(せ ん)の よ うに

① この 文字 の 後に漢 字 が2字 以上 続 く形 式 の もの。

② この文 字 を外 して も単語 と して意 味 が 通 じ る もの。

この よ うな語 頭 の 文字 を接 頭 語 と定 義 す る。 この場 合MASCOTで は次 の よ うに表現 す る。

新 機 種一 新/機 種

新 規 一 新 規

な お,下 段 は普 通 の単 語 で あ るが取 扱上 の 相異 を示 す た めに掲載 した。

2)接 尾語:た とえば 「法」(ほ う),「 度 」(ど),「 面」(め ん),「 的」(て き),

(り つ),「 値 」(ち),「 論」(う ん),「 用 」(よ う),「 数」(す う)の よ うに

① 最 後尾 に この文 字が くる もの

② この文 字 を外 し て も,単 語 と して意 味 が通 じ る もの。

「率」

一 ・137一



この よ うな単語 の末 尾 に くる文 字 を接尾 語 と呼 ぶ。MASCOTで 取 扱 う主 な もの をあげ る と,

次 の よ うな もの が あ る。

一致 法 一 一致/法

{方法 → 方法

安定度 一 安定/度

{精度 → 精度

位相面 → 位相/面

{全面 → 全面

機械的 → 機械/的

{目 的 一 目的

誤 差率 → 誤差/率

{確率 → 確率

固有値 一 固有/値

{価値 → 価値

構造論 一 構造/論

{結論 → 結論

伝票用 → 伝票/用・{

費用 一 費用

2進 数 一◆2進/数

{代 数 → 代 数

接 頭語,接 尾語 の追 加 は適 宜 お こな う。 但 し同音 異 義語 の あ る もの は除 く(同 音 意 義 語 の多 い

もの は,そ の もの をつ け て 基本単 語 とす る)。 た と えば,

～ せ い ～ か ～ ひ よ う ～ けい

～制 ～ 化 ～ 票 ～ 系

～ 製 ～ 課 ～ 表 ～ 形

～ 性 ～ 科

この シ ステ ムで今 回 行 な っ た接尾 語 の わ け方 はま ちま ちで あ るので,除 々 に是 正 し,そ の字 の

もつ性 質 を考 え て分類 して い きた い。

漢 字 テ ー ブル の構成

漢 字 テ ー ブル に登 録 す る単 語 として は,次 の6種 類 の構成 に な ってい る。

接頭語1

接頭語n+基 本単語

基本単語

基本単語十接尾語皿

接尾語1

外来語
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こ こで 接尾語1と は,{1)で あ げ た もの で あ る。 また,接 尾 語Hと は,未 整 理 の もの及 び 同音異 義

語 の多 い もので あ る。

{3}漢 字 テ ー ブル ・ファ イルの 構 成

漢 字 テー ブル を コ ンピ ュー タ で処 理 す る際 の,フ ァ イルの 方 法 は大 きな問 題 であるσでここで前 述 の

入力処 理 の方 法 に もとつ い て,漢 字 テー ブル の フ ァイル 構成 を述 べ る。

① 同音 異 義語 の扱 い

ファ イル上 にKEYを つ け,そ の 後 に同音 異義 語 の漢 字 コー ドをつ け た。 た と えば,

キ ョ ウ リ ョク * 協力 ・強 力
L
F

とい うテー ブルが あ った場 合,入 力 デ ータ

「・ハ ンバ イ ・二 ・キ ョウ リョク ・ナ ・ソシ キ ・ヲ」

に 対 して出力 デー タは

「販売 に(協 力 ・強力)な 組織 を」

とな る。 この よ うに 同音 異 義 語 の 出力 に対 して は 〔f〕KEYを 読 む こ とに よ り(一 ・ 一)

とい う形で 表示 す る。

このよ うな処 理 方 法 は,こ とご と く初歩 的 な思 考で あ るが,TESTを お こな う上 で は非 常 に

楽 な方 法で あ る。 一 応,以 上 の よ うな 基本 的 な構 想 の もと に シス テム を完 成 させ るが,カ ナ文 字

を漢 字か な混 り文 に な お す と きの すべ ての 条件 を満足 させ るに は,

まだ まだ多 くの対策 が必 要 で あ る。'原 稿

前 述 した よ うに,こ の シ ステ ムの 変換 は全分 野 に わた る もの で な
漢 テ レ

.く・ コ ンピ ュー タ とい う特定 の分 野 に おけ る用 語変 換 で あ るこ とに

注意 してい ただ きた い。

11.2.3シ ス テム の構 成

前述 した よ うな各種 の 処理 方法 を検 討 した結 果,こ の システ ム の概 要

を次 の よ うに決 めた。

〔1〕 漢 字 テー ブル 作成 「

tD漢 字 テ ー ブル 作成 の手 順t

まず,カ ナ文 字か ら漢 字 か な 混 り文 へ の 変換 を行 な うた め に変換

テー ブル を作 る作業 が あ る。

この作業 を行 な うた め,現 在,カ ナ文字 で ファ イル されて い る磁

気 テ ープ を コ ンピ ュー タに か け頻 度順 に それ ぞれ の単 語(カ ナ文 字)

を プ リン トア ウ トした。

この頻 度順 に アウ トプ ッ トした カナ文 字単 語 デ ー タに対 して,同

音異 義語 の区 分,単 語,ダ ブ リのチ ェ ック,カ ナ文 字単 語 の漢 字 へ

の変 換,な どを行な い,変 換 テ ー ブルの 原稿 を作成 した。 この原 稿

を漢 字 テ レタ イ プに よ り紙 テ ー プ(2バ イ ト/1語)に 穿孔 し コ ン

電

算

写

植

崇編
…果

シ

ス

テ

ム

カ
ナ
漢
字
変
換
シ
ス
テ
ム

図11.2.3カ ナ文 字 漢 字 変

換 テーブル 作 成 プ ロ セ ス
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ピュ一 夕 を通 して,磁 気 テ ー プ に記録 し素 フ ァ イル を作成 した 。 そ の 後,素 フ ァ イルに 訂正処 理

を施 し,最 終 フ ァイル を完成 させ た。

(2)1/0フ ォー マ ッ ト

漢 字 テー ブル 作成 の た め の1/0は,下 記 の とお りで あ る。

① 紙 テ ー プフ ォー マ ッ ト

/1Reco'd＼/1Record＼

カナ文字部分

区
分

KEY

漢字部分
L'

F

,

ヵナ文字部分

区
分

KEY

漢字部分

＼/
Variable
Max26字

＼ 。
。。、。bl,/
Max13字

口 また は*

コー ドは,漢 字 テ レタ イプ コー ドを取 扱 うた めに1字/2バ イ トで あ らわ す。1レ コー ドの

項 目は,カ ナ文 字 部分,漢 字 部分 よ りな り,各 々の項 目は,変 長(Variable)で あ る。

② 素 ファ イルの 構成

◆

'

一 1Record-200Byte一 一
Seq・% カナ文字部分

区

分k
ey

漢字部分
L
F Se(1.% カナ文字部分

＼7桁Fi
。/＼V。,i。bl,/＼V。,i。bl,/×X'OCrノ

素 ファ イル の1レ コー ドの構成 はSeq.%カ ナ文 字 部分,漢 字 部分 よ りな る。Seq.%は

訂 正 の と き'に必要 な番 号 で レコ ー ドの番地 をしめす。Seq.Maは 漢 字 変 換 の さい に は必要 が な

いo

③ 最終ファイルの構成・

ABCDE

カナ文字部分
区

分

Kev

漢字部分
L
F

カ ウ ン タ

・＼26B,、 。/、B,、 べ 穐,、曲 ノ ・B,・。 ＼ ・B,・ ・/ 1

◆

●

62Byte －一
最 終 フ ァ イ ル の1レ コ ー ドの 構成 は,カ ナ 文 字 部 分,KEY区 分,漢 字 部分,LF区 分,カ

ウ ン タ な どの 項 目 よ りな る。

A項 目:検 索KEYで 固 定 長 で あ る 。(EBCDICコ ー ド順),空 白 部 分 はSpace(X/40')

,で うめ る 。
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■

B項 目:固 定長で{忠 膓㌻ 角のSpace)X'131-O'麟

C囎 ・変 長 寸(X'・F2F')が くる まで の デー タ を カナ文字1・対応 させ る.M・x13

字(26Byte)・

D項 目:固 定長 で 区切 り

E項 目.:固 定長 で頻 度 数 の カウ ンタ(頻 度 統 計 に使用)

な お こ こでp、うFixお よ びVariab▲eは 項 目の桁 数 で あ って位 置 で は ない。

(3}素 ファイ ル か ら漢 字 マ ス タ(最 終 フ ァイ ル)へ の処 理

素 ファ イル か ら最終 マ ス タ を作 りあげ る処 理 は 以下 の とお りで あ る。

1Record

Seq.% ヵナ文字部分
・

区
分

KEY

1、漢 字 部分

F

＼14
B,、 。/＼ 。。,、。bl。/島 二＼ 。。,、。bl。φ ㌫

/ '

漢 テ レ コ ー ド

EBCDicコ ー ド

最終 フ ァイ ル

カナ文字部分(検 索) 区分
Key 漢字部分

L
～
F カ ウ ン タ

1Record

●

q

例

0010320 ボ シ ユ ウ ダ ン ■ 母 集 団
L

F

、

＼ ・字 一12B,、 。/＼,字 。 、B,ら

ボ シ ュ ウ ダ ン △ △ ー 一 ・△ 口 母 集 団 X'OO' カ ウ ン タ

＼ ・B… ノ ＼ ・8B,・ ・/＼ ・
、B,、。/'＼22B,、 。ノ ・、B,、 。 ノ'
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な お,漢 デ レ コー ドの半 濁音,濁 音 は,

〔2〕 入 力 デ ー タの 整 理

漢 字 か な湿 り文 に変換 す る 原 デ ,

一 夕 として の記事 情 報 に
,変 換 シ ス

テ ムが 必要 とす るフ ァ ンク シ ョ ン

(単 語 の区切)を 挿 入 し,変 換可 能

なデ ー タ と して整理 す るのが こ こで

の 作業 で あ る。

{1)入 力形 式(区 切 り方)

入 力 に対 す るデ ー タは+ま た は

十 を フ ァ ンク シ ョン として下 記 の.

よ うな条件 で イン プ ッ ト す る。

肥 パVL二 ⊃*巴 ・
① ② ①

1「Xl…Xe十Y1… …Ym
-1________」

③ ①

*Z1・ ・'Zn*
一

②

① ひ ら仮 名 ・英 数 字 ・特 殊 記 写

変換

② 漢 字 変換,

③.外 来 語(カ ナ文 字)変 換

じ 三 三}の ような形で取扱う.

イ ン プ ッ ト原 稿

○

区切り入

デ ー タ

漢 字 お よび外 来語 に 対 応す る もの は,必 ず 次 の よ うな形 で あ らわ され る。

1.・xlx,・-Xi・(漢 字 変換)

2.+yly・ ・一 ・Y」'+(外 来 語 変換)

3・ ・XIX・ ・… … ∴(漢 字 変 換)

4.+y・y・'・-Y」(外 来語 変 換)

(注)1と2の 形式 と3と4の 形 式 の違 い は,1.2.の 形 式 の 最 後 の印 が 単語 の終 結 を

意 味 し,3、4.の 形 式 の 最 後の]が 終結 を意 味 す る と同時 に 空 白 を も意 味 してい る こ

とで あ る。 これ らの相 異 を例 に 示 せば 次 の よ うにな る。

*ヨ ソ,ク*ス ル ー 予 測 す る

ll㌘ ∵}一 剛 す・

十 ア ウ ト プ ッ ト十 ス ル → ア ウ ト プ ッ トす る,
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‡;ll;ll∴}一 … プ・・一す・
また 「一元 論 理 代数 方程 式」 は次 の よ うな セ グメ ンテ ー シ ョン を行 な う。

'
*イ チゲ ン**ロ ンリ**ダ ィス ウ**ホ ワ テ イシ キ*

これ を

*イ チゲ ン*ロ ン リ*ダ イ・スウ*ホ ウ テ イ シキ*

とす.ると

.「 一 元 うん り代 数 ほ うて い し き」

と変換 され る。

もし漢 字 テ ー ブ ルに*ロ ン リ*が ない と きは

① は一元 ロン リ代 数方 程 式の よ うに カ タ カナ で ア ウ トプ ッ トす る。

上 記 の よ うに イ ン プ ッ トデ ー タの セ グメ ンテ ー シ ョン(区 切 り)は,完 全翻 訳 を指 向す るた

めの非 常 に重 要 な問題 で あ る。

〔3〕 デ ー タ変 換

変 換 す るた め に 必要 な フ ァ ンク シ ョンの挿 入 が 完 了 し た記事 情 報 のデ ー タ ・フ ァイ ル(区 切 入 り

素 デー タ)は,コ ンピ ュー タに よ り,単 語単 位 で漢 字 か 区切 り入

な 混 り文 に変 換 され る。 ・^

(1)デ ー タの 変換

変 換 方 法 は,以 下 のよ うな 方 法 で 行な う。 ま ず 文
く

章の1区 切(フ ァ ン クシ ョンか ら次 の フ ァ ンク シ ョ ン

まで)が 読 み こまれ る。 そ の1区 切 の頭 に あ る フ ァン

ク シ ョンが 「*」 と 「十」,で は処 理が 異 な る。

「*」 は,漢 字処 理 の た め に漢字 テー ブル サ.一チ を

行 な って,コ ー ド変 換 す るた めの 印で あ る。

もし,テ ー ブル に該 当 す る単語 が な けれ ば,単 語 は

カ ナ文字 に変 換 され る。

変換処 理

(コ ンピ ュー タ

漢 字 変換

テ ー ブル

1次 翻 訳済

デー タ

「十 」 は,外 来 語 で あ る カ ナ 文 字 お よ び,英 数 字,特 殊 記 号 の コ ー ドを テ ー ブ ル サ ー チ し て 変

換 処 理 す る た め の 印 で あ る。

「十 」,「*」 以 外 の もの は,ひ ら仮 名 コ ー ドを サ ー チ し て 変 換 す る。 こ の よ う に,カ ナ 文 字

漢 字 変 換 と は,カ ナ 文 字(EBCDICコ ー ド)を 漢 字 コ ー ドに 変 換 す る こ と を意 味 す る も の で

あ る。

例 を あ げ る と.

ex1.*タ カ チ ホ*→ ←L2000→ ←ヲ*ハ ッ ピ ョ ウ*十 ハ ー ド ≠ ト・… … ・・

一 高千 穂L2000を 発 表 ハ ー ド と ・一 －

ex2.*ッ ウ サ ン**コ ウ ギ ョウ**カ*デ*カ カ ク**プ ン.リ*
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→ 通 産 工 業(科 ・化 ・課)で 価格 分 離… … …

1区 切 り

読 み こみ

Table

ζ有 る

No

換変
号

ナ
字
記

数
殊

力
英
特

ひら仮名変換

{2)漢 字 テー ブル の検 索 方法 は,デ ー タの 区 切 り部分 と,テ ー ブルの カナ文 字部分 をコ ン ピ ュー タ

内 部 で マ ッチ ング させ,一 致 した と きに,テ ー ブ ル の漢 字 部分 を取 り出 し ファ イルす る:

DATATABI、E

KEYの 長 さ26字 分

デ ー タ は固 定長 と し不

足分 は ス ペー スで うめ

る。

KEYが 複数 対 応 を とる場 合(同 音 異義 語)に は(,)で く くって出 力す る。 完 全翻 訳 を

行 な う場 合 は後の 作 業 と して(,)か ら適 当な 語 を選択 し,そ の部分 の訂正 を行 な う。

〔4〕 入力 デー タの 訂正

前 述 した よ うに 単語 単 位の カナ文 字一 漢 字 か な 混 り文へ の 変 換 は,100%コ ン ピュ ー タで行 な

'うの は無 理 で ある
。 そ こで1次 変 換 デ ータ を訂 正 し,完 全 な変 換済 デ ー タを作 る必要 が あ る。 その

た めの 訂正 をいか に簡単 に す るか は シス テム運 用 上 重大 な 問題 で あ る。以 下 その訂 正方 法に つ い て

述べ る。

(1)訂 正 方法 の概 略

漢 字 変 換 の終 った,1次 変 換 フ ァ イル に対 して

① 一部 訂正(単 語 単 位)

② 全 面 訂正(文 章単 位)

③ 選 択(同 音 異 義語 のあ る とき)

④ 新 規挿 入
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図11.2.4デ ー タ の 提 正 処 理

一 次 変 換 フ ァ

フ ァイ ル

訂正

7ア イル

H-10

(訂 正処 理.)

訂正済

完全 ファイル

JEM

3850

完 全

フ ァ イル

⑤ 一 部抹消

⑥ 全面抹 消

の 操 作 を行 な う。 、

(2)一 部訂 正 の方 法t

文 章1行 中 の一部 の単 語 を訂 正 す,る場 合 で,そ の 〔KEY〕 とその 位置 〔X‥X2〕(文 の

先 頭か らい くつ 目 に あ るか を指 示 して 訂正 す る。

KEY XIX2 ● ● 差し捉え分
L

F

〔O● 〕部分 は,無 視 〔さし換 え分 〕は,訂 正す るた めの 正 しい単 語 を入れ る。

-145一



た とえば

Key(原 フ ァ イ ル)

AY1/Y2/Y3/

(訂 正 デー タ)

A 01● ● B
L
F

(訂 正 後)

A. B/Y、/Y、

この例 で は,訂 正 指 示 〔01● ● 〕に よ り原 フ ァイ ルの1番 目の デ ー タXlが 抹消 され・ 新 しL.'

デ ー タBが 挿 入 され る。

(3)全 面 訂正 の 方 法

、

」r

KEY 99 ●● 差 し換 え分(文)
L

F ＼
文 章1行 分 の デ ー タ を全 面 訂正 す る場 合 に,記 号 〔99〕 を使用 す る。 〔● ● 〕は無 視。

〔差 し換 え分 〕には,文 章1行 中全 部の デ ニ タが 入 る。

例 をあ げ る と

そ原 フ ァ イル)(訂 正 デ ータ)'(訂 正後)

AY、/・ ン ・,`。99..。 忌 一 、CB

ただ し,C;{X1/X2/・ 一 ・}

訂正 指 示 〔99… 〕に よ り源 ….・ 岨 行 〔Y1・ ・・・ … 一 ・〕1・・ 〔・-Xl/

X2/X3・ 一 ・〕に全 面 訂正 され る。

(4)選 択 の 方 法

同音 異 義語 に対 して 選択 す る場 合で あ る。

KEY
・

XIX2 YIY2 X3×4 Y3Y4
L
F

〔XiXi+1〕 と 〔YiYi+1〕 は対 に な ってい る。 〔XiXi+1〕 は文 の先頭 か ら幾 つ 目か を

指 示す る ので あ り,〔YiYi+1〕 は異義 語 の うち何 番 目 か を指 示 す るtこめ の もので あ る。

例 をあげ る と 。

(原・・㍗
、/㌃(2番!㌫ ・)(訂 正後)・

Zlo/Z20,Z21/Z30 A. 0202
L

F
－ Zlo/Z20/Z30

・＼
、卿 項、/

訂Eve示 〔92,・O ,2〕 は 原 ・ ・ イ ル の2翻 の デ ー タ 〔Z.・・..-Z・ ・〕 の ラち・さ6ec2番

目 を削 除 せ よ という 指 示 で あ る。て の指示 に よ りZ21が 削 除 され る。
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(51新 規 挿 入の 方 法

新 規 挿入 の場 合 は 〔99,99〕 およ び 〔KEY・-A〕 を入 力 す る こ とに よ り,新 規挿 入 分 に

〔A+1〕 の内 容が 追 加 され る。 キ ー コー ドは,あ らか じめ用 意 され た補 助 コー ドに加 算 され る

か,ま た,新 規挿 入 され た 文章 中 の行 以降 のK亘Yに 自動 的 に+1ず つ加 算 され をか い ずれ か の

方 法が と られ る。

KEY 99 99 差し換え分 L
F

例 をあげ ると

(原 デ ー タ)

A

、

Y、/Y,一 ・

〉

A十2 Zl/Z・ 一
ノ

(挿 入 デー タ) (挿 入 後)

Y1/Y2… ・…

A十1 9999 B
L
F A十1 B

L

F

B={X1/X2… …}

A十2 Zl/Z2・ ・・…

訂正 指示 〔99,99〕 に よ りA行 とA+2行 の 間 にA+1行 の内 容が 挿 入 され る。

(6)一 部 抹消 の方 法

文 章 中1行 の単 語 を部分 的 に削 除す る場 合 で,そ の削 除 すべ き行 中 の 〔KEY〕 お よび先 頭 の

単語 か ら幾 くつ 目 か の指 示 〔XlX2〕 をす る ことに よ り,一 部抹 消 を行 な う。 ・

KEY XIX2 ● ●
L

F

例 をあげ る と

(原 フ ァイ ル)

123

AYI/Y2/Y3…

(抹 消 デ ー タ)

02● ●

(抹 消 後)

A
L

F

→ A Yl/Y3

訂正 指示 〔02● ● 〕(た だ し次 に指示 され るデ ータ を指 示 して はな らない)に よ って,原 フ

ァイル の2番 目の デ ー タY2が 抹 消 され る。

(7)全 面抹 消の 方 法

文章 中1行 をす べ て抹 消 す る場 合で 〔KEY〕 お よ び 〔99〕 を指示 す る こ とに よ り全面 抹 消

を行な う。

KEY XIX2 ● ● 1」

F

〆
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例 をあげ ると

(原 フ ァイル) (抹 消 デー タ)

A ggl● ●

(抹消後)

Yl/Y2,/Y3・ … ・・… A
L
F

抹 消処 理 に よ りA行 の デー タは,全 部抹 消 され る。

〔5〕 デ ー タ検 索 お よび デ ー タの アウ トプ ッ ト

完全 に訂正 され た記 事情 報 は,漢 字 かな 湿 り文 の マ ス

タと して フ ァイル され る。 マ ス タ ・ファ イル に収 録 され

た 完全翻 訳 の 記事 情 報 は,漢 字 プ リンタ に よ り漢 字 か な

湿 りの 日本 語 文 として各 種 の フ ォー ムに ア ウ トプ ッ トさ

れ提 供 され る。漢 字か な湿 り文 の マ ス タテ ー プ ・フ ァ イ

ル ・フ ォー マ ッ トは,下 記 の とお りで あ る。

{
A.-1

A十1

由

JEM

3850

訂正 済 完全 フ ァイル

●

出 発 整 キ

所 行 | L
コ 年 理 ワ .記 事 内 容
| 月 | F
ド 日 ノ% ド

〔6〕 ハ ー ド ウ エ ア の 概 略

こ の シ ス テ ム に 使 用 さ れ る ハ ー ドウ エ ア ー は,

① 漢 字 テ レ タ イ プ

(5,000字 イ ン プ ッ ト可 能)

②HITAC-10汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

・16KW(32KB)

・MT(3台)

・PR(131KW)

・PTR

・CR

－148一
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③JEM3850高 速 漢 字 処 理 シ ス テ ム

・8KW

・MT(1台)

・PTR・

・モ ニ タ ・ プ リ ン タ

{所 有 文 字 種5,000字}
・ハ ー ドプ リン タ

④OUK-9300

・32KB

・MT(8台)

・PR

・CR

⑤FACOM230-60

・磁 気 デ ィ ス ク471K・

・MT(6台)

、 〔7〕 漢 字 処 埋 シ ス テ ム の 概 略

JEM-3850電 算 写 植 編 集 シ ス テ ム 構成 は 下 記 の と お ・りで あ る。

「●

■

PC-3850

プリンタ制御部

「1
PT-200

フ ィ ル ム プ リ ンタ
「

、l

l

l

l

「

1

1

1

l

l

l

l

l

l

「

「

文字発生装置

(CG)

_/

磁気 テー プ装 置

紙 テー プ リーダ

　

1

l

l・

|

1

l

l

[

|

l

l

l

l

l

l

.

制 御 用

HITAC-10

PT-750

ソ7ト プリンタ

_一

一 ー ー 一 一 ー ー 一 † 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー ト ー ー ー ー 一 一 一 一

入 力 装 置 制 御 装 置 口
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入 力 装 置

・コ ン ピ ュ ー タ … … 各 種 コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 可 能

t磁 気 テ ー プ装 置 …MT-100D9ト ラ ッ ク800BPI

・紙 テ ー プ リー ダ …PR-350ス ル ー レ イ ト500例/秒
,イ ン ク リメ ン ト120列/秒

PC-3850プ リ ン タ 制 御 部

・文 字 種5K ,10K,15K,20K

・外 字1 .25K字/ユ ニ ッ ト,×1ユ ニ ッ ト交 換 可 能,他 に50字/カ セ ッ ト ×

5交 換 可 能

・文 字 サ イ ズ … … …5ポ イ ン トか ら24ffイ ン ト(6級 ～32級)

・文 字 の 幅8/8～1/8cm

送 り量 字 間 ・行 間 と もO.5mmイ ン ク リ メ ン ト

・組 体 裁 縦 ・横 混 植 可 能

・変 形 プ リン ト… … 長 ・平 体(任 意 率)各3種 お よ び 上 つ き ・下 つ き

・プ リ ン ト速 度 ・一 ・150字/秒 ・9000字/分

・文 字 書 体 モ ト や書 体

出 力 装 置

〔PT-200フ ィ ル ム プ リ ン タ 〕

・プ リン ト方 式 … … … ラ イ ン プ リ ン ト

・カ メ ラ 部 露 光 後 に マ ガ ジ ン に 収 容 ・銀 塩 感 材

・感 光 材 料 印 画 紙 ・フ ィ ル ム100
,150巾100メ ー トル ロー ル

・プ リ ン トサ イ ズ ・・・…30パ イ カ

〔PT-750ソ フ ト プ リン タ 〕

・プ リン ト方 式 … … … ラ イ ン プ リ ン ト

・現 像 方 式 安 定 化 処 理 方 式

・感 光 材 料 ス タ ビ ラ イ ズ ドペ ー パB4 .A4.B5巾100mロ ー ル

・ペ ー ジ カ ッ ト・・… … ・200～400mm以 内

・ ビ ジ ネ ス フ ォ ー ム … フ ォ ー ム 合 成 プ リ ン ト可 能

一150 一
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11.2.4シ ス テ ム ・フ ロー チ ャー ト

(1)カ ナ→ 漢 字 湿 り 変 換FLOW

補 助 記 憶 と し て は,磁 気 テ ー プ を 用 い て い るが,

る。

(1)漢 字 テ ー ブル 作 成

ドラム,デ ィス クに 置 きか え て も同 じ処 理 とな



訂 正PT

CPU

訂正

ファイル1

CPU

訂正

ファイル

CPU

漢 字

テーカレ

漢字

プ リンタ

ヵ:訂 正 回数

ファイル

漢字テーブル表

●

◆
》

'

力θ

・ 込

○、
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② 漢字かな湿 り文完全データ作成

翻 訳
テーブル

コンバ ー ト済

原 フ ァイ ル

デー タCHECK
(不 完全 変換 部 分の校正)
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問質

口

一

口

.

回

漢字かな

混り文

訂 正部 分 の赤 字CHECK

赤字 なし

尻:訂 正 回路

JEM
3850

原 フ アイ ル

タ
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11.2.5変 換 実 例

これ ま で述 べ て きた仕 様 に 基 づ き事例研 究 を進 めて きたが,記 事 情 報 の漢 字 か な湿 り文 変換 とそ の

1次 出 力 は,図11.2.5に 示 す と お りで あ る。

図1■2.5漢 字 か な混 り 日本語 文 の 出力 例
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⑨
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8
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8

9

0
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6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

70/Ol/06(01}D.00

70/01/06(02}DOO

70/01/06(03)DOO

70/01/06(04)DOO

70/01/06(05)DOO

70/01/06(06)DOO

70/01/06(07)DOO

70/01/06(09)DOO.

70/01/06(10)DOO

70/01/06(11}DOO

70/01/06(12)DOO

70/01/06(13)DOO

70/01/07{Ol)DOO

70/01/07(02}DOO

70/01/07(03}DOO

ワ0/01/07(04}DOO

70/01!07(05)DOO

70/01/07(06)DOO

70/01/07(07)DOO

70/01/07(08)DOO

70!01/07(09)DOO

70/01/07(10)DOO

70/01/08(01)DOO

70/01/08(02)DOO

70/01/08(03)DOO

70/01/08(04}DOO

70/01/08〔05)DOO

70/01/08(06)DOO

70/01/08(07)DOO

70/01/09(01}DOO

70/01/09{02)DOO

70/01/09{03)DOO

70/01/09(04}DOO

70/01/09(05}DOO

70/01/09(06}DOO

7①/01/09(07)DOO

70/01/09(08)DOO

70/01/09(09)DOO

70!01/09(10)DOO

70/01/09(11)DOO

70/01/09(1』2)DOO

70/01/09(13}DOO

70/01/09(14}DOO

70/01/09(15}DOO

70/01/10{01}DOO

70/01/10{02)DOO

70/01/10(03)DOO

70/Ol/10(04)DOO

70/01/10(05)DOO

70/01/10(06)DOO

70/01/10(07)DOO

70/01/10(08)DOO

ユニバック=図 形認扇などの 研究に 着手

日本計算機 イバラキ工場お 増段 ・
　

日本計算槍販売 札幌,熊 本に 支店お 新設

日本エコノミストセンター22日 レ企業における システム適応法の セミナーレ 開催

日#ア ドレソグラフ.マ ルティグラフは 卓上電子複写機A-M500お 発売

アメリカ マグニフアイル社 ミニ.コ ン用 磁気ディスク 発表

アメリカ ポシロム社 グラフィック;レ コーダー 発売

インターシル社6力 禦 イ㌫ に 日本にMOS,ICで 合弁会社 設立 予定

アメリカ ノベーシヨン社 タイプ用 ボウオン装置 発売
　

中小企業鐵(情 報 ・乗法}(化 ・課)対 策お45年 の 重点=eと りあげる

繊"セ ンター 受託=のnv/でOUKIOsOh'増 設
広島市 行政ギヨウムの 機械化にNEAC2200-200,300お 設置 した

タカチホBIT社 の ミ;.コ ン 販売 開始
　
サハラ市ヤクシヨ 事務合理化にUSAC1500お8入　 　
スエ ーデ ン囲 マ ンモ スタンカー に 最大の 電 算機 設置

ア メリカ ベ リ フエラ ルズ社 高連 ア クセ スメモ リー装置 お 発 表

ア メリカ コ ンピュ ー タ.メ カ社 テイ レンな バ イ.ダ イレ クシヨナ ル.テ ープ リー ダ 発 表
ヘ

イセ樋 里]HITAC8210尊 人し 全国的 流通体制[画 ヘ

ヒタチゾウセン.川 崎重工は4月 おメト'に 電算機 による 人事管理へ
　 　
東京信用金庫囲 の シンキン共同事務七ンター 設立 グタイカへ　
;tl.2.eeOwの1C産 業お 援助するため レIC信 頼性センターレお 設置する 方針

㍑ 大江 織 年3月 日本支社お詮立
JSC{日 本 システムクilエーシヨン⑭ ソフFウ ・・uae国 齪

ア メリカ

ア メリカ

東北金 属

ア メリ カ

プラ クチカ ル社 ミニ.プ リンターお 開 発

リツ カー シヤ コ ンピユ 一 夕(使 用 ・仕様}の

タイ 才ウ輸出 強 化の ため 西 ドイツ に一
1ベル研究 あた ら しい デ ィスプレー材 料h

海(電 器 ・ 機)通 信{協 力 ・強 力){回 ・会}

ギャンブル装置

販売ガイシヤお 設立

開発

トウシバGEの一

二 ●=.(回 ・会)レ が 本格検討

≡ ζ=FACOM認 可のミー三∪L
－ソーン3⑳ つから

z蜘 で(情 報.乗 法}処 理{ALss新 設は ㍊ との みかたでる

⊆ターテツク社SDCの ソフトウエア 杣入で よいみとうし

リッチ対策本部 之∠垣 に 三±三ユ≡ _一 辺三二

開発 した

イン ド.セ イロ ン.パ キスタ ンに

TSS技 術の 導入で ッウサ ンへ 申請

カ クカイ 」ッブの デー タ通 信教室 お 開催～

シ七ツダンお 派遣一

航空=圃 隔 卍 乗法}の 電搬 送実験 に(成 功 ・製剤

±=電 子(工 業 ・興業)が ちかく シリコン生産 お 開始

アメリカシヨウムシヨウ シド二一で θデータ通信,グ ラフィック.デ ータ.シ ステムズレ〔展 ・店)
　

Z"¥総 合オンラインお めざしFACOM230-60b導 入
アメリカ デジタル.エ クイップメント社 ミニコンPDP112機 種お 発表

西ドイツIBMは 国内 電算機価格お2か ら4%ひ きあげと 発表

上ニ アメリカ リットン,メ ディカル.プ ログクツしヤト イヨウ電子の 技術提携

中部電力 〉デンリヨクリヨウキン イサ のレ±」LL土 にOCRお レサイヨう

古河=も{情 景 衆法)サ ービス五 五 の 設立お 検討

レソフトウエアシンコウ協蹟会レお8社 が 結成へ　

経済掴査研究会 研究開発財団の 設立お 提言

乏2」=デ ータ送信で 法敵正条ljSs2月(中 ・注 ・柱1ま とめる
長野県庁で 電算機の始動10月 に 本格化

日本エコノミストセンター2月 レ電子計算機 シユウヘンキ の セ ミナーお 開催

鰻 配送繊 の合理化お エ するためFACOM230-25お 増設
ビジネスコンサルタント8月 社内研修用にIBM1130お 導入

一155一



図 につ い て説 明 を加 え る と

WWWW、 は,漢 字 テ ー ブル に ない た め カ タ カナ 出力 され た単 語 であ る。

ソ ウケ ン →(総 研)

ギ ョ ウム →(業 務)

は,セ グ メ ンテ ー ショ ン(区 切 り)が 悪か った た め に起 きたデ ー タ ・エ ラーで あ る。

は,該 当す る用 語 が テー ブル に あ るに もか か わ らず セ グメ ンテ ー シ ョ ンが まず か っ

たた め に カ タ カ ナ出力 とな った デー タ ・エ ラーで あ る。

10)の サ クニ は 漢字 フ ァ ンク シ ョンキー 「*」 の位 置 を間違 って 「*サ ク*二 」

を 「*サ クニ*」 とし たた めの エ ラーで あ る。 正 し くは 「策 に」 と変換す

る。

[=コ は,テ ー ブル が完 全 に 作 られ てい な い た めに起 きたエ ラーで,誤 変換 され た もので

あ る。 これ は同音 異義 語 の取扱 い が 不十 分 な ため に よ る もので 複数対 応 に しな けれ

ば な らず,テ ー ブルの 修正 が必 要 で あ る。

シ ン:新 → 真

カ ク リッ:確 立 → 確 率

デ ンキ:電 気 →(電 器 電機)

△ は,漢 テ レパ ンチ エ ラー の まま,テ ー ブル に入 っ て いた もの が 出力 され た もので,

当然訂 正 され な け れば な らな い。'

以 上 の よ うな カタ カナ漢 字 変 換 か ら変換 率 を調べ てみ る と,500件 のデ ー タに つ い て次 の よ うな

結 果が 得 られ た。

デー タ件数500件

漢 字変 換必 要 数2,743件 ・

正変換数

単数対応

複数対応

誤変換数

2,029件

1,852件

177件

単数対応

複数対応

漢字テーブルにないカタカナ出力

112件

73件

39件

602件

(74.0%)

(67.5%)

(6.5%)

(4.1%)

(2.7%)

(1.4%)

(21.9%)

複数対 応 とは,カ ッコ、(,)に 囲 ま れた,い わ ゆ る同音 異義 語の あ る漢 字 コー ドで あ り・2次 以 後

の修正 作業 に よって正 しい漢 字 に 直 す。

11.3漢 字 処 理 シ ス テ ム の 今 後 の 方 向

コ ンピ ュー タで漢 字 か な 湿 り文 を 処理 しよ うとす る場 合 の一 例 を述べ て きたが,さ らに本 格 的 に コ

ンピ ュー タで 漢 字 かな 湿 り文 を処 理 しようとする ときは,以 下 の ような点 を研 究 課題 に す る必 要 が あ る。
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11.3.1漢 字イ ンプ ッ ト方 式

今 回 の 実験 はMASCOTの サ ブシス テ ム と して カナ文 字 の デ ー タを漢字 か な 湿 り文 に 変換 す る方

法 を進 め て きた が,始 め か ら漢字 デ ー タを入 力 で き る場 合 に は漢 字 テ レタ イ プで イ ンプ ッ トし た方 が

処 理 効 率が よ い と思 わ れ る。

実 際,現 状 の漢 字 テ レタ イプ で は,1分 間 に70～90字 の'xビ ー ドで穿 孔 す るこ とが で き る。 こ

れは・ カ ナ文 字換 算 す る と140～180字/分 にあ た り,通 常 の タイ プ ラ イタが1分 間 に200字

前後 で あ る ことか ら,現 状 で も漢 字穿 孔 は決 し て不 利 では な い。 また 漢字 イ ンプ ッ ト もい ろい ろ開 発

され て きて お り100～150字/分 位 の ス ピ ー ドを もっ ものの 開 発 も時 間 の 問題 で あ ろ う。

さ らに,情 報 量 を比較 して み る と,漢 字 か な湿 り文 と カナ文 字 文で は,同 じ情 報 量 に対 し記 憶場 所

を占 め る割 合 が だ い た い1:2で あ り,コ ンピ ュー タ を使 用 した場 合 には,メ モ リ,そ の他 の点 で現

在の シス テ ム とほ とん ど同 じ位 の能 率 で 処理 で き る もの と思 わ れ る。

費用 につ い てい えぱ・ 力 才文 字 が1字30銭 ～35銭 これ に対 して漢 字 は80銭 前後 で あ るか ら

先ほ どの1:2の 比 率 を適 用す る と60銭:80銭 とな る。

漢 字 をカ ナ文 字 に 変換 す る手間,校 正 時 の読 みず ら さ,ア ウ トプ ットの 判別 の 不 明 瞭 さ を考 えれ ば
,

コ ン ピュ ー タに よ る漢 字処 理が システ ム に おい て決 し て高 価 で な く
,時 間 的 に も不利 で は ない こ とが

判 る。

な お,シ ス テ ム の構成 上 どう して も漢字 か な混 り文 とカ ナ文字 の両方 を フ ァイル 上 に所有 した い 場

合 に は,漢 字 か な湿 り文 で イ ンプ ッ トし,こ の デ ー タを カ ナ文字 変換 した ほ うが 費用 的 に も,時 間 的

に も効果 的で あ る と思 わ れ る。 この 方法 を とれ ば,入 力 時 に,日 本 語 をカ ナに わ ざわ ざ変換 す る手間

が 必要 でな くな り,(実 際の システ ム運 用 上 で は,こ の作 業 が一 番大 変で あ る)校 正 な ど人 手 の か か

ると ころが 大 幅 に 削減 され る。

11.3.2マ イ ク ロ フ ィルム との 結 合

コ ン ピュ ータ で漢 字情 報 を扱 う場 合問 題 に な るのは
,そ の情 報 の価 値で あ ろ う。 実 際,コ ン ピュー

タに よ る情 報処 理 は,イ ンプ ッ ト,大 量 フ ァイル の 蓄積
,検 索,ア ウ トプ ッ ト処 理 な ど相 当 に 高価 な

もの とな ろ う。 そ こで マ イ ク ロフ ィル ムの活 用 が シス テ ム運 用 上 クローズ ア ップ され る。

しか し,す べ てが マ イ ク ロフ ィル ム ーCOMシ ス テム に適 してい る もの で はな い。 マ イ クロ フ ィル

ムは,

1)磁 気 テー プや磁 気 デ ィス クで は,記 録 され た情 報 を眼 でみ る こ とは,で きない。 ま た,図 や写

真,設 計 図 を コ ンピ ュー タで 直接 扱 えない ,な どの 欠点 を補 う。

2)情 報 を検 索 した り,ま た一 度 取 り出 した情 報 を元 に戻 した りす るの に特 別 の機械 が 必要 で な い

の で,検 索 コス トが か か らな い。

3)情 報 記 録 の た ゆの フ ィル ム費 用 は低 廉 で あ る。

な どの 特 性 を生 か した ものに利 用 したほ うが よい。'

また,「 特 許情 報 サ ー ビス 」 「技 術情 報 サ ー ビス」 な どの 文献 検索 システ ム は,
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検 索 イ ンデ ックス の多様 性

フ ァイ リング の複雑 性

検 索 の迅 速性,頻 度性

ア ウ トプ ッ ト方法 の多 様性

追 加,改 定 の処 理

出版 物へ 結 び つ き

な どの 条件 か らマ イ クロ フ ィル ム とコ ン ピュー タ との連繋 を もたせ て処 理す る方 法 が 最 も有 効 で あ る

と思 わ れ る。

さ らに,「 図書 デ ータ」 の よ うな もので も,図 書 その もの は,マ イク ロ フ ィル ム化 し,マ イ ク ロフ

ィルムの 特 性 を生 か すし,図 書 目録 は,コ ンピ ュー タに イ ンプ ッ トし,管 理面 でそ の特 性 を生 かす こ と

がで きる。

図11.3. .1マ イ ク ロ フ ィル ムを 使 用 した 図書管 理
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いず れ に して も,今 後 の 情報 処 理に お い て大 量 の デー タを,安 価 に,迅 速 に管 理す るた めに は,コ

ン ピュー タ とマ イ クロ フィル ム を有効 に結 び つ け た シス テム の開 発が 必要 で あ ると思 われ る。

コ ン ピュー タ に よ る漢 字 かな 湿 り文 の処 理 は,い わ ば 「デ ータ ・バ ンク」 に お け る処 理 の一 部 で あ

ろ うと思 われ る。 「デ ー タ ・バ ンク」 とい われ る ものの ア ウ トプ ッ トは,必 ず その デ ー タ を使 用 し た

印刷 物 の刊 行 とい う処 理に結 び つ く。 印刷物 を作成 す る場 合,コ ン ピュー タで ア ウ トプ ッ トした漢 字

か な湿 り情報 を,さ らに活 字 をひ ろ って 版下 を作成 して い たので は意 味が ない。 そ こで コ ンピ ュー タ

と結 び つ いた 電算 写植 編集 システ ム が必要 にな る。

こ の電 算写 植編 集 シ ス テム を利 用す るた め には,あ らか じめコ ン ピュー タに よ っ て 自動 編 集処 理 を

す る必 要が あ る。

自動編 集処 理 は

○ 入 力処 理

フ ァンク シ ョン処 理

スペ ー ス ・コ ー ド処 理

キ ャ ラク タ ピ ッチ 付 加

○ 組 版処 理

ペ ー ジ割 付 処 理

ノ ン ブル柱処 理

○ 棒 組 調 整 処理

ジ ャス テ ィフ ィケ ー シ ョン ・禁 則 ・分離 禁止 ・行頭 ・行 末 ・中 央揃 え ・ダ ブ ・均 等配 分

ル ビ ・数式 ・合成 ・ハ イ フ ォネ ー シ ョ ン

○ 図版 処 理

図版 ・写真 ・見 出 しな どの 割付

スペ ー ス処 理

な どか らな り,ソ フ トウェ ア とし て プ ログ ラ ム化 し た もの であ る。 、

この カ ナ文字→ 漢字 か な混 り文変 換 シス テ ムで 使用 され た,JEM-3850は,こ れ らの 機 能 を

一 部 に含 んで い る。

電算写 植編集 シス テ ムは,コ ン ピュー タ よ り磁 気 テー プで ア ウ トプ ッ トした デ ー タ を高速 で 印刷 物

の版 下 と して編集す る もので あ る。 この よ うに 「デー タ ・バ ンク」 の情報 処 理 は,さ らにコ ン ピュー

タ を媒 体 と して広が っ て行 き,漢 字 か な 湿 り文へ の処 理 が よ り広 い 分野 に活 用 され て行 くことであ ろう
。
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図11.3.2自 動 編 集処 理 シス テ ムの 概要
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